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			この異世界でも、ヤンデレに死ぬほど愛される①

			著者／緋色の雨

			イラスト／つかこ

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン　青木武（AO DESIGN）

		

	
		
			ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			プロローグ

			エピソード　１－１　チート転生のエッチな代償

			エピソード　１－２　普通の女の子（仮）との出会い

			エピソード　１－３　ブラッド家での晩餐

			エピソード　１－４　ローズとの攻防

			エピソード　１－５　フェミニスト：Ｓ

			エピソード　１－６　――喪失

			エピソード　２－１　ギルドの受付嬢がヤンデレのはずがない

			エピソード　２－２　ヤンデレじゃない女の子

			エピソード　２－３　押しに弱いクラウディア

			エピソード　２－４　えっちなご主人様

			エピソード　２－５　ダンジョン探索

			エピソード　２－６　束の間の幸せ

			エピソード　３－１　逃亡の果てに

			エピソード　３－２　クラウディアの願い

			エピソード　３－３　わずかな可能性

			エピソード　３－４　ダンジョン攻略

			エピソード　３－５　タイムリミット

			エピソード　３－６　女神メディアの祝福

			エピローグ

			書き下ろし番外編　ヤンデレになることを願った少女

		

	
		
			プロローグ

			　

			「あ、ぁんっ……はぁっ。気持ちいいっ、柚(ゆず)希(き)くんのが、陽(ひ)菜(な)乃(の)の奥まで届いてぇ、あくっ、気持ち、気持ちいいよぉっ」

			　返り血で真っ赤に染まった陽菜乃が、俺の上で淫らに腰を振っている。くちゅくちゅと淫(いん)靡(び)な音を響かせ、恍(こう)惚(こつ)とした表情を浮かべる陽菜乃に――俺はドン引きだった。

			　陽菜乃が返り血を浴びているのは、俺を滅多刺しにしたから。俺はこの幼馴染み――陽菜乃にナイフで滅多刺しにされたのだ。

			　理由は『陽菜乃がいるのに、ほかの女の子と浮気をしたから』だそうだ。

			　だけど、俺は浮気なんてしていない。それ以前に、俺は陽菜乃と付き合っていないし、付き合っていると誤解させるような行動すらとっていない。

			　なのに、「柚希くんが浮気するから悪いんだよ？」と滅多刺しからの陵(りよう)辱(じよく)。死にゆく俺の上に跨(また)がり、自分勝手に感じまくっている。

			　いくらなんでも理不尽だと思うのだ。

			　とは言え、この結末を想像していなかったかと言えばそんなことはない。どっちかと言えば、ついにこのときが来たのか……という心境だった。

			　なぜなら、父や祖父を始めとしたご先祖様はみんな、ヤンデレの女性に殺されている。うちは代々、ヤンデレに死ぬほど愛される家系なのだ。

			　だから、いつかはこんな日が来るかもしれないと思っていた。思っていたけど……父や祖父は、結婚して子供を残している。俺が殺されるのは、もう少し先だと思っていた。

			　せめて、普通の女の子と出会って、人並みの幸せを経験してから死にたかったなぁ……なんてことを考えながら、俺は短い人生に幕を下ろした――はずだった。

		

	
		
			１－１　チート転生のエッチな代償

			　

			　幼馴染みに滅多刺しにされ、短い人生に幕を下ろしたはずだったのだが、俺は知らない部屋のソファで目を覚ました。

			「……俺は……助かったのか？」

			　一命を取り留めたのなら病院だと思うんだけど、内装は病院と似ても似つかない。いかにも女の子らしい部屋だった。

			　ここはどこだと思って身を起こすと、向かいのソファに黒髪のお姉さんが座っていた。

			「柚希くん、おはよう、ですわ」

			「え？　お、おはようございます。と言うか……ここはどこですか？　そして貴方は？」

			「ここはわたくしの支配する空間で、わたくしは女神メディアですわ」

			「め、女神？」

			「貴方にとっては、異世界の創造神ですね」

			「異世界の創造神で、女神……」

			　本来ならありえないと笑い飛ばすところだけど――と、俺は自分のお腹のあたりを見る。滅多刺しにされたはずなんだけど……そこには傷一つ残っていなかった。

			「もしかして、女神様が救ってくださったんですか？」

			「メディアお姉ちゃん、ですわ」

			「……はい？」

			「ですから、わたくしのことはメディアお姉ちゃんと呼んでください」

			「い、意味が分かりません」

			　なんだろう？　異世界では『お姉ちゃん』という単語が、最上級の敬称だったりするんだろうか？　……なんて、そんな訳ないよな。そもそも日本語でしゃべってるし。

			「メディアお姉ちゃんと呼んでくださいというのは、わたくしのことをメディアお姉ちゃんと呼んで、甘えてくださいという意味ですわ」

			「あぁ、本当にそういう意味なんですね。――と言うか、何故そんなことを言われているか理解できないんですが、女神様に甘えるとか無理ですよ」

			「――え？」

			「そんな意外そうな目で見られても、無理なものは無理です」

			「どうしても……ですか？」

			　真っ黒な瞳が、俺の瞳をじぃっと覗き込んでくる。その吸い込まれそうな瞳に見られていると、なんだかメディアお姉ちゃんと呼んであげなきゃいけないような気がしてくる。

			　……いや、気がしてきても呼ばないけどさ。

			　という訳で、俺は無理です、ごめんなさいと謝った。

			「むぅ……さすがはわたくしの柚希くん。これくらいでは堕(お)ちませんか」

			「……はい？」

			「いえ、こっちの話ですわ。……仕方ありません。今は諦(あきら)めます」

			　唇をとがらせ、少し拗(す)ねるような仕草をする女神様。なんだか可愛いけど、そんな顔をされても、恥ずかしいものは恥ずかしいのだ。

			　もっとも、見た目は普通の女の子だから、恐れ多いというイメージではないけどさ……と、俺はあらためて女神様を見る。

			　背中まであるサラサラの黒髪に、大粒の黒い瞳。スタイルは抜群で、柔らかそうな物腰。外見的には俺より少し上――大学生くらいに見える。

			　そんな綺麗なお姉さんが着ているのは、オフショルダーセーターに、ティアードスカートのミニ。更にはガーターベルトで吊ったストッキングという俺の好きな組み合わせ。

			　なんて思っていると、女神様はスカートの裾をつまんで見せた。

			「似合っていますか？」

			「……え？」

			「この服装のことですわ。肌を露出する服は少し恥ずかしかったんですけど、柚希くんに喜んでもらいたくて、柚希くんの趣味に合わせてみたんです」

			「俺のため、ですか？」

			　女性に免疫のない男性なら、一発で恋に落ちそうなセリフと表情。

			　でも、ヤンデレに死ぬほど愛される体質の俺は、今までにも似たようなセリフを何度も言われて免疫があるので、この程度じゃ動じない。

			　もっとも、言われ慣れているセリフだと『だから、ほかの女の子に目を向けちゃダメだよ。じゃないと、柚希くんの目玉をくりぬいちゃうからね？　うふふ』とか続くのだけど。

			　ともかく、ヤンデレ的なセリフではなさそうだし、リップサービス的ななにかなのだろうと判断した俺は「似合ってますよ」と軽く流した。

			　……後から考えれば、女神様が俺の好みを知ってる時点でおかしかったんだけどな。

			　

			「話を戻しますが、女神様が俺を救ってくださったんですか？」

			「ええ、魂だけ、ですけどね」

			「魂だけ……ですか？」

			　俺は自分の身体を見下ろす。そこにあるのは見慣れた身体で違和感は感じられない。

			「柚希くんの身体は、滅多刺しにされてしまいましたから」

			「それで、魂だけ救ってくださったと？」

			「ええ。貴方の世界の神様と交渉して、魂を保護したんです。ですので、その身体は、わたくしが記録していた情報を頼りに再現したものです」

			「そう……だったんですか。ありがとうございます」

			　感謝の気持ちを込めて頭を下げる。けど、仮にも異世界の女神様が、目的もなく平凡な人間の魂を救うなんて不自然だ。なんらかの思惑があると考えるべきだろう。

			「気にする必要はありませんよ。わたくしは柚希くんの観察が生きがいなので」

			「……え？　観察が生きがい？」

			「それなのに、あの陽菜乃とか言う小娘、信じられません。わたくしの柚希くんを押し倒したところまでは評価しますが、滅多刺しにするなんて。そこは監禁して、ゆっくりじっくり、自分の色に染めていくところでしょうに」

			「……あ、あの、女神様？」

			　なにか言ってることがヤバイ気がする。

			　それに、さっきも『記録していた情報を頼りに』とか言ってたよな。もしかして、俺を助けてくれたのもその辺が理由？　だとすれば、この女神様はヤンデレなんじゃ……と思ったそのとき。女神様は俺を見て優しく微笑んだ。

			「ふふっ、ちょっとした冗談ですわ」

			「じょ、冗談？」

			「ええ、ちょっと柚希くんをからかっただけですわ」

			　……なんだ、脅かさないで欲しい。わりと本気で焦ったじゃないか。……なんて、仮にも異世界の創造神である女神様がヤンデレなんてありえないよな。

			「ともかく、女神様は命……と言うか、魂の恩人だと言うことですよね。そこまでしてくださったのには理由があると思うんですが……俺はなにをすれば良いんですか？」

			「話が早くて助かります。私の作った箱庭――柚希くんにとっては異世界ですね。そこで暮らしてもらおうと思ってます。……そうすれば、ずぅっと観察できますし」

			　女神様がぼそっと付け加えたけど、俺はそれを聞き取れなかった。そして聞き返しもしなかった。それよりも、異世界で暮らすという一言が気になった。

			「それはもしや、異世界転移というやつですか？」

			「ええ、そうです。ただ、柚希くんの身体は私が作ったものなので、厳密に言うと異世界転生かもしれませんけどね。なんにしても、思っている内容でおおむね間違いありませんよ」

			「おぉぉ……異世界転生！　女神様、俺をその世界に転生させてください！」

			　俺はヤンデレに刺し殺され、普通の女の子と穏やかな生活を送るという夢を叶えることなく、短い人生を終えてしまった。けど、異世界転生をすれば、もう一度人生をやりなおすことが出来る。今度こそ、普通の女の子と、穏やかな生活を送ることが出来るかもしれない。

			　そのチャンスを逃す理由なんてどこにも存在しないと飛びついた。

			「ふふっ、乗り気なのは嬉しいですけど、まだ世界観とかを説明してませんよ？」

			「そ、そうでした」

			　先走って恥ずかしいと咳払いを一つ。転生先がどのような世界なのかを尋ねた。

			「柚希くんに暮らしてもらおうと思っているのは、わたくしの作ったアルゴーニアという世界。一言で言えば、わたくしに良く似た子がたくさんいる箱庭です」

			「ふむふむ」

			　女神様に良く似た――つまり、綺麗な女性がたくさんいる世界ってことかな。それは、思春期の男子としては嬉しい情報だけど、肝心の世界観が分からない。

			「文明レベルとか、魔法の有無とかはどうでしょう？」

			「技術レベルは中世のヨーロッパくらいで、もちろん魔法もありますわ。ですから、一般的な中世のヨーロッパのイメージよりは、進んだ文明ですわね」

			「剣と魔法の世界。それは……一般人が生活するには過酷な環境だったりします？」

			「そうですわね……平和な日本と比べると、過酷な環境と言えますわ。そして、ステータスやスキルが存在していて、柚希くんのイメージでいうゲームのような世界観ですわ」

			　ゲームのような世界観……それは、なんだかわくわくしてしまう。

			「もしかして、スキルとかを任意で習得出来たりするんですか？」

			「本来は、努力や運次第ですわ」

			「本来は……ってことは、もしや？」

			　普通は習得出来ないような能力を、主人公だけは好きに習得出来る。異世界系の物語なんかである、定番チートですか!?　と、俺は思いっきり目を輝かせる。

			　そんな俺に対し、女神様は満面の笑みを浮かべて言い放った。

			「ええ。わたくしのことをメディアお姉ちゃんと呼んで甘えて、たくさんたぁくさん、エッチなおねだりしてくれたら、好きにキャラメイクをさせて差し上げますわよ」――と。

			　

			　――キャラメイクと引き換えに、女神様から条件を出された。

			　それ自体は別に驚くことじゃない。本来なら死んで終わりだったのに、新たな人生を得るチャンスをもらったんだ。多少の代償はあってしかるべきだ。

			　だけど、だけど、だ。異世界の創造神たる女神様をメディアお姉ちゃんと呼んで甘え、エッチなおねだりをするのが代償。正直、意味が分からない。

			「あの……エッチなおねだりって、本気で言ってますか？」

			「もちろん、本気ですわよ？」

			「それはつまり、おねだりをして恥ずかしがる俺を見るのが目的で、俺はおねだりをするだけという意味ですか？」

			「そんなイジワルなことはしませんわ。柚希くんがおねだりしてくれたら、どんなエッチな内容でも、どんな鬼(き)畜(ちく)な内容でも、お姉ちゃんが叶えてあげますわ」

			　……マジか。なにこの超展開。

			　女神様は凄まじい美人で、体つきも凄くエロっちぃ。おねショタプレイとか、興味がないって言えば嘘になるんだけど……出来れば、エッチは好きな人としたいと思う今日この頃。

			　――なんだけど、剣と魔法の過酷な世界という話だし、一般人である俺が生きて行くには、多少なりともチート能力は必要だろう。

			　だから、女神様にエッチなおねだりをするのも致し方ない。……いや、女神様のエッチなご奉仕ひゃっほいとか思ってるわけではなく。

			「分かりました。本当はエッチは好きな人とするべきだと思うんですが、チートを手に入れるためにはエッチなおねだりをするのもやぶさかじゃないと思います」

			「そうやって言い訳するところも可愛くて好きですわよ？」

			「……男の言い訳を優しく受け流すのは、お姉ちゃんの役目だと思いませんか？」

			「あら、たしかにそうですわね」

			　クスクスと笑われてしまった。たしかにこのあたりは綺麗なお姉さんといった感じだな。

			　でもというか、だけどと言うか、

			「あの……おねだりはともかく、お姉ちゃん呼びはなんとかなりませんか？　例えば、メディア様とか、そういう感じで」

			　さっきも言ったけど、女神様は凄く綺麗なお姉様といった感じなのだ。そんな女神様をお姉ちゃん呼びは恥ずかしすぎる。

			　だけど、女神様はそんな俺の内心も見透かしているのか、クスクスと微笑んだ。

			「ダメですよ。お姉ちゃんって言ってるじゃないですか」

			「な、ならせめて、メディアお姉さんとかは――」

			「甘えた感じがないから却下です」

			「……じゃ、じゃあ、メディアねぇとか」

			「メディアねぇ、ですか？」

			「メディアお姉さんから、少し甘えた感じでメディアねぇ。それなら、なんとか頑張りますけど……ダメですか？」

			「うぅん……メディアねぇですか……」

			「ダ、ダメですか？」

			「いえ、ありですわ！　それじゃメディアねぇと呼んで、わたくしに甘えてください」

			　どうやらお眼鏡にかなったらしい。という訳で、俺は恥ずかしさを押し殺し、女神様に向かって「メディアねぇ」と呼んだ。

			「～～～～っ。もう、我慢できません！」

			「はい？　なにを言って――うえっ!?」

			　向かいのソファに座っていた女神様が掻き消え、気がつけば俺の隣に座っていた。

			　どうやら、女神様は瞬間移動をしたらしい。それを俺が理解するよりも早く、ぎゅううううっと胸元に抱き寄せられた。

			「め、女神様!?」

			　女神様はオフショルダーセーター、胸元が開いたブラウスを着用しているのに、そこに抱き寄せられたものだから、思いっきり生の胸が顔に当たってる！　当たってますよ!?

			「はぁはぁ、これが夢にまで見た柚希くんの抱き心地！　はあああん、たまりませんわ！　早くっ、早くお姉ちゃんにエッチなおねだりしてくださいっ」

			「お、落ち着いてください。それじゃ女神様がおねだりしてますよっ!?」

			　しかも、胸の谷間に挟まれて、呼吸するだけで甘い匂いが肺を満たす。それに凄く暖かくて、少し藻(も)掻(が)くだけでも生々しい感触が伝わってくる。

			　これじゃ、俺が誘惑されてるよ。本当にありがとうございます――じゃなくて！　このままじゃ、本当に理性が飛んでしまいそうだ。

			「女神様、そろそろ放してください！」

			「まだまだ、甘えられ足りませんわ。それに、女神様じゃなくて、メディアねぇでしょ？　ぎゅううううううっ」

			「うわああああ、メディアねぇ、はーなーしーてーっ！」

			　女神様と言うだけあって、見かけによらず力があるのだろう。必死に藻(も)掻(が)いても抜け出せない。それどころか、余計に女神様の柔らかな感触を味わうだけになってしまった。

			「ふふっ、柚希くんのここ、もうおっきくなっていますわね」

			　俺から少し身を離したと思ったのも束の間。メディアねぇの細い指が、ズボン越しに俺の息子に触れた。

			「――くっ。メ、メディアねぇ……」

			「どうしたんですか、柚希くん。なんだか切なそうな顔をしていますわよ？」

			「そ、そんなこと、ないしっ」

			「そうですか？　わたくしはてっきり、陽菜乃に陵(りよう)辱(じよく)されて、性を放つ前にここに転移させられたから、欲求不満で我慢できないのかと思いました」

			「――んなっ」

			　俺自身が意識すらしていなかった事実――だけど、言われてみればそうかもしれない。

			「まさか……それを狙って、あのタイミングで俺を転移させたのか？」

			「いいえ、ただの偶然ですわ。ただ、偶然を最大限に生かしていることは否定しませんけど」

			「それを、信じると、でも――っ」

			　会話を続けているあいだも、メディアねぇの指はとまらず、気がつけば、俺の息子はズボンとパンツの拘束から解き放たれていた。

			「ふふ。陽菜乃の愛液や破(は)瓜(か)の血でべったべた、ですわね」

			「なんっ、で……身体は新しく作り直したって言った、だろ？」

			「ふふ。身体は作り直しましたが、そのあたりは元通りにしましたから」

			「なんで、そんなこと、くぅ～～～っ」

			　陽菜乃の愛液と破瓜の血で濡れた息子を、メディアねぇの口がパクッとくわえ込んだ。そうして口いっぱいに頬張り、ペロペロとサオの汚れを舐め落としていく。

			「くちゅ、んっ。もちろん、れろぉ。お姉ちゃんが綺麗にして、くちゅ。あげるため、ですわ。くぷっ。は……ん。ちゅ、く。……れろ。ふふっ、柚希くんのおちんちん。すっごく硬いのに、んん。ぴくぴく震えてて、凄く、ちゅう。えっちぃですわ」

			　生暖かい舌が、ペニス全体に絡みつき、にゅぶにゅぶとしごき上げていく。とても舌とは思えないような、繊細でエッチな動き。この女神様、舌技が尋常じゃない。

			　なんか、複数の舌に舐められてるみたいだ。

			「え、えっちぃのは、メディアねぇの、――うくっ、ほう、だろ！　～～～っ。す、凄く、慣れてる感じが、くっ、するぞ！」

			「あら、わたくしは、ちゅく。んぷっ。……これが、初めて、ぬぷ。ですわよ？」

			「――え？」

			　驚いてメディアねぇを見下ろす。すると、メディアねぇは俺の息子を掴んだまま、上目遣いで無邪気な微笑みを浮かべた。

			「柚希くんのためにず～っと守っていた、キスすらまだな純潔女神の、初めてのおしゃぶり、ですわよ？」

			「～～～っ」

			　ヤバイ、興奮する。この女神様、初めてだと言うけどエロすぎである。

			「ふふ。柚希くん、もうたまらないって顔ですわね。それじゃ、今から、もっともぉっと、気持ちよくして、差し上げますわね」

			　なにをと問うことは出来なかった。メディアねぇが俺の分身に吸い付き、物凄い勢いで口を上下させ始めたからだ。

			「くちゅっ、くぷっ。……ちゅ、じゅる。じゅぷ。……じゅ、じゅ……はぁ。……あむ。くちゅ、れろ。ちゃぷ……じゅる、ぢゅぷぷぷっ」

			「メ、メディアねぇ。俺、もう――っ」

			　耐えきれないと腰を跳ねさせたが――性を解き放つことは出来なかった。俺がイく寸前、メディアねぇのしなやかな指が、俺の分身をぎゅっと締め上げたからだ。

			「メ、メディアねぇ、な、なんで？」

			「ダメですわよ。柚希くん、まだお姉ちゃんに甘えてませんわよ？」

			「そ、それは。でも……くっ」

			　根元を締め上げたまま、メディアねぇが再び吸い付いてくる。イきたい。イきたくて仕方がない。なのにイけなくて。こんなっ。こんな生殺しっ！

			「メディアねぇ、頼む。頼むからイかせてくれ！」

			「ふふふっ、だぁめ、ですわ」

			「なっ、なんでだよ!?」

			　もう他のことを考えられない。

			「頼むっ、メディアねぇ。頼むからイかせてくれっ！」

			「ん～？　柚希くんは、どこに行きたいんですの？」

			　俺のおちんちんをペロペロと舐め上げながら、イタズラっぽい表情で俺を見上げる。行動とアンバランスな表情が、俺の最後の自制心を破壊した。

			「メディアねぇの口で、俺のちんぽをもっとしごいて、そのままイかせてくれ！」

			「よく言えましたね。それじゃ……あむ。……ちゅ、じゅる。……じゅぞ。ぐぷっ。くぷっ。じゅる、じゅ、じゅるるるるるるっ」

			　メディアねぇの指が俺のサオを扱(しご)き上げ、口が物凄い勢いでさきっちょを吸い上げる。その圧倒的な快楽を前に、俺は頭の中が真っ白になり、かつてないほどの性を解き放った。

			「はぁ……ん。凄い……ですわ。これが精子、柚希くんの精子、なんですわね。ネバネバしてて、凄いにおい……はぁ……たまりませんわ」

			　俺の精子を口に溜めたメディアねぇが、うっとりとした表情で精子を味わっている。

			「メ、メディアねぇ」

			「ふふっ。柚希くん、この精子……どうして欲しいですか？」

			　舌を突き出して、その上に乗った白濁した液を見せ付けてくる。その淫(いん)靡(び)な光景に、俺はゴクリと生(なま)唾(つば)を飲み込んだ。

			「……飲んで、飲んでくれ」

			「分かりましたわ。……こくっ……ん」

			　メディアねぇが喉を鳴らして、俺の精液を飲み下していく。

			　そしてそれだけじゃなく、舌をぴちゃぴちゃと動かして、口の中に残っているであろう精液を綺麗に舐め取り、もう一度コクンと喉を鳴らした。
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			「はぁ……ん。すっごい、喉に絡みつきますわ。これが柚希くんの精子。わたくしのお腹に溜まって、わたくしの一部になるんですわね」

			「えっちぃ……けど、女神が栄養って必要とするのか？」

			「ふふ、女神だからこそ、自由自在ですわ。確実に、柚希くんの精子がわたくしの一部になりますわよ」

			「それは……エロいな――って、メディアねぇ!?」

			　メディアねぇがイったばかりのペニスに吸い付いてくる。

			「そ、それ、ダメだって！　イったばっかりだから、刺激が強すぎる！」

			「ん、れろ……ちゅる……はぁ。……ふふ。鈴(すず)口(ぐち)に残っている精液を吸い出しただけですわ」

			「……そ、そっか」

			「もしかして、もう一度して欲しかったんですの？」

			「そ、そんなことないし！」

			　ちょっとだけ否定できなかったけど、話が進まないと自重。俺はメディアねぇから逃れるように立ち上がり、ズボンとパンツを穿(は)きなおした。

			「と、とにかく、これでキャラメイクをさせてくれるんですよね？」

			　今まで散々な口の利き方をしていた気がするけど、俺は思いっきり取り繕(つくろ)って見せた。そんな俺を見て、メディアねぇはクスクスと笑う。

			「もちろんですわ。それに、スキルポイント（ＳＰ）もサービスしますわね！」

			「あ、ありがとうございます」

			　こっちが役得だったはずなのに、サービスまでしてもらうとか。良いんだろうか？

			　ポイントまでもらえるのなら、もう一度お願いしても……いやいやいや。落ち着け、俺。さっきから思考がおかしくなってる。なんか分からないけど冷静になろう。

			「……ここまでしても堕(お)ちないなんて、さすがにヤンデレに追いかけ回されて、精神力が上がってるだけありますね。でも、そういうところも素敵ですわ」

			「え？　なにか言いましたか、女神様」

			「メディアねぇ、でしょ？　そして、なにも言ってませんわ」

			「だったら良いんですけど……と言うか、その呼び方、継続なんですか……？」

			　恥ずかしいんですけど？　と抵抗してみたけど、嫌ならＳＰをあげませんわよと言われてしまった。仕方がないので開き直って、女神様のことはメディアねぇと呼ぶことにする。

			「……この際だから、メディアねぇって呼んで、敬語もなくすけど良いよな？」

			「もちろんかまいませんわよ？」

			「ありがとう。それじゃさっそく、ステータスを習得したいんだけど、メディアねぇ、俺に教えてくれるか？」

			「～～～～～っ」

			　女神様あらため、メディアねぇが、なにやら自分の身体を抱きしめて悶えだした。なんか恍(こう)惚(こつ)とした表情を浮かべてる気がするけど、気のせいなんだろうか？

			「……はふぅ、いつまでもこの幸せに浸っていたい気分ですが、このままでは話が進みませんわね。名残惜しいですが、キャラメイクを始めましょう」

			「ありがと。……で、どうしたら良いんだ？」

			「そうですね……まずはＳＰを２，０００差し上げますから、好きなスキルを習得してください。ステータスオープンと声に出すか念じて頂ければ、ウィンドウが開きますわ」

			「ふむふむ。それじゃさっそく――ステータスオープン！」

			　お約束だろうと、高らかに宣言する。その瞬間、見えている景色と重なるように、半透明のステータスウィンドウが映し出された。

			　なにやら色々と書かれているけど、俺の知らない言語が使われている。

			「柚希くんの今までの経験をもとに、いくつかのスキルは習得済みです。２，０００ＳＰを使って、更に覚えたいスキルを追加してくださいね」

			「えっと……読めないんだけど？」

			「あら、ごめんなさい。まずはわたくしの世界の言語を一通り覚えてもらいますね」

			　隣に座っているメディアねぇが俺の後ろに移動して、背中に抱きついてきた。なんか当たってる、背中に当たってますよ！

			「メ、メディアねぇ!?」

			「わたくしの世界で使う言語を知識として焼き付けるので動いちゃダメですわよ」

			「え、なにそれ――っ」

			　最後まで口にすることはできなかった。文字通り、俺の意識にあらたな言語が押し寄せてきたからだ。あまりの情報量に顔をしかめる。

			「……はい、これで大丈夫ですわよ」

			　メディアねぇがそう言って俺から離れる。

			　その瞬間、さっきまで読めなかったステータスウィンドウの文字が読めるようになった。どうやら、本当にあらたな言語を覚えてしまったらしい。

			　俺はあらためて、ウィンドウの最初に書かれている項目に目を向ける。

			　

			【名前】：水瀬　柚希　　【総合評価】：７３，１００

			【通常スキル】

			　筋力：Ｄ　　　耐久力：Ｃ　　　　敏(びん)捷(しよう)度：Ｅ　　　器用度：Ｄ

			　魔力：Ｆ　　　精神力：ＡＡＡ　　幸運：Ａ

			【耐性スキル】

			　斬撃耐性：Ｄ　　　睡眠耐性：Ｃ　　　毒耐性：Ｄ

			　呪い耐性：Ｆ　　　恐怖耐性：Ｂ　　　混乱耐性：Ｅ

			　

			「なぁ……今までの経験をもとに、スキルを習得済みって言ったよな？」

			「そうですよ。なにか問題でもありました？」

			「問題と言うか……なんで毒耐性や呪い耐性があるんだ？」

			　思わず突っ込みを入れずにはいられなかった。けど、メディアねぇはその理由を知っているようで「あぁそれですか」と苦笑いを浮かべた。

			「柚希くんは時々、女の子達から睡眠薬なんかを盛られたり、色々なお呪(まじな)いをかけられたりしていたので、耐性があるのはそれが理由ですわね。お呪いはちゃんとした効果がなかったので、ランクが上がるほどには至っていませんが」

			「ぐぉぉぉ……」

			　死んでから明らかになる驚(きよう)愕(がく)の事実。心当たりが多すぎて犯人が分からない。と言うか、女の子達ってことはたぶん、犯人は一人じゃないんだろうなぁ。

			　……まあ、死んだ今となってはどうでも良い。過去より、これからについて考えよう――と言うことで、俺はステータスに視線を戻す。

			「通常スキルにある筋力とかって、ランクが同じなら男女や体格に関係なく同じなのか？」

			「いえ、スキルのランクはあくまで補正的なものですね」

			「……補正的なもの？」

			「あらゆるスキルには、表示されない基礎能力が存在します」

			　メディアねぇはステータスウィンドウの通常スキルと書かれている項目を指差した。

			「――そこにある筋力の場合は、体格で基礎能力が決まります。ですから同じ体格であれば、スキルのランクが高い方が、筋力が強いということになりますね」

			　あぁ……なるほど。筋力：Ｓの子供より、筋力：Ｆの大男の方が力が強いってことだな。そして、基礎能力を上げるのはトレーニングとかってことか。

			「じゃあ、補正はどれくらい掛かるんだ？」

			「通常スキルの横にある、詳細をタップしてください」

			　言われたとおりに項目をタップすると、以下のような補正値の詳細が表示された。

			　

			　Ｆ：補正なし　Ｅ：５％　Ｄ：10％　Ｃ：15％　Ｂ：20％　Ａ：25％

			　ＡＡ：35％　ＡＡＡ：45％　Ｓ：60％　ＳＳ：75％　ＳＳＳ：１００％

			　

			「柚希くんは筋力がＤランクなので10％アップ。もともとの握力は50だったので、転生先の世界では、補正が掛かって55といった感じですね」

			「……なるほど。高ランクなら凄いけど、普通はそこまで影響ない感じか」

			　所感だけど、低ランクは誤差の範囲内。女の子の細腕なのにとんでもない怪力――みたいな現象が起きるのは、Ｓランク以上とかそんな感じだろう。

			「ちなみに、握力なんかは数値化できますが、必ずしも数値化できる能力ばかりじゃありませんので、あくまで目安程度に考えておいてくださいね」

			「ん、分かったよ」

			　取りあえず、通常スキルのランクもＳＰで上げられるみたいだけど、実感できるところまで上げるにはかなりのＳＰが要りそうなので、無理して習得する必要はなさそうだ。

			　と言うことで、残りのステータスも確認してしまおう。

			　

			【戦闘スキル】なし

			【魔法スキル】なし

			【技能スキル】

			　裁縫：Ｅ　　　型紙：Ｆ　　　デザイン：Ｅ

			【先天性スキル】

			　服飾の才能

			　

			　技能スキルに服飾関連があるのは、中学の頃の夢が、服飾の仕事に就くことで少し勉強していたからだな……と、続けて見た先天性スキルは――服飾の才能。

			　そっか……才能あったんだ。

			　諦(あきら)めずに続ければ良かった……なんて、両親が亡くなって――正確には、ヤンデレだった母が、父を刺し殺して自殺したので、夢を諦(あきら)めざるを得なかったんだけどな。

			　なんにしても、諦(あきら)めてから才能があったんだと言われると切なくなる。

			　……いや、そうじゃないな。俺は異世界で新しい人生を始めるんだ。異世界で服飾の仕事に就いてスローライフとか……ありなんじゃないかな？

			　そうだな。異世界で死なない程度に戦闘系のスキルを取って、あとは生産スキルを取って、のんびり暮らすのも楽しそうだ。それで、普通の女の子と出会って、普通の青春をする。

			　それを俺のあらたな人生の目標にしよう。

			　よし、そうと決まったら、まだ見てないステータスを見ちゃうぞ。

			　

			【特殊スキル】なし

			【レアスキル】

			　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊：ＳＳＳ

			【バッドステータス】なし

			【称号】

			　女神メディアに見初められた

			【ＳＰ】：２，０００ＳＰ

			　

			「ええっと……この伏せられてるスキルはなんだ？」

			「それは柚希くんが前世から持っていたレアスキルですわよ」

			「俺が前世から持ってたレアスキル……？」

			　俺が前世から持ってるということは、経験値二倍とかそういうチートな系統ではないと思うんだけど、レアスキルって言われたらわくわくする。

			　見えるようにして欲しいなってお願いすると「キャラメイクが終わってからのお楽しみですわ」とウィンクされてしまった。……残念。

			「なら、称号は？」

			「そのまま、わたくしに気に入られたという意味ですわね。ちなみに、全ての能力に10％のプラス補正が掛かる効果と、ステータスウィンドウを操作して、スキル各種をＳＰで習得出来るようになる効果があります」

			　なるほどね。この称号のおかげで、自分でスキルを習得出来るんだな。

			　……あれ？　でもこの称号って、いつからあるんだろう？

			　メディアねぇが俺を見初めた(気に入つた)から、おねだりさせられた気がするんだけど。そうすると、メディアねぇにおねだりした意味が……うん。深く考えるのは止めよう。

			「総合評価の数値が大きいのは、レアスキルとか称号が理由なのか？」

			「ええ。ご想像の通りですわ。一般人で１０，０００前後。柚希くんは７３，１００ありますが、レアスキルで４９，５００、称号で１０，０００あるので、それを抜けば普通の範(はん)疇(ちゆう)ですね」

			「レアスキル高いなぁ……」

			　二つを抜けば、１３，６００。精神力が高いことを考えれば、他は平均的な能力のはずだ。だけど、レアスキルだけで一般人を遥かに凌(りよう)駕(が)する総合評価。

			　もしかしなくても、かなりの高性能なスキルなんじゃないか？　いや、考えてみたらＳＳＳなんだから、性能が低いわけはない。これは、期待できそうだ。

			　という訳で、残りのステータスを――って、今ので最後だな。じゃあ、どのスキルを習得するかだけど……と、ヘルプで色々と確認する。

			　どうやら、先天性スキルや特殊スキルなどをＳＰだけで習得できるのは最初だけ。転生後は、条件を満たさないと習得出来ないらしい。

			　なので、それらのスキルを優先して習得したいんだけど……

			　先天性スキルは、対象の能力に補正が掛かったり、修練が早くなるスキルで、特殊スキルっていうのはアイテムボックスや鑑定、それに直感などなど、サポート的な能力が多い。

			　そっちばっかり取って即戦力となるスキルをおろそかにすると、転生してすぐに殺されてデッドエンド――なんて結末にもなりかねない。

			　そう考えると、多少は実用スキルも取るべきかな？

			　リザレクション――死者の復活なんて魔法もあるけど……２，０００ＳＰ。さすがにこれは取れないな。と言うか、自分で自分を生き返らすのは不可能だしな。

			　……うぅん、色々とあって迷うなぁ。

			「柚希くん、柚希くん、こっちにも、面白いスキルがありますわよ？」

			　メディアねぇが、スキル画面の最後尾に書かれている項目を指さした。そこに書かれているのは、レアスキルという項目。俺の持ってる伏せ字のスキルと同系統だな。

			　どんなのがあるんだろうと開くと――

			　

			　不老不死　１０，０００ＳＰ

			　文字通り老いることはない。また、病気や怪我で普通に死亡するが、任意のタイミングで、完全な状態で復活することが出来る。

			　Ｆランクの場合、一度復活したら、次の復活までのクールタイムが二十四時間発生する。

			　

			　……おぉう。正真正銘のチートスキルだな。

			　これもＳＰだけで習得出来るのは今だけ。転生後に習得するには厳しい条件を満たす必要があるみたいだ。今のうちに習得したいところだけど……必要ＳＰが１０，０００は手が出ない。

			　メディアねぇ、これちょうだい？　とか、上目遣いで甘えたらもらえたりするのだろうか？

			　なんて、さすがに無理だろうし、やらないけどな――なんて思っていたら、メディアねぇが再び、別の項目を指さした。そこには、バッドステータスと書かれている。

			　もちろん、俺はそれを開く。

			　

			【バッドステータス】

			　フェミニスト　基準値－２００

			　このバッドステータスを持つ者は、女性に対して危害を及ぼしにくくなる。

			　Ｆは親しい人限定。Ｅで知り合いに範囲が拡大。Ａで全ての女性が対象。Ｓで絶対に危害を加えられない。ＳＳＳで危害を及ぼそうという考えすらなくなる。

			　

			「……フェミニストが、バッドステータス？」

			「フェミニストが悪いという意味ではないですわよ？　ただ、そのスキルは条件を満たせば、フェミニストであることを強制するスキルですから」

			「なるほど……」

			　Ｅランクとかになると、知り合いであれば、たとえ嫌いな相手や敵対する相手でも、危害を及ぼしにくくなる――つまりは敵対しづらくなるって意味だもんな。

			　そう考えると、たしかに良い能力ではなさそう……って、今なんか引っかかった気がするぞ。気のせいかな？　気のせい……だな。

			　それはともかく、基準値－２００。習得したら２００ＳＰもらえるってことかな？

			「女性に危害を及ぼす気なんてないから、ＳＰをもらえるのは美味しいけど、２００じゃなぁ」

			「心配ありませんわ。それはＦランクを習得時ですから。高ランクまで上げれば、必要なＳＰが習得できますわよ」

			「ランクを上げれば？」

			「ヘルプの必要ＳＰの項目を開いてください」

			「えっと……これか」

			　指示どおりにヘルプを開くと、ポイントの項目が表示された。

			　

			　スキルの上昇に必要なポイント一覧。

			　基本値に対して、Ｆは１倍、Ｅで２倍、Ｄで３倍、Ｃで４倍、Ｂで５倍、Ａで６倍、ＡＡで８倍、ＡＡＡで10倍、Ｓで15倍、ＳＳで20倍、ＳＳＳで25倍と書かれている。

			　

			　つまりは、基本値が２００の場合、Ｆの習得は２００ＳＰ、Ｅの習得は更に４００ＳＰ。で、バッドステータスは逆にもらえるから……Ｓまで習得したら１０，８００ＳＰだな。

			　フェミニスト：ランクＳは……女性に対して、絶対に危害を加えられない――か。これを習得したら、不老不死を習得できるけど……

			「……これはダメだな」

			「えっ、どどどうしてですか？」

			　横で見ていたメディアねぇが慌て始めた。

			「どうしてもこうしても、こんなのに騙(だま)されないからな」

			「だ、だだ騙(だま)してなんていませんよ？」

			　いくらなんでも動揺しすぎである。という訳で、俺はため息をついた。

			「これ、あれだろ？　女性に攻撃できないって、魔物とかにも性別女性がいるんだろ？」

			「え？　あ～いえ、それは大丈夫です。ちょっと待ってくださいね」

			　メディアねぇが虚空に指を躍らせると、フェミニストの詳細に以下の文章が追記された。

			　

			　ただし、意思疎(そ)通(つう)の出来る人型生物に限る。また、直接的なことに限り、精神的な攻撃や誰かに頼むなど、間接的なことは含まれない。

			　だから心配しないで、ぜひ習得してくださいね。

			　

			　……いや、まぁ……良いんだけどさ。なんか、このごり押しが罠っぽくて恐い。……どうするかなぁ。たしかに不老不死の能力は魅力的だけど……

			「まだなにかあるんですか？」

			「いやほら、不老の生物っていえば、最後は生に飽きて死を願ったり、病気を患って苦しみ続ける、とかさ。わりと良くあるパターンだろ？」

			「それなら心配ないですよ。ランクを上げれば、不老はオンオフが切り換えられますし、病気とかも対象の魔法を覚えたら治せますから」

			「でもなぁ、魔法で治せない病気とかないか？」

			「ランクを上げれば大丈夫ですし、そもそも、復活時には健康体に戻るのでなんの心配もありませんよ。ですから、このフェミニストと、不老不死を習得しましょう！」

			　メディアねぇがずいずいっと迫ってくる。って、近い近い！　って、抱きつくなーっ！

			「あぁもう、分かった、分かりました！　メディアねぇがそこまで言うなら、この二つを取るよ。それで問題ないだろ？」

			　俺が折れて二つのスキルを習得すると、メディアねぇは幸せそうに微笑んだ。まぁメディアねぇのこんな顔が見られるのなら、習得しても良かったかな？

			　なんか引っかかるけど……気にするほどのことじゃないだろう。ともあれ、不老不死があるのならデッドエンドの心配はいらない。転生後は習得が難しくなるスキルを中心に覚えていこう。

			　

			「……よし、こんなものかな」

			　俺はメディアねぇからもらった２，０００とフェミニストの残り８００ＳＰを使い切り、欲しいスキルを習得した。

			「習得は終わりましたか？」

			「もちろん、バッチリだ」

			「分かりました。それじゃ、わたくしが作った世界、アルゴーニアに転送しますね」

			「ありがとう――っと、ちょっと待った。その前にレアスキルを見せてくれ」

			「……そうでしたわね。それじゃ転送前に、伏せていたレアスキルを表示しますね」

			「うんうん」

			　わくわくしながら、ステータスウィンドウに目を向ける。すると伏せられていた部分が明らかになる。そこに表示されたスキルは――

			　

			　ヤンデレに死ぬほど愛される：ＳＳＳ

			　

			「………………………………………………えっと、メディアねぇ？」

			「なんですか、柚希くん。貴方のメディアお姉ちゃんですわよ？」

			「なんですか、じゃなくて。このスキルはなんだ？」

			「ヤンデレを惹きつけるだけでなく、周囲の人間の隠れヤンデレ属性を引き出す、柚希くんの体質のことですわ。ランクＳＳＳは最高ランクで、神にすら影響を及ぼします」

			　なるほど。俺がヤンデレに愛されるのは、本当に体質だった訳か……じゃなくて！

			「こんなスキル持って転生したら、異世界でもヤンデレに愛されまくるよな!?　ヤンデレじゃない女の子とのスローライフが出来なくなるじゃないか！」

			「大丈夫ですよ」

			　抗議する俺に対し、メディアねぇは微笑みを浮かべた。その見る者を安心させるような穏やかな微笑みに、俺は毒気を抜かれる。

			「大丈夫って……メディアねぇの作った世界には、ヤンデレがいないってこと？」

			「いえ、わたくしの箱庭にいるのは、わたくしに良く似た可愛い女の子ばっかりですから、柚希くんもきっと気に入ると思いますよ？」

			「わたくしに良く似たって、さっきも言って――まさか!?」

			　不意に思い出したのはギリシャ神話。そこに出てくる女神様が凄まじくヤンデレで、乗っていた船の名前がアルゴー船。そして、その女神様の名前は……メディア。

			　まさか、メディアねぇは……ヤンデレ？

			　いやいや、女神がヤンデレなんてあるはずない――と否定しようとした瞬間、さっきまでのメディアねぇの態度を思い出す。

			　――思いっきりヤンデレっぽいぞ!?

			　でもって、俺はなんで、女神様をメディアねぇなんて呼んでるんだ!?　そして、わたくしに良く似た子が一杯いるって、まさか、ヤンデレが一杯いるってこと!?

			　じょ、冗談だろ!?　ヤンデレに死ぬほど愛される体質のままそんな世界に転生させられて、女性に襲われても抵抗できないって、ヤバすぎるだろ!?

			「それじゃ、転送を開始しますよ」

			「ちょ、まっ！　待って、ストップ、女神様！　スキル習得のやり直しを希望する！」

			「ダメです、女神様なんて他人行儀な呼び方をする人の言うことは聞いてあげません」

			　つんとそっぽを向く女神様。

			「分かった、メディアねぇ。メディアねぇって呼ぶから、待って、ちょっと待って！」

			「そんなに心配しなくても平気ですわよ。わたくしはずっと、ずうううっと、柚希くんだけを見てますから、またすぐに会えます。そのときは……最後までしましょうね」

			「いや、そんな心配をしてるわけじゃなくて！　と言うか、ずっと見てるって恐いよっ!?」

			「お姉ちゃんにそんなこと言うなんて……転送を開始しました」

			「あああああ、待って、見てて良い。ずっと見てて良いから、ちょっと待って、待ってってば、メディアねぇ？　メディアねぇええええええっ！」

			　制止の声もむなしく、俺はヤンデレ女神の作った箱庭に転送された。

		

	
		
			１－２　普通の女の子（仮）との出会い

			　

			「……これはひどい」

			　平原に降り立った俺は、今までのことを振り返って突っ伏した。

			　いくらなんでも、無防備すぎだろ。命の恩人だからとか、女神様だからとか、無条件で相手を信じて良い理由には……普通はなるような気がするけど。

			　だけど、俺はヤンデレを惹きつける体質なんだから、少しは気をつけるべきだった。……いや、まさかヤンデレの女神様まで惹きつける体質だとは想像しなかったけどさ。

			　もっとも、そのおかげで人生をやり直せたのも事実。それに、たしかに言動はおかしかったけど、今までのヤンデレと比べると、メディアねぇはまともだった気がする。

			　……いや、ヤンデレ娘とヤンデレ女神を比べて良いのかは分からないけど。なんにしても、他のヤンデレと比べると憎めないのは事実だ。

			　今もなんだかんだと言って、メディアねぇとか呼んじゃってるし……って、そんなことを考えてるから、コロッと騙(だま)されちゃったんだろうなぁ……

			　いやまぁ……凄く気持ちよかったけれども。

			　ま、まぁいいや。気を取り直そう。異世界転生をしたのは事実だし、これから普通の女の子と出会って、普通の青春を送ることだって不可能じゃないはずだ。

			　そのためにはどうするか。まずは現状の確認だな――と、自分の身なりを確認する。

			　服は……さっきまで着ていたのとは違うシンプルな服だな。メディアねぇが気を利かせて、この世界の平民が着るような服に着替えさせてくれたのかな？

			　……いや、深く考えるのは止めよう。特に、俺がさっきまで着ていた服の行方、とか。

			　それはともかく、なにか役に立ちそうな持ち物は……ない。なにもない。草原の真ん中に放り出されて、食料はおろか、武器すらも持ってないんですけど!?

			　ぐぬぬ。このままじゃいきなり飢え死にしてしまう。いや、死んでも生き返るはずだけど、異世界に降り立って最初の死亡が飢え死にとか嫌すぎる。

			　ほかに、なにか……そうだ、アイテムボックス！

			　……はて？　どうやって使うんだろうか？

			　アイテムボックスオープンと念じたら――開いた。なにやら目の前に半透明の空間が広がって、その床に金貨が十枚転がっている。

			　たぶん大金なんだと思うけど……今は役に立ちそうにないな。

			　仕方ない。まずは正攻法で人里を探そう――と、周囲を見回す。少し坂になっている草原が広がっていて、遠くの方には街道らしき一本の長い道が見える。

			　あの道をたどれば、人里には出ると思うけど……距離とか分からないしなぁ。ほかに、なにか頼れるものは――と、視界の隅に、半透明のウィンドウが表示されていることに気付く。

			　そこには――

			　

			　アルゴーニアにようこそ、ですわ！

			　柚希くんが降り立ったのは、グラン島の南西部ですわよ。

			　

			　……なんか、メッセージが口語――というか、思いっきりメディアねぇっぽいんだけど、気のせいなんだろうか？

			　……ずっと俺を見てるとか言ってたし、ありそうな気がする。

			　そう思って、こっちから書き込めないか、あれこれ頑張ってみたけど無理だった。どうやら、ＭＭＯなんかにある、ログウィンドウみたいなものらしい。

			　それと、ログウィンドウがあるなら、ミニマップや方角が分かるようなウィンドウもあるかもと探してみるけど、マップの類いは見当たらなかった。

			　どうやら、ウィンドウに表示されているのは、各種ログと時刻だけのようだ。

			　うぅん。仕方がない。街道をどっちかに向かって歩くか……なんて考えていると、どこからともなく、女の子の悲鳴が聞こえてきた。

			　なになに、何事？　まさか変質者――って、異世界でそれはないか。いやあるかもしれないけど、世界観を考えたら、盗賊の類いに襲われているのかもしれない。

			　すぐに助けに行こう――と、一歩を踏み出したところで、思わず足を止めた。

			　ヤンデレ女神様が作ったゲームのような世界。降り立ってすぐに聞こえてきたのは、少女の悲鳴――つまりは、なんか導入イベントっぽいトラブル。

			　助けを求めるのは果たして、普通の女の子……なんだろうか？

			　正直、ヤンデレな気がする。非常にヤンデレな気がする。絶対にヤンデレな気がする。

			　俺はこの世界で、普通の女の子と出会って、普通の生活を送りたいと願っている。だから、ヤンデレとはお知り合いになりたくない。なりたくないんだけど……女の子の悲鳴を無視するなんて出来る訳ない――と、俺はため息を一つ、悲鳴の聞こえた方角へと駈けだした。

			　

			　まずは戦う手段――どんなスキルを取ったか確認だ。

			　さっきはなんか無心で習得しちゃったからな。ちゃんと確認しないと――ということで、俺は争いの声が聞こえる方へと走りながらステータスオープンと念じる。

			　

			【名前】：水瀬　柚希　　【総合評価】：１０２，９００

			【通常スキル】

			　筋力：Ｄ　　　耐久力：Ｃ　　　　敏(びん)捷(しよう)度：Ｅ　　　器用度：Ｄ

			　魔力：Ｆ　　　精神力：ＡＡＡ　　幸運：Ａ

			【耐性スキル】

			　斬撃耐性：Ｄ　　　睡眠耐性：Ｃ　　　毒耐性：Ｄ

			　呪い耐性：Ｆ　　　恐怖耐性：Ｂ　　　混乱耐性：Ｅ

			【戦闘スキル】なし

			【魔法スキル】

			　ヒーリング：Ｆ　　　キュア・ポイズン：Ｆ　　　キュア・ディズィーズ：Ｆ

			【技能スキル】

			　裁縫：Ｅ　　　型紙：Ｆ　　　デザイン：Ｅ　　　紡織：Ｆ　　　木工：Ｆ

			【先天性スキル】

			　武術の才能　　攻撃魔法の才能　　回復魔法の才能　　補助魔法の才能

			　服飾の才能　　騎乗の才能　　交渉の才能　　生産の才能　　演技の才能

			【特殊スキル】

			　鑑定：Ｆ　　　アイテムボックス：Ｆ　　　気配察知：Ｆ　　　無詠唱：Ｆ

			【レアスキル】

			　不老不死：Ｆ

			　ヤンデレに死ぬほど愛される：ＳＳＳ

			【バッドステータス】

			　フェミニスト：Ｓ

			【称号】

			　女神メディアに見初められた

			　女神メディアの寵(ちよう)愛(あい)を受けた

			　異世界からの旅人

			　ヤンデレに死ぬほど愛された

			【ＳＰ】残り０ＳＰ

			　

			　……あれ？　才能にあふれてるけど、戦闘系のスキルが……ない？

			　ああああああああああああっ、そうだった！　死んでも平気だからって、先天性スキルや特殊スキルを中心に習得したんだった！

			　他には……なんか変な称号が増えてるけど、戦闘には役立ちそうにない。こんなんじゃ、戦闘に参加しても直ぐに殺されてバッドエンドだよ！

			　いや、死んでも生き返るはずだけども――なんて考えながら走っているうちに、街道の脇に停車させられている馬車が見えてきた。

			　馬車の周辺には護衛らしき剣士が三名、見るからに盗賊のような格好の連中と戦っている。

			　人数は推定盗賊の方が多いみたいだけど、技量的には護衛の方が上なんだろう。護衛に損害はなく、盗賊の方は一人倒れている。

			　ただ、馬車を護りながら戦っているせいか、護衛の方が押されているようにも見える。

			　そんなリアルな戦闘を目の当たりにし、俺は恐くなった。戦闘スキルもないのに、あの状況に飛び込んで役に立てる気がしない。

			　死んでも復活できるはずだけど、痛覚とかはあるだろうし、無駄死にはしたくない。どうするべきか……と迷っていると、馬車に乗っている金髪の女の子と目が合ってしまった。

			「そこの貴方、そこにいては巻き込まれます、逃げてください！」

			　命の危機にさらされていて、パニックになったっておかしくないような状況。なのに、見た感じ、俺より年下の女の子が叫んだのは、救援を求める言葉じゃなかった。

			　死にさらされている年下の女の子ですら、俺のことを考えてくれているのに、不老不死の自分はなにを弱気になってるんだ！

			　俺は自分の頬を叩いて気合いを入れた。そして雄(お)叫(たけ)びを上げながら、馬車に向かって駈けだし、驚く盗賊や護衛の隙を突いて、倒れている盗賊の側に落ちていた剣を拾い上げる。

			「な、なんなの貴方は!?」

			　叫んだのは、盗賊と戦っていた護衛らしき女性の剣士。

			「攻撃しないでください、俺は味方です！」

			　俺は叫んで、その証明とばかりに、女性剣士と切り結んでいた盗賊に斬りかかる。盗賊はとっさに飛び下がって回避。女性剣士や俺から距離を取った。

			　そのあいだに、俺は護衛達がいる馬車側まで駆け抜ける。

			「本当に味方なの!?」

			　女性剣士が盗賊を牽(けん)制(せい)しつつ、俺に向かって尋ねてくる。

			「そのつもりです。ただ、通りすがりの一般人なので、戦力は期待しないでください！」

			　情けないことを堂々と宣言する。それが功を奏したのかは分からないけど、女性の剣士は信じてくれたのだろう。盗賊と切り結びながらも、少しだけ微笑んだ。

			「ありがとう。なら、私達が敵を一掃するあいだ、貴方は馬車を護って！　お嬢様を人質に取られたら、私達は手が出せなくなってしまうから！」

			「任されました！」

			　戦闘経験もスキルもないこの状況。敵を倒せとか言われても困るけど、馬車の前で敵を牽(けん)制(せい)するくらいならなんとかなるはず。と言うか、なんとかするしかない。

			　俺は女の子が乗る馬車を背に、盗賊に剣を向けた。

			「――来るなら来い！」

			　気迫だけは負けないようにと叫ぶ。刹(せつ)那(な)「ガキのくせに生意気な！」と、盗賊の一人が、護衛のあいだをすり抜けて向かってきた。

			　いやあの、ごめんなさい。気迫だけは負けないようにと叫んだだけなので、本当に来ないでくれませんかね!?

			「死にさらせ！」

			「――っ！」

			　盗賊が上段に構えた剣を振り下ろす。俺はその一撃を防ごうと、反射的に持っていた剣を振り上げ――盗賊の剣を弾き飛ばしてしまった。

			　……あ、あれ？

			　一瞬の静寂。我に返った盗賊が、俺を捕まえようと素手で迫ってくるけど――遅い。俺はその両腕をかいくぐり、顎先に剣の柄を叩き込んだ。

			「ぐげっ!?」

			　潰れた蛙(かえる)のようなうめき声を上げて崩れ落ちる盗賊Ａ。なんか……思ったよりも弱い。

			　い、いや、安心するのはまだ早いな。今のは四天王の中でも最弱だっ！　――みたいなポジションかもしれないし、もしかしたら下っ端Ａの可能性も……

			「リ、リーダーが瞬殺されたぞ！」

			「馬鹿なっ！　剣術では右に出る者がいないリーダーが一撃だと!?」

			「てっ、撤退だ。逃げろ、逃げろ――っ！」

			　俺に倒された盗賊Ａを見て、戦意喪失して逃げていく盗賊達。四天王の中で最弱どころか、連中のリーダーだったらしい。

			　

			　……え、ホントに？

			　

			「助かったわ。一般人と言っていたのは、敵を油断させるための嘘だったのね！」

			　俺が呆気にとられていると、さっきの女性剣士が話しかけてきた。

			「ええっと……本気のつもりだったんですけど……」

			「ふふ、謙(けん)遜(そん)は良くないわね。相手はただの盗賊じゃなかったし、かなりの場数を踏んでいたわ。そのリーダーを一瞬で無力化して一般人とか誰も信じないわよ？」

			「……え、盗賊じゃなかったんですか？」

			「賊には変わりないけど、ずいぶんと統率が取れていたし、そもそも護衛のいる馬車を襲うなんてリスクの高いこと、普通の盗賊はしないもの。間違いなく訓練された組織ね」

			「ふむ……」

			　まぁ……そうか。旅人や小規模の交易商なんかに護衛を雇う余裕なんてないだろうし、盗賊も狙うならそっちを狙うだろう。

			　でも、そうすると……なんで倒せたんだろう？

			　俺は武術の心得もなければ、戦闘スキルも習得していない。戦闘系の素質は習得しているけど、たしか……10％の補正が掛かる程度。

			　相手が強かったのなら、あんな風にあっさり倒せるはずがないんだけどなぁ。なんてことを考えていると、背後で馬車の扉が開く音がした。振り返ると、ゴシックドレスを身に纏(まと)う、金髪ツインテールの女の子が馬車から飛び降りてくるところだった――って、うぇ!?

			「お兄さんっ、助けてくれてありがとう！」

			　いきなり飛びついてくる。そんな少女を反射的に抱き留め――悲鳴を上げそうになった。

			　陽菜乃に襲われたときの光景がフラッシュバック。感謝の言葉のあとに『だから、殺すね。これでずっと一緒だよ！』なんて感じで、刺されるかもしれないと焦ったからだ。

			　でも、金髪の女の子は危ない言動をすることなく、ぎゅっと俺にしがみついている。もしかして、普通の女の子なのかな――と、俺は腕の中にいる女の子を見下ろす。

			　頭がちょうど、俺の首あたり。ぱっと見た感じはわりと幼く見えるけど、ちらっと見えた顔はかなり可愛かった。とてもヤンデレのようには見えない。

			　……いや、判断するのはまだ早い。ヤンデレの女の子ほど、普段は普通の美少女っぽい振る舞いをして、急に変貌したりするからな。しばらくは油断出来ない。

			「ローズお嬢様、命の恩人に失礼ですよ」

			　警戒する俺の態度が迷惑してるように見えたんだろう。

			　さっき話しかけてきた女性剣士が、女の子に向かって注意した。直後、ローズと呼ばれた女の子は「し、失礼しました」と弾かれたように俺から離れる。

			　だけど、慌てたのはそこまでだ。直ぐに態度を取り繕(つくろ)うと、はにかみながらスカートの裾をつまんで、優雅にカーテシーをしてみせた。

			「申し遅れました。私はブラッド家の長女、ローズと申します。先ほどは助けて頂いて、ありがとうございました」

			　さっきまでの年相応の子供っぽさが抜け、優雅なお嬢様といった立ち居振る舞い。ブラッド家と名乗ったけど、もしかしたら貴族だったりするのかもな。

			　なんてことを考えながら、ローズを眺めていた俺は少し驚いた。左目が碧(へき)眼(がん)で、右目がハイライトの強い金色。神秘的なオッドアイの持ち主だったのだ。

			　なんか……いかにも魔眼っぽい。

			「あの？　お名前をうかがっても良いですか？」

			「あっ、ごめん。俺はみな――いや、ユズキだ」

			　この世界で苗字があるのは貴族だけという可能性を考えて、名前だけ名乗る。

			「ユズキお兄さん、ですね」

			「……お兄さん？」

			「はい。そんな感じがしたんですけど……ダメ、ですか？」

			「いやまぁ、別にかまわないよ」

			　メディアねぇとか呼ぶのは恥ずかしいけど、呼ばれる分には慣れているので気にしない。

			　ちなみに、妹がいたとかではなく、近所のヤンデレ幼女に『お兄ちゃん大好き。だから、他の女とお喋りしたら……殺しちゃうからね？』とかちょくちょく言われていたからだ。

			「ありがとうございます。それじゃユズキお兄さん、あらためまして。私達を助けてくれてありがとうございました。ぜひ、私の家にお越し頂けませんか？」

			「え、キミの家……？」

			「はい。ぜひお礼をしたいんですが……ダメですか？」

			「お礼、普通のお礼……だよね？」

			　お礼に私の一生を差し上げます！　とか、部屋に閉じ込めて一生お世話をします！　とか、そういう感じのお礼じゃないだろうな？

			　こうして話してる分には普通なんだけど……本当に信じても良いんだろうか？

			「あの、やはりご迷惑、でしょうか？」

			　俺が疑いの眼差しで見ていると、ローズは少し悲しそうに眉を落とした。

			　そこには、俺が今まで見てきたヤンデレ娘のような狂気は見えない。もしかして、本当にただ感謝してくれてるだけなのかな？

			　……そう、だな。

			　もしローズがヤンデレなら大変なことになるけど……別にヤンデレっぽい行動を取っているわけでもないのに、隠れヤンデレかもしれないなんて疑ってたら誰とも話せなくなる。

			　ローズのことを信じてみよう――と、俺は招待に応じることにした。

		

	
		
			１－３　ブラッド家での晩餐

			　

			　馬車に揺られること一時間くらい。ログウィンドウの隅に表示される時計が十七時を過ぎた頃、馬車は街へとたどり着いた。

			　夕焼けに照らされる街並みは――思ったよりも綺麗だった。

			　石畳を敷き詰められた大通りにゴミの類いはなく、思った以上に整備されている。もしかしたら、上下水道などのインフラが整っているのかもしれない。

			　中世のヨーロッパくらいと言うには不自然だけど……メディアねぇは魔法の類いで便利な部分もあると言っていたからな。その辺が理由なんだろう。

			　それはともかく、大通りを馬車で進んでいくと、ようやくブラッド家に到着した。

			　門をくぐってから、家の前まで馬車で一分とか、そういうレベルの敷地に、これまたおっきなお屋敷が建てられている。

			「ユズキお兄さん、こっちだよ！」

			　案内してくれるつもりなんだろう。馬車から降り立った俺の腕にローズが抱きついてきた。

			　最初はお嬢様らしい立ち居振る舞いだったんだけどな。馬車に揺られながらしゃべっているうちに打ち解けて、今では年相応の可愛らしい仕草を見せるようになった。

			　ヤンデレかもって心配してたけど、杞(き)憂(ゆう)だったみたいだ。

			「ユズキお兄さん、ユズキお兄さんっ」

			「はいはい」

			　ローズに腕を引かれてお屋敷の中へ。一体どこに連れて行かれるのかと思ったら、途中でメイドに引き渡されて、まずは旅の汚れをお風呂で落とすようにと言われた。

			　日本人感覚だと、よそ様のお家に行っていきなりお風呂とか言われると、ちょっと違和感があるんだけど……貴族としては普通の対応なんだろうと申し出を受ける。

			　ちなみに、そのお風呂で上下水道があるのを確信した。なにやら松明(たいまつ)やランプの類いではない光源があり、蛇口をひねるとお湯が出てきたからだ。

			　これが、この世界での一般なのか、貴族の家だけにある特別なのかは分からないけど……少なくとも、俺が想像していたよりは暮らしやすそうな世界だ。

			　ともあれ、湯浴みを終えた俺は、いつの間にか用意されていた新しい服に着替える。そうして廊下で待っていたメイドに案内されて、応接間へと連れて行かれた。

			　アンティーク――と言っても、この時代的には恐らくは最新の家具で整えられた一室。

			　部屋の中程に、ローズと妙齢の女性が並んで立っていた。ローズは俺とは別にお風呂に入っていたのか、その金色の髪がしっとりと濡れている。

			「貴方がユズキさんですね。私はメアリー・ブラッド。ブラッド伯爵家の当主です。娘を救って頂いたそうで、心から感謝いたします」

			　メアリーと名乗った女性が深々と頭を下げ、それにあわせてローズも頭を下げる。

			「こちらこそ、過分なもてなしをありがとうございます」

			　返礼をして、メアリーと名乗った女性に視線を向ける。

			　ローズの母親ということだけど、かなり若い。どう見ても二十代後半くらいだ。もしかして、十代前半くらいで、ローズを産んだ感じなのかな？

			　……そういえば、死亡率が高い時代とかだと成長が早くて、結婚や出産も早かったりするんだっけ？　そう考えると、十代前半くらいから適齢期だったりするのかもな。

			「平民だと聞いていたのですが、礼儀正しいんですね」

			「ありがとうございます。にわか知識で必死に取り繕(つくろ)っているだけなので、おかしいところとかがあるかもしれませんがご容赦ください」

			　ちなみに、色々な意味で事実である。俺がしゃべっているのは日本語ではなくこの世界の言葉で、俺はその言語を日本語と同じレベルで扱っている。

			　そうできる理由は、転生時にメディアねぇがなにかをしてくれたおかげなんだけど……良くも悪くも理解力が日本語と同レベルのようなのだ。

			　つまり、日本語で曖(あい)昧(まい)な言葉遣いは、この世界の言語でも曖(あい)昧(まい)ということ。ただの学生でしかなかった俺は、貴族に対する礼儀なんて分からない。なにか失礼をする前にと謝っておいた。

			「大丈夫ですよ。それに、たしかに礼儀は重要ですが、恩人に強要したりはいたしません。普通に話す方が楽なら、ぜひそうしてください」

			「ですが……」

			「ユズキお兄さん、私もそうしてくれたら嬉しいな」

			「……分かった。ローズがそう言うのなら、少しだけ砕けた感じにさせてもらうな」

			　俺は肩をすくめて、ローズのお願いを聞き入れた。さっき馬車の中で同じようなやりとりをして、俺が根負けしたばっかりだったからだ。

			「ふふ、二人はすっかり仲良しなのですね」

			「お、お母様!?」

			　ローズがあっという間に真っ赤になった。なんと言うか……非常に分かりやすい反応だ。

			「あらあら、貴方がそんなに慌てるなんて。ひょっとしたら、ひょっとするのかしら？」

			　うん、俺に意味深な視線を向けるのは止めて欲しい。と言うか、貴族の娘に手を出すなんて許しません――とか言いがかりを付けられたりしないだろうな？

			　なんて、俺の不安を読み取ったのか、メアリーさんがクスクスと笑う。

			「心配しなくても大丈夫ですよ。私は娘の恋愛に寛容ですから」

			　うん。だから意味深な視線を俺に向けるのは止めて欲しい。少なくとも、今のところはそんな気持ちを抱いてるわけじゃない……と、俺はローズに視線を向ける。

			　たぶん、俺より年下。金と青、左右で虹(こう)彩(さい)の色が違う瞳を持つ、金髪ツインテールの美少女。しかも他人を思いやれる性格で、人懐っこくて可愛い。

			　恋愛対象としてはこの上ない女の子だろう。

			　……いや、本音を言おう。

			　年上とか年下とか、美人とか不細工とか、正直に言えば外見はあまりこだわらない。こだわる余裕がない。ただただ、ヤンデレでなければ、ヤンデレでさえなければ十分だ。

			　……ほんと、俺が前世で仲良くなった女の子は全員ヤンデレだったからな。

			　俺が他の女の子と世間話をするだけで怒り狂う。俺の都合なんてまるで考えず、自分の価値観を押しつけようとしてくる女の子は、どうしても好きになれない。

			　だから、他人を思いやる優しさがあって、しかも可愛らしいローズは、俺にとっては二度と現れないくらい優良物件かもしれない。……って、落ち着け俺。

			　いくら可愛いからって、そんな理由で恋愛対象に考えるなんて失礼だぞ。

			「あ、あの、ユズキお兄さん？　そんなに見つめられたら……恥ずかしいよ」

			「――ご、ごめん」

			　慌てて視線を外して頬を掻く。それを見ていたメアリーさんに二人とも初々しいわねと笑われてしまった。恥ずかしい。

			「二人とも、色々話したいこともあるでしょうけど、まずは食事にしましょう。ユズキさんも、どうぞ席におかけください」

			　メアリーさんがそう言って席に着く。それにあわせて俺が向かいに座ったら、ローズがちょっと拗(す)ねるようなそぶりを見せた。そしてメアリーさんの隣には座らず、テーブルを迂(う)回(かい)して、俺の隣へと腰掛けてくる。

			「あらあら、ローズは本当にユズキさんがお気に入りなのね」

			「そ、それは……だって、凄く、すっごく格好よかったんだよ？　颯爽と駆けつけて私を護ってくれて、襲いかかってきた敵を一撃で倒しちゃったんだから」

			「まあ、ユズキさんはそんなにお強いんですか？」

			「いや、そんなことはないですよ。それに、一撃ではなかったです」

			「同じようなものだよぉ。一撃で剣を弾き飛ばして、一瞬で気絶させちゃったんだから」

			「それは……本当に強いのね」

			「……恐縮です」

			　実際、俺は強くなんてない。未確認だけど……俺が相手をあっさり倒せたのは、恐らくは称号による補正のおかげだろう。

			　それで俺が強いと言われても、恥ずかしいだけだ。恥ずかしいだけ……なんだけど、二人にはそれが謙(けん)遜(そん)に映っているようで、

			「誇示しないところもかっこいいよね」

			「そうね、たしかに素敵ね」

			　なにやら勝手に株が上がっている。これ以上はさすがに勘弁して欲しい――と、俺の願いが通じたのかどうか、メイドが夕食を運んできた。

			　

			　その後は、夕食をしながら他愛もない雑談に花を咲かす。そのついでに、俺は怪しまれない範囲で、この世界のことについて色々と質問をしてみた。

			「それじゃあ、ブラッド家がこの島を統治しているんですか？」

			「ええ。そうです。ご先祖様が国王陛下よりこの地を賜り、それ以来ずっと管理しています」

			　なんでも、この島には街や村がいくつもあり、人口は全部で数万人くらい。その大きな島を、ブラッド家が管理しているとのこと。

			　なんか、想像以上に凄い家の娘を助けてしまったようだ。

			「それにしても、この島にいて、ブラッド家を知らないなんて珍しいですね」

			「え、それはその……ぐ、偶然。偶然この島に流れ着いたもので」

			「流れ着いた？　それはもしかして、船が難破したという意味でしょうか？」

			「えっと……その、そんな感じです」

			　転生したなんて言えないので、反射的に話を合わす。けど、冷静になって考えたら、島に勝手に立ち入った宣言をしてしまったわけだけど、大丈夫なのか？　なんて心配したんだけど、メアリーさんは「それは大変でしたね」と心配しただけだった。

			「えっと……その、勝手に島に立ち入っても大丈夫なんですか？」

			「もちろん、本来なら平民が許可なく島に出入りすることは許されませんわ。ですが、船が難破したのなら仕方がありませんし、娘の命の恩人にとやかく言うこともありえません」

			「なるほど……ありがとうございます」

			　やっぱりダメだったか。ちょっと迂(う)闊(かつ)な発言だったけど、図らずも許可をもらえたからよしとしておこう。

			　それにしても……メアリーさんもローズも、思った以上に普通だ。もちろん、伯爵家の人間というだけあって上品だけど……ヤンデレには見えない。

			　ヤンデレ女神の作った世界で、最初に降り立った場所で唐突に起きたイベントだから――なんて心配したけど、ここはゲームのような世界であっても、ゲームではない。

			　仕組まれたイベントかも――なんて、心配しすぎだったな。

			　

			　その後、ローズ達と世間話に花を咲かせていると、遠くから低い鐘の音が聞こえてきた。

			　ボーンボーンボーンと、何度も鳴り響く。なんか時間を知らすような音だけど――と、ログウィンドウの隅に映る時間を見ると、時刻はちょうど十九時。

			　今のは十九時を知らせる鐘の音……なのかな？

			　中世のヨーロッパくらいの時代に、正確な時間を計る術はないはずだけど、俺のウィンドウには正確な時間が表示されている。他の人にも時間を確認する手段があるのかもしれない。

			　その場合、誰かが十九時を確認して、手動で鐘を鳴らしていることになるけど――と、そんなことを考えていたそのとき、言いようのない悪寒が走った。

			　――なっ、なになになに？　今の悪寒はなに!?　なんか、一瞬で冷や汗がドバーッと出るくらい、恐かったんですけど!?

			　俺は慌てて周囲を見回すけど、俺達のほかには誰もいない。ただ俺を見て、メアリーさんやローズが微笑んでいるだけだ。

			「……ユズキお兄さん、どうかしたの？」

			「え、いや、どうもしない……はず、なんだけど……急に寒気が」

			「そうなんだ？　湯冷めしちゃったのかもしれないね。急かしちゃって、ごめんね？」

			「あぁいや、こっちこそ。気を使わせちゃったみたいでごめん」

			　お風呂に入れたせいで、俺が風邪を引いた。なんてことになったら、ローズが悲しむだろう。そう思って、元気であることをアピールする。

			　だけど……どうしてだろう？　やっぱり、悪寒が治まらない。

			「ねぇ……ユズキお兄さん、流れ着いたってことは、行く当てがないんだよね？」

			「え？　あ～、まぁ……そうなるかな？」

			「だったら、この家で働かない？」

			「え、ブラッド家でってことか？」

			「うんうん。腕が立つから私の護衛とか？　他にやりたいことがあるならそっちでも良いよ」

			「それは……うぅん」

			　たしかに、俺は行く当てがない。けど、目的がないわけじゃない。

			　普通の女の子との恋愛は――もしかしたら、このお屋敷にいても出来るかもしれないし、頼めば服飾の仕事も支援してくれるかもしれない。

			　だけど、なんらかの手段でＳＰを稼いで不老不死のスキルを上げないと、ずっと不老のままなので、普通の恋愛が出来ても、自分だけ取り残されるという結末が待ってる。

			　だから――

			「ごめん。俺は色々なところを見て回りたいと思ってるんだ。時々遊びに来たりするのはかまわないんだけど、この家で働くというのはちょっと……」

			　やんわりと申し出を断る。その直後、ローズは「そっかぁ……」と、寂しげに呟いた。それを聞いて、俺は凄く申し訳ない気分になる。

			「えっと……その、ごめんな？」

			「うぅん。ユズキお兄さんが色々なところを見たいって思うなら仕方ないよ。でも、私は諦(あきら)めないから、いつかユズキお兄さんがうちで働きたいって思ってくれたら嬉しいなぁ」

			　健(けな)気(げ)なことを言って、精一杯の微笑みを浮かべる。

			　……うん。こんなに優しい子がヤンデレなはずない。今は不老不死のスキル上げを優先したいけど……落ち着いたらブラッド家で雇ってもらうのも良いかもしれない。

			「ねぇねぇユズキお兄さん、二、三日くらいなら泊まってくれるよね？」

			「えっと……迷惑じゃなければ」

			「迷惑なはずないよ。ね、お母様、泊まってもらっても良いよね？」

			　ローズがメアリーさんに甘えるような視線を向ける。そんな娘の視線を受けたメアリーさんは「もちろんよ」と頷き、俺に穏やかな視線を向けた。

			「貴方は娘の恩人ですから。好きなだけ泊まっていってください」

			「じゃあ……お言葉に甘えます」

			　旅をするにしても、もう少し色々と聞いておきたい。それに、ローズともう少し仲良くなりたいし、少しくらい滞在しても良いかな、なんて思った。

			「そうと決まったら、もっと料理を用意いたしましょう」

			　メアリーさんがメイドに指示を出し、すぐにあらたな料理が運ばれてくる。

			　中世のヨーロッパが舞台というだけあって、食文化が進んでいるとは言いがたい。けど、両親を失って、久しく忘れていた家族の温もり。

			　そんな穏やかな空気を楽しんだ俺は、いつしか眠りに落ち――

			　

			　気付いたら、薄暗い部屋で両手両足を拘束されていた。

		

	
		
			１－４　ローズとの攻防

			　

			　薄暗い部屋。俺は両手両足を縛られ、ベッドの上に寝かされていた。

			「むが――っ!?」

			　なにこれどういう状況!?　と叫ぼうとするが、猿ぐつわを噛まされていてしゃべれない。

			「……ふふ、ユズキお兄さん、ようやく起きたんだね」

			　焦る俺のすぐ上から、無邪気な声が降ってきた。

			　首をひねって視線を向けると、横向きで俺を見下ろすローズの顔が目の前にあった。一瞬混乱したけど、ローズに膝枕をされているみたいだ。
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			「一体(いつひやい)、どういうつもりだ(どうひゆうひゆもりだ)!?」

			「ふふ、なにを言ってるか分からないよ」

			　ローズは微笑んで、俺の猿ぐつわを外す。

			「こんなことをして、どういうつもり――むぐっ!?」

			　しゃべれるようになって苦情をまくし立てたら、また直ぐに口を塞がれてしまった。

			　――ただし、猿ぐつわではなく、ローズの小さな唇によって。……って、キス？　キスされてる!?　なに、どういうこと!?

			　思いっきり混乱するけど、両手両足は拘束されていて抵抗できない。

			「……ん。ちゅ……はぁ……」

			　数十秒か、数分か。ローズは好き勝手に俺の唇をむさぼり、ようやく唇を離した。俺とローズの唇のあいだに、透明の糸が引く。

			　思わず息を止めていた俺は、慌てて呼吸を始めた。

			「はぁ、はぁ……ローズ、なにを……？」

			「ふふっ、私のファーストキスだよ。一生の思い出にしてね？」

			「……言われるまでもなく、一生忘れられそうにはないけどさ」

			　幸か不幸か、俺だってファーストキスだ。しかも薄暗い部屋の中、手足を縛られた状態で、年下の金髪美少女に無理矢理に唇をむさぼられる。そんな体験、忘れたくても忘れられない。

			「……それで、俺はどうして拘束されてるんだ？　説明する気があるのなら、理由を教えて欲しいんだけど」

			　また唇を塞がれては困るので、俺は極力声のトーンを抑えて尋ねる。そんな俺の問いかけに対して、ローズは無邪気な、本当に無邪気な微笑みを浮かべた。

			「ユズキお兄さんが悪いんだよ？　家にいて欲しいってお願いしたのに、それを断ったりするから。だから……仕方ないよね？」

			「はっ、自分の思い通りにならないからって、閉じ込めようって言うのか」

			　ローズの言葉を聞いて、俺は少し腹が立った。

			　自分の思い通りにならないからって、相手の意思を無視して無理矢理に思い通りにしようとする。そんなのは、俺が知ってる他のヤンデレと同じだ。

			　ローズは他人を思いやれる、普通の女の子かもって思ったけど……俺の勘違いだった。だから、ローズのことを少しでも信じた自分に腹が立つ。

			　そうして憤(いきどお)る俺を、ローズがじっと見下ろしている。

			「……なんだよ？」

			「ユズキお兄さんは、怯えないんだね」

			「……十分怯えてるさ」

			　なんてな。俺は今までにも似たような恐怖体験をしたことがあるし、最悪殺されても復活できるという安心感がある。ついでに言えば、精神力がＡＡＡに加えて恐怖耐性がＢなので、恐いという気持ちが抑制されているんだろう。実際のところ、それほど恐いとは思っていなかった。

			　もっとも、それをローズに教えてやるつもりはない。

			「怯えているなんて言って、震えてすらないじゃない。やっぱり、ユズキお兄さんは最高だよ。初めて見たときから、私の運命の人だって、思ったんだよ？」

			「運命の人、ねぇ……勘違いじゃないか？」

			　嫌みっぽい口調になってしまったけど、わりと本心だ。俺にはヤンデレに死ぬほど愛される：ＳＳＳがあるので、ヤンデレの女の子にはなんらかの影響を及ぼしている可能性が高い。

			　純粋な好意なら嬉しいとは思うけど……スキルが原因で好かれてるのだとしたら、嬉しいとは思えない。まぁ逆に、悪影響を与えてるのだとしたら、申し訳ないとは思うけどな。

			「せっかく私と一緒なのに、なんだか嬉しくなさそうだね」

			「……手足を拘束された上に監禁されて、それを喜ぶような性癖は持ってないからな」

			「それはだって、ユズキお兄さんが強いからだよ。これから、ユズキお兄さんが私のところにいてくれるように説得するつもりなのに、自由にして逃げられたら困るもん」

			「逃げないって言ったら、拘束を解いてくれるのか？」

			「……約束してくれるの？」

			　ローズが虹(こう)彩(さい)の異なる二つの瞳で、じっと俺の目を覗き込んでくる。俺が本気でそう言っているのかどうか、見透かそうとしているかのようだ。

			　でもそれは逆に言えば、本気だと信じ込ませることが出来れば、この拘束を解かせることが出来るかもしれないということ。

			　俺はローズの瞳をまっすぐに見返して、約束すると頷いた。

			「……じゃあ、拘束を解いても、私のお願いを聞いてくれる？　この部屋から出ないって、約束してくれる？」

			「ああ、約束する」

			　嘘の約束を交わした瞬間、まるで魂を売り渡したような錯(さつ)覚(かく)を抱いた。

			　でも、俺はヤンデレの女の子に部屋で飼われる生活なんてまっぴらなので、素知らぬ顔で嘘を突き通す。ほどなく、ローズは「約束だよ」と微笑み、俺の手足の拘束を解いてくれた。

			　……ちょろい。

			　でも、内心でそんなことを考えているそぶりは決して見せないように注意する。焦って逃げようとして、捕まったら意味がないからな。

			　俺はまず身体を起こし、逃げる気がないと示すために、「ありがとう、ローズ」と言って、その頭を優しく撫でつける。それに対し、ローズは気持ちよさそうに目を細めた。

			「えへへ……ユズキお兄さん、凄く気持ちいいよ。でも髪だけじゃなくて、もっと色んなところを触って良いんだよ？」

			「……色んなところ？」

			「うん。色んなところ。私はユズキお兄さんのモノだから。だから、ユズキお兄さんがしたいこと、ぜぇーんぶ、させてあげる」

			「ぜ、全部？」

			「うん。私に着て欲しい服があるのなら、どんなに大胆な服でも着てあげる。それに、私にして欲しいことがあるのなら、どんなことだって……して、あげるよ？」

			「そ、それは……」

			　思わずゴクリと生(なま)唾(つば)を飲み込む。

			　いや、違うのだ。これはその、なんと言うか、男として当然の反応というか、ローズは外見だけなら超絶美少女でスタイルが良いから、なんでも――なんて言われると、思春期の男としてはあれこれ興味が……いやいや。落ち着け。

			　ここで誘惑に負けたら、それこそ一生、この部屋で飼われる羽目になるぞ。

			「ユズキお兄さん？」

			「えっと、その……凄く魅力的な提案だけど、俺はちょっと喉が渇いたみたいなんだ。だから、まずは水を飲ませてくれないかな？」

			「……喉が渇いたの？」

			「う、うん。カラカラなんだ」

			　逃げる隙を作るための方便だけど、喉が渇いたのは嘘じゃない。薄暗い密室のベッドの上、美少女に誘惑されるという状況で、本当に喉はカラカラだ。

			「ん～それじゃ、先に水をもらってくるね。だから、ユズキお兄さんは、そのあいだに、私になにをするか考えておいてね。お願いだよ？」

			「う、うん。考えておくよ」

			　俺が頷くと、ローズは満足そうに頷いて「水をもらってくるね」と部屋から出て行った。それでも、俺はしばらく息を潜め、ローズが部屋から遠ざかっていくのを確認する。

			　……よし、もう大丈夫だろう。

			　それじゃあ、ローズが帰ってきたら、なにをさせるか考えよう――って、違う違う。俺は逃げるんだから、ローズが帰ってくる前に逃げないと。

			　……いやでも、エッチなデザインの服をローズに着せて、恥ずかしがる姿を見て楽しむとか凄く楽しそう。それどころか、純真そうなローズに色々教え込んで……

			　いやだから、そんなことを考えてる場合じゃなくて！

			　なんなんだろうな、この危機感のなさは。状況的に考えて、むちゃくちゃヤバイ状況のはずなのに、あまり危機感を抱かない。

			　もしかして、恐怖耐性で危機感を抱かなくて、誘惑に負けかけてる感じなのか？　だとしたら、誘惑耐性とかも習得しておくべきだったかもしれない。

			　……って、そんな暢(のん)気(き)に考えてる場合じゃない。

			　俺は意を決してローズが出て行った扉の前に。部屋の外から物音が聞こえないのを確認して、扉を、扉を――開けない!?

			　あ、あれぇ……おかしいな。ローズは出て行くときに鍵を開けるそぶりを見せなかったし、閉めたときもそれらしい音はしなかった。鍵は存在してないはずだ。

			　いや、そもそも鍵の問題じゃない。俺の手がドアノブを回そうとしてくれない。

			　……もしかして、本当に俺の本能が、ここに残ってローズにえっちぃことをしたいと思ってるってことか？　……って、そんな馬鹿な。いくらなんでも、そんな無節操じゃない。

			　それよりは、扉に魔法の類いがかかってるとかの方がありそうだ。

			　詳細は分からないけど、とにかく扉から逃げるのは無理そうだ。こうなったら仕方ない。窓から逃げよう――と、俺は窓の方へと駆け寄る。

			　鍵は……かかってない！　これなら逃げられると開け放った窓の下。地面までは目測で二メートルほど。下手をしたら足をくじく可能性もあるけど、最悪は不老不死がある。

			　扉が無理ならこちらからと、窓枠に足をかけようとした俺は――心臓を鷲づかみにされるような恐怖を抱いて、その場にしゃがみ込んだ。

			「か――はっ、な、んだ。これは……どうなって――くぁっ」

			　震えが止まらず、呼吸すらままならない。恐怖耐性：Ｂとか、精神力：ＡＡＡとか、そんな補正なんて関係ないかのように、気が狂いそうなほどの恐怖が襲いかかってくる。

			　――どれほど震えていただろう？　扉が無造作に開き、トレイに水の入ったカップを乗せたローズが戻ってきた。

			「ただいま～……って、あれ？　ユズキお兄さん、そんなところに座り込んでどうしたの？」

			　逃げるチャンスを失った――なんて思う余裕はなかった。それどころか、待ち望んでいた相手が帰ってきたかのように思った俺は、本能に従ってローズの身体に縋(すが)り付いた。

			「ローズ、ローズっ！」

			「ひゃんっ。お兄さん、急にどうしたの？　お水がこぼれちゃったよ」

			　ローズがトレイを取り落として、コップの水が絨(じゆう)毯(たん)の上にぶちまけられる。だけど俺はそんなことにかまっている余裕はなくて、その小さくて柔らかな身体にぎゅーっとしがみつく。

			　たったそれだけで、俺を押しつぶそうとしていた恐怖が、少しずつ遠ざかっていった。

			　だけど――俺が安(あん)堵(ど)したその瞬間、ローズが「もしかして……逃げようとしたの？」と俺の耳元で囁いた。それは完全に不意打ちで、俺はびくりと身を震わせてしまう。

			「あはっ、やっぱりそうなんだぁ。もぅ、ダメだよぉ～？　この部屋から逃げない。私の言うことを聞くって、ちゃーんと、契約、したじゃない」

			「……け、契約？」

			「そうだよ。私の魔眼を使った契約」

			　ローズが右手でピースをするようにして、金色の右目を広げてみせる。その仕草だけ見れば可愛いけど、さっきの恐怖を味わった後ではそんなことを考える余裕もない。

			「その金色の瞳が、魔眼……なのか？」

			「そうだよ。私の魔眼で契約した内容は、死ぬまで解除されることはないし、決して破ることも出来ない。ユズキお兄さんは強いから、もしかしたら掛からないかもって心配してたんだけど、ちゃんと掛かったみたいで安心したよぉ」

			　さっき、目を見て約束だと繰り返したときか――と、俺は唇を噛んだ。

			　ゲームのような世界で魔法があり、ローズはこれ見よがしにオッドアイ。なんらかの力がありそうとか思ってたのに……もう少し警戒するべきだった。

			　いや、今は後悔よりも、これからどうするかを考えるべきだ。

			　ローズと交わした約束は……たしか、「この部屋から出ない」「ローズのお願いを聞く」の二つ。この二つに抵触せずに、この部屋から逃げ出す方法を探す。

			　……って、そんなのどうやっても無理だろ。

			　でも、ここで諦(あきら)めたら、死ぬまでこの部屋で飼い殺しにされる。……いや、俺は死んでも生き返るから、下手をしたらもっと長いあいだ……って、待てよ。

			　ローズはさっき、契約は死ぬまで解除されないって言った。逆に言えば、死んで生き返れば、契約は無効になるってこと……か？

			　……まずは確認しようと、ステータスウィンドウを開く。

			　ローズにも見えたら面倒だと少しだけ心配したんだけど……どうやら、俺のステータスウィンドウは、ローズには見えていないのだろう。特に反応らしい反応はない。

			　だけど――

			「ユズキお兄さん、なにを考えているのかは知らないけど、そろそろ……ね？」

			　俺が黙っていたからだろう。ローズが少しだけ身を離し、俺の顔を見上げてきた。その幼い外見に似合わぬ濡れた瞳を見て、俺はゴクリと生(なま)唾(つば)を飲み込む。

			「そ、そろそろって、なんの話だ？」

			「さっきの続きだよ。お願いだから私の身体に触って」

			　ローズがお願いという形の命令を口にする。その瞬間、ローズにしがみついていた俺の腕が、無意識にローズの背中をまさぐり始めた。

			「ひゃ……んっ、はぁ……くすぐったいよぉ」

			　そう言って身をよじる。今はまだ言葉どおり、くすぐったがってるだけだと思うけど、それが他の行為を連想させて、頭に血が上るのを自覚する。

			「ふふっ、もっと別のところを触っても良いんだよ？　それに、私も触ってあげるね？」

			「いや、それはっ！」

			　まままっまずい、これは非常にまずい。ローズに任せていたら、どんどん行為がエスカレートしてしまう。そんな状況で、冷静に逃げる方法を考えられるとは思わない。

			「待ってくれ！　えっと……その。まずは俺にさせてくれ！」

			　なんてことを言ってしまったんだと思うけど、ここに来て後には引けない。「最初は、自分の意志でしたいんだ」と言い放った。

			「ユズキお兄さんの意志？　私に、なにをしたいの？」

			「えっと……それはその……そうだ。俺がベッドの上で座るから、ローズは背中を向けて座ってくれないか？」

			「え？　いきなり私が上になってするの？　私としては、もう少し段階を踏んでからが良いんだけど……でも、ユズキお兄さんがそう言うのなら……」

			「ちちちっ違う、身体に触れるだけ！　だから、スカートの中に手を入れるのは止めてくださいお願いします！」

			　なにかを脱ごうとしたローズを必死に止める。そして俺はベッドの上に足を軽く伸ばして座り、その上にローズを座らせた。

			　絵にしたら、これ絶対入ってるよね――とか突っ込まれそうな体勢だけど、なにも入ってないし、突っ込んでもいない。

			　ともかく、ローズを後ろ向きお膝抱っこした俺は、その柔らかなお腹やフトモモを撫でる。

			「ひゃうっ。……あ、あっ。うくっ。ひゃあん。……ユ、ユズキお兄さん。な、なんか、へん。んくっ。あんっ。く、くすぐったい、よっ」

			　ローズが俺の腕の中で身を震わせる。

			　くすぐったいと言っているけど、その声はどこか艶を帯びている。

			　たぶんだけど、感じるという感覚がまだ分からないのだろう。自分の身体に押し寄せる感覚を理解できなくて戸惑っているんだと思う。

			　そんな、性的なことを理解できていないローズの身体を撫で回している。その事実に、俺は否応もなく興奮してしまう。

			　気がつけば、俺はローズが纏(まと)うドレスの胸元に手を差し入れていた。

			　この世界、下着的なものは存在しても、ちゃんとしたブラは存在していないのだろう。ドレスだけではなく、キャミソール的な物の内側に手を差し入れてしまったのか、手のひらには生の胸の感触があった。

			　……その幼い外見には不釣り合いなおっぱいは信じられないほど柔らかい。だけど――手のひらで撫で回すと、硬くなったぽっちが手のひらをくすぐった。

			　まだ感じることの意味も理解できないローズが、俺に触れられて乳首を硬くしている。それに嬉しくなった俺は、手のひら全体で、優しく胸を撫で回した。

			「ぁ……ん。ひぅ。そ、それ、なんだか、ゾクゾク、ゾクゾクするよぅ」

			「……ローズ、乳首が立ってるぞ？」

			「え？　え？　どういうこと？　私、分からない。あくっ。ただ、お兄さんに触れられるの、ふあぁ……なんだか。凄く……んぁっ！」

			　訳も分からず感じている。調子に乗った俺は、ローズの耳に唇を押し当てる。
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			「ローズ、それは感じてるんだ」

			「あんっ。か、感じて？　私、感じてるの？　ひうっ。私、はぁん。ユズキお兄さんの手でぇ、感じさせられて、るの……ふああっ」

			「そうだ。だから、気持ちいいって言ってごらん？」

			「う、うん。うくっ。ユズキお兄さぁん。私、気持ちいいっ。気持ちいいのっ！　ユズキお兄さんに触られて、感じちゃってるよぉっ」

			　熱に浮かされたような様子で、甘い声を上げる。俺はそんなローズを更に責め立てていき、声が完全にとろけきったのを確認。

			「……どこが感じるんだ？」

			　指の動きを止め、ローズの耳元で囁くように問いかけた。

			「……え？」

			「だから、ローズはどこを触られたらエッチな気持ちになるんだって聞いてるんだ」

			「それは……。そんな、そんな恥ずかしいこと……ぃぇ、言えないよぉ」

			　性行為を正しく理解していなくても、それを告白することが恥ずかしいと理解している。そんなアンバランスさに、俺は激しい高ぶりを覚える。

			　もっと、もっと、ローズに恥ずかしいことを言わせたい。

			「……教えてくれないと、どこを触ったら良いか分からないな。えっと……このへん？」

			　とぼけたフリをして、二の腕あたりを、愛撫とはまるで違う普通の感じで撫で回す。

			「はうぅ……そこじゃ、ないよぅ。ひゃうっ！　そ、それっ、そこが――っ。……あぅ。そっちじゃないよ。お、お兄さんのいじわる」

			　二の腕あたりを撫でながら、違うと言われたタイミングに合わせて胸に手を滑らせた。そうして、そこがと言うときには、再び別の場所に指を這わせる。

			　メディアねぇにされたのと似たようなイジワルに、ローズが切なそうな泣き声を上げる。

			「……うぅ、触って、触ってよぅ。私のおっぱい、もっと触ってよぅ」

			「胸を触れば良いんだな？」

			　手のひらで胸を軽く揉みつつ――けれど、乳首には触れないようにする。

			「ユズキお兄さんのイジワルっ！　私の乳首、さっきみたいに触って欲しいの！　お願いだから――ひゃうっ！　気持ち、いい。凄く、凄く気持ちいいのっ！　あぁぁぁああぁっ」

			　ローズのセリフにあわせて、手のひらで乳首を刺激しつつ胸を揉みしだくと、ローズはとたんに甲高い声を上げた。

			「可愛いな、ローズは。もっと気持ちよくしてやるからな」

			　俺が逃げる算段を付けていると気付かないくらい――と、心の中で付け加えて、ローズのお腹やフトモモ、それに耳や首筋なんかをくすぐっていく。

			　さすが貴族の娘――なのかは知らないけど、物凄くすべすべで撫で心地が良い。それに、俺の動きにあわせて、腕の中で身を震わせる姿が愛らしい。

			　これでヤンデレじゃなければ……な。

			　なんて、ヤンデレなんだから仕方がない。俺は半分無意識に手を動かしながら、視界に半透明で浮かんでいるステータスウィンドウに意識を移した。

			　自分のステータスにほとんど変化はない。ローズとの契約：Ｅ　が増えているのと、ＳＰの残りが０から１０５ＳＰに増えているだけだ。

			　ログによると、伯爵令嬢を救ったことによるボーナスが１００ＳＰで、敵のリーダーを倒したのが５ＳＰらしい。……必要ポイントを考えると、かなり少なめだな。

			　あとついでに……睡眠薬を飲まされたっぽいログが続いている。俺が夕食の最中に寝てしまったのは、食事に睡眠薬が混ぜられていたせいのようだ。

			　それはともかく……って、睡眠薬を盛られて拘束された経緯を、それはともかくと軽く流せるようになってる自分がちょっと恐いけど、それはともかく。

			　俺はローズとの契約についての詳細を表示する。そこには、さっきローズから聞いたのとほぼ同じ内容が記されていた。

			　解呪の方法は、契約主が破棄するか、契約より高ランクの解呪の魔法(デスペル)での解除。そして、対象が死亡して破棄されるかの、全部で三パターンのようだ。

			　デスペルは習得が２００ＳＰ。ローズの契約ランクがＥなので、解呪するにはＤランクが必要になるので……合計１，２００ＳＰが必要。当然ながら足りない。

			「――ひゃんっ。きっ、気持ちいい。凄く気持ちが良いよぉ。ユズキお兄さぁん。あっ、あんっ！　もっと、もっと私を気持ちよくしてっ」

			　ローズの声の艶やかさが増している。俺はそれを意識から無理矢理に閉め出して、更にステータスの確認を進める。

			　確認するべきなのは、【ヤンデレに死ぬほど愛される】と、知らないあいだに増えた三つの称号だ。まずは――と、俺は【ヤンデレに死ぬほど愛される】の詳細を表示する。

			　

			【ヤンデレに死ぬほど愛される】

			　ヤンデレから向けられる好意が増幅される。

			　Ｆ：補正なし　　Ｅ：５％　　Ｄ：10％　　Ｃ：15％　　Ｂ：20％　　Ａ：25％

			　ＡＡ：35％　　ＡＡＡ：45％　　Ｓ：60％　　ＳＳ：75％　　ＳＳＳ：１００％

			【Ｅランクボーナス：ヤンデレの目を惹く。＋10％】

			【Ａランクボーナス：自身に好意を向ける相手のヤンデレ属性を増幅する。＋10％】

			【Ｓランクボーナス：周囲の人間の潜在的なヤンデレ属性を引き出す。＋10％】

			【ＳＳＳランクボーナス：周囲の人間のヤンデレ属性を増幅する。＋10％】

			　

			　……おぉう。なんというエグいスキルだ。もしかして、ローズが急にヤンデレ化したのって、これのせいじゃないか？

			　いやでも、ヤンデレ属性を引き出す補正はそれほど大きくないな。

			　俺に好意を抱いているのが前提でも20％。ダメ押しになった可能性はあるけど、もとからヤンデレだった可能性は高そうだ。

			「ユ、ユズキお兄さん、なんか、なんか来ちゃう！　ふあぁっ。これ、凄いよぅ。なんか、おかしくなっちゃいそう。あ、あんっ。ひゅうっ、んぁ！」

			　ローズが少しずつ上り詰めている。それに気がついた俺は、スカートの中、太ももの付け根に、下着の上から指を這わせた。

			　下着は信じられないほどぐっしょりと濡れている。

			「ひあぁんっ。な、なんか、そこを触られると、頭の中が真っ白になっちゃうっ。ユズキお兄さん、そこ、そこをもっと触ってっ」

			　ぐしょ濡れの下着を押し込むと、吸いきれなくなった愛液がぐちゅぅとしみ出してくる。下着越しに感じる割れ目に指を這わせながら、反対の手では胸を揉みしだく。

			　腕の中で感じまくるローズを愛おしいと感じるが、ここから逃げ出すには愛欲に溺れるわけにはいかないと自分を叱(しつ)咤(た)。ローズを攻めながら、俺はステータスウィンドウに視線を戻した。

			　新しい称号は……三つ。

			【女神メディアの寵愛を受けた】は、すべてのスキルに10％のプラス補正が掛かるっていうのと、親しい相手のステータスに干渉できるようになるという内容。

			　ステータスに干渉というのが少し気になるけど、親しい相手って書いてるし、今は役に立ちそうにない。ということで次だ。

			【異世界からの旅人】と【ヤンデレに死ぬほど愛された】はそれぞれ、全ステータスに５％、２％のプラス補正らしい。

			　ちなみに【女神メディアに見初められた】は10％補正なので、あわせて27％もある。

			　それに筋力補正は10％あったから、筋力は37％増し。早さとかも似たような感じで増加してるから、襲撃犯のリーダーをあっさり撃退できたのはそれが理由だろう。

			「あっ、あんっ。うくっ。ユズキお兄さん、ユズキお兄さん！　わ、わたひ、なんか、おかしい、おかしくなっちゃいそうなの！」

			「大丈夫だ。それは、いきそうになってるだけだから」

			「いく？　これが、ふあぁ……いくって感覚、なのっ？　わたひ、ユズキお兄さんの、指で、いかされちゃうの？」

			「ああ。そうだよ。俺の指でいくんだ。……ほら、いっちゃえ」

			「う、うん、いっちゃう。私、もうっ。ひゃう。あっ、あんっ。いっ。いく、いっちゃう。わたひ、ユズキお兄さんの指で、いっ。いっっくううう～～～～っ」

			　ローズが身を突っ張らせると、そのままくたっともたれ掛かってきた。そうして脱力したまま、時折身を震わせている。……凄く、えっちぃです。

			「……大丈夫か？」

			「ひゃう。はふぅ……お兄さん、わたひ、なにが、なんらか、わからないよぉ……。頭が、まっしろで、フワフワしてぇ、ぜんぜん、だいじょうぶじゃ、ない、よぅ……」

			「ふむ。じゃあ……もう触って欲しくないか？」

			「そ、それは……その。ユズキお兄さんが、触りたいなら……その……ぃぃょ？」

			　頬を朱に染めたローズは、視線を逸らしながら呟いた。その健(けな)気(げ)な――それでいて、少しだけ物欲しそうな表情が最高に可愛い。

			　好意を向けられてるのは【ヤンデレに死ぬほど愛される】のせいかもって思ってたけど、ＳＳＳであることを考慮しても、二倍に膨れあがるだけ。

			　倍加は凄いけど、元から好意がなければ効果は現れない。

			　そう考えると、ローズはこの半分とはいえ好意を抱いてくれているわけで……なんか、ちょっと情が湧いてきた。いや、身体をまさぐり倒したのが原因とかではなく。

			　なんて思っていたら、ローズがもじもじと身体をよじった。

			「あの、あのね。ユズキお兄さん。私、その……えっと、着替えてきても、良いかな？」

			「着替え？　……あぁ、うん。行っておいで」

			　色々察したので、快くローズを部屋から送り出す。そしてローズが部屋から遠ざかるのを確認。俺はグッと拳を握りしめた。

			　

			　ローズはどこかでお着替え中。と言っても、全部着替えるわけじゃなさそうなので、そんなに長い時間は稼げないかもしれないけど、多少の猶予はあるだろう。

			　なので――と、俺は素早くスキル習得画面を表示。この場で使えそうな魔法を捜す。そして見つけたのは、１００ＳＰで習得できるファイア・ボルトだ。

			　使い方は、対象をイメージして、スキル名を宣言。するとスキルにあった魔法陣が地面に展開されるので、それが終わったら発動――という流れのようだ。

			　習得するだけで使えるようになる反面、Ｆランクでは動きながら使えないなどの欠点も多いようだ。とは言え、ここで使う分にはなんの問題もない。

			　俺はさっそくファイア・ボルト：Ｆを習得した。

		

	
		
			１－５　フェミニスト：Ｓ

			　

			　習得したファイア・ボルトでなにをするか？　それは……ローズとの契約の破棄だ。という訳で――俺はファイア・ボルトの使い方を確認する。

			　まずは……対象をイメージ。……イメージ。それは自殺にも等しい行為。恐怖に支配された俺はイメージを霧(む)散(さん)させて、不老不死のスキルを再確認する。

			　……大丈夫、ちゃんと生き返れる。

			　だから、あとは使うだけ。精神力に高い補正もあるんだし、恐怖耐性もある。それになにより、さっき感じた恐怖に比べればマシなはずだ！

			　俺は自分を叱(しつ)咤(た)して、対象をイメージ。

			「ファイア・ボルト」

			　使用する意志を持って呪文を唱えたことで、自分の真下に光り輝く魔法陣が展開されていく。その魔法陣が書き上がるのを確認。ファイア・ボルトを起動した。

			　刹(せつ)那(な)、喉元でファイア・ボルトが炸裂。喉元から血が止めどなくあふれ出る。けれど、気が狂いそうな痛みを感じたのは一瞬。直ぐに意識が遠くなっていく。

			　そして――

			　

			　恐怖耐性がＢからＡにランクアップしました。

			　貴方は死亡しました。

			　

			　ログが更新されるのと同時、俺は――絨(じゆう)毯(たん)の上に大輪の赤い花を咲かせて倒れ伏した。

			　そうして気がつけば、モノクロに染まった世界。俺は幽霊のような状態で、自らの遺体を見下ろしていた。なんと言うか、思いっきりＭＭＯとかで見かける死亡画面である。

			　でも、意識が残っている。つまりは、肉体的には死んだけど、自分という存在は死んでいない。不老不死のスキルが機能している証拠だろう。

			　ひとまずは安心だな。

			　問題はどうやって生き返るかということだけど……と視線を巡らすと、視界の隅にデフォルメされた、手のひらサイズの女の子が浮かんでいることに気がついた。

			　大きな髪飾りに纏(まと)め上げられたピンク色の髪に、全てを見通すようなアメジストの瞳。更には胸もとがおへその辺りまで開いた、扇情的なブルーのドレス。

			　まさに女神様のような姿をしたちびキャラが、ヘルプと書かれた木製のパネルを持っている。

			　……って、女神様？　もしかして、このちびキャラは――と、あらためて見直すと、その顔立ちや、豊かすぎる胸に見覚えがある。

			「もしかして……メディアねぇ？」

			　俺が呟くと、ちびキャラはコクコクと頷いた。どうやら本当にメディアねぇらしい。

			　服装はともかく、髪や瞳の色まで違うけど……そう言えば、俺の好みに合わせていると言っていたな。あれは服装だけではなく、瞳や髪の色まで合わせていたってことか。

			　……うん。俺の好みに合わせてくれたメディアねぇも可愛いけど、女神様ｖｅｒのメディアねぇも可愛いな。ちびキャラ仕様なのがもったいないくらいだ。

			　それはともかく――と、俺はヘルプと書かれた木製のパネルに視線を向ける。するとちびキャラのメディアねぇがクルリとパネルを回転させた。

			　ええっと、なになに？

			　

			　今すぐ生き返りますか？　はい／いいえ

			　

			　選ぶだけで良いのか。それなら――と、俺は精神体みたいな自分を動かして、「はい」の部分をタップした。直後、デフォルメぇが消えて、虚空から私服ｖｅｒのメディアねぇが出現。

			　クルリと一回転しつつ、俺の目前に舞い降りる。ティアードスカートのミニを穿いているせいで、ひるがえったスカートの奥に白いレースがちらっと見えた。

			「……見ました？」

			　スカートの裾を押さえて顔を赤らめている姿が――なんだか意味が分からない。恥ずかしがるくらいなら、ロングスカートにすれば良いのに。

			「でも、柚希くんはミニスカートが好きですよね？」

			「……好きだけど」

			「じゃあ役得を楽しめば良いと思いますよ」

			　そうかもしれないけど、それを本人に言われるのはどうなんだろうなぁ。

			「そう言えば、ちびキャラと瞳や髪の色が違うけど、その姿は仮(かり)初(そめ)めなのか？」

			「髪と瞳の色だけ変化させていますが、他は本来の姿ですよ。……もしかして、柚希くんは本来の姿の方が良かったですか？」

			「……あえて言うならどっちも好きだけど」

			「ふふ。それなら、女神ｖｅｒと私服ｖｅｒ、半々くらいにしますね」

			「そうだな、それが嬉しいかも」

			　――なんて、相づちを打ったけれど、自分を復活させてくれる女神様の姿をカスタマイズって、なんだかＭＭＯの課金要素とかでありそうだな。眼福だから良いんだけどさ。

			「ところで、せっかくですから、前回の続きをしますか？」

			「……悪いけど、すぐに生き返らせてくれ」

			「いま、ちょっと迷いましたよね？」

			「分かってるだろ。ローズに見られるのも捕まるのもまずいから」

			「まぁ……そうですよね。それじゃすぐに生き返らせますね。それと、今回は大丈夫ですけど、生存できない環境で死んだら、復活してもすぐに死ぬから気をつけてください」

			「あぁ……なるほど。それは気をつけるよ」

			「それと、復活直後から二十四時間のクールタイムが発生します。そのあいだに死んだら、今の状況でクールタイムが終わるのを待つことになるので気をつけてくださいね」

			「了解だ」

			「それでは、素敵なヤンデレライフを。わたくしは、柚希くんをずっと見ていますから」

			　メディアねぇが両手を広げて魔法を使用。周囲がキラキラと光り、俺の意識が修復された身体に引き寄せられていく。

			　ほどなく、俺は床に寝そべっていた。どうやら、自分の身体に戻れたらしい。

			「……と言うか、素敵なヤンデレライフってなんだよ。あと、ずっと見てるとか恐いっての」

			　メディアねぇの場合、あんまり悪意は感じないんだけどさ……なんてことを考えつつ、上半身を起こしてみるが、特に違和感とかは見当たらない。

			　どうやら、生き返るときは健康体に戻るというのは本当のようだ。それに、絨(じゆう)毯(たん)に広がった血の痕とかも綺麗に消えている。至れり尽くせりだな。

			　あとは――っと、ステータスウィンドウと念じてウィンドウを表示。バッドステータスの項目から、【ローズとの契約：Ｅ】が消えているのを確認した。

			　これで部屋から出られる。俺は――自由だ！

			　と言うことで、ドアノブを回して部屋の外へ。周囲に誰もいないことを確認して、廊下を早歩きで進み、エントランスへと向かう――途中で、部屋から出てきたローズと出くわした。

			　のおおおおおおおおおっ!?

			「……あ、れ？　ユズキお兄さん!?　どうやって部屋の外へ出たの？」

			　これはヤバイ。色々とヤバイ。

			　ローズとの契約は無効化しているけど、それに気付かれたら警備の人とかを呼ばれるかもしれない。なんとか誤魔化して時間を稼がないと！

			「どうやったのかは知らないけど、お願いだから――」

			「そ、そんなことより！　ローズは着替えに行ったんじゃなかったのか？　見たところ、服を着替えたようには見えないけど!?」

			　なんて、退出した理由である「着替え」が、ごく一部の布だけであることに俺は気付いている。その上で、あえてそんな質問をして、ローズを動揺させようという作戦だ。

			　そして、そんな思惑どおりにローズは恥ずかしそうにもじもじと身体を揺すり――

			「えっと……その、ね。下着が濡れちゃったから脱いだんだけど、ユズキお兄さんはどんな下着が好きなのかなと思って……えっと、どっちが好き、かな？」

			　そう言ってローズが両手を俺に見えるように持ち上げる。それぞれの手には、白いシンプルな布きれと、黒くてひらひらの布きれが揺れている。

			　……もしかしてショーツ？　と言うか、脱いだんだけど――って、それはまさか、今は穿いてないってことですか!?

			　俺よりたぶん年下の、金髪ツインテールの美少女。愛らしい容姿の彼女は、ゴシックドレスを身に着けていて、その下は……穿いてない。

			　なんと言う……衝撃――って、俺が動揺してどうするううううううっ！

			「えっと……ユズキお兄さん？　お願いだから、教えて」

			「そんなの、ローズの愛らしい容姿で、じつは穿いてないって方が良いに決まってる！」

			「……ユズキお兄さんの、えっちぃ……」

			　うぅむ。恥ずかしがるローズが最高に可愛い。………………………………って、ちがああああああああああああぁぁぁぁあああうっ！

			　俺はなにを馬鹿正直に答えてるんだ!?

			　――い、いや、今のも違う。馬鹿正直に本心を曝け出した訳ではなく、ローズにお願いされたから、ローズとの契約が発動しただけで……って、契約は解除したんだった！

			　えっと……ええっと、そう！　ローズとの契約が切れていないと思わせるために、心にもないことを言っただけ！　だけだから――っ！

			　はあはあ、ちょっと落ち着け、俺。とにかく、理由はなんであれ話を逸らしたんだ。このまま上手く誤魔化して、ローズから逃亡を……

			「ところでユズキお兄さん」

			「うん？」

			「どうやって部屋から出たのか知らないけど、お願いだから部屋に戻ろ？」

			「…………………………」

			　俺の今までの苦労が。いや、苦労というか自爆しただけだったけども。

			　なんと言うか……凄くあれだけど、契約が解除されているのは直ぐにバレるだろう。こうなったら多少強引にでも逃げるしかない。

			　だから――と、俺は深呼吸を一つ。

			「悪いな、それは出来ないんだ」

			　もうローズの言いなりにはならないと、抵抗の意を示す。

			「え、嘘!?　魔眼による契約を破ったの!?」

			「ああ。だから――ごめんな」

			　色々と申し訳ないことをしたという気持ちはあるし、ローズとのめくるめく甘美な日々はちょっと魅力的だけど――いやなんでもない。

			　とにかく、飼い殺しは嫌なので、俺は身をひるがえして逃げようとする。

			「待って、ユズキお兄さん、ちょっと待って！」

			　慌てたローズがしがみついてくるが、俺は「だが断る！」と、即座にその腕を振り払――はら、払えない!?　な、なんで!?

			「……あれ？　ユズキお兄さん？」

			　ローズもすぐに振り払われてしまうと思っていたのだろう。意外そうに俺を見ている。けど、一番驚いているのは俺の方だ。

			　ローズとの契約は破棄できたはずなのに、どうしてだよ――と、大混乱。

			　そんなとき、ふと、視界の隅に映り込んでいるログウィンドウに気がついた。そこには、フェミニストの効果により、女性に危害を加えることは出来ません。と表示されていて――あああああっ、そうだった！　契約なんかよりヤバイ、バッドステータスを抱えてるんだった！

			　ヤバイヤバイ、どうする？　どうすれば、この状況から逃げ出せる？

			「ええっと……ローズ、放してくれないか？」

			「……もしかして、ユズキお兄さん。私の手を振り払えないの？」

			「そ、そそそ、そんなことはない！」

			「じゃあ、私の手を振り払う気がないってこと？」

			「ええっと……それは」

			　イエスと答えても、ノーと答えても詰む気がする。どうする、どうするよ俺と焦っていると、ローズが妖(よう)艶(えん)な微笑みを浮かべた。

			「やっぱり、ユズキお兄さんは私の手が振り払えないんだね。うぅん。もしかして、私だけじゃないのかな？」

			「な、ななな、なんのことだ!?」

			「ふふっ、私、分かっちゃった。ユズキお兄さんってば、フェミニストのスキルを保持してるでしょ？　それも、とぉ～っても高ランクの」

			「なんでそれを――っ」

			　思わず悲鳴を上げ、カマを掛けられたんだと気づいて口を閉じる。だけど、既に手遅れだった。ローズは「やっぱりそうなんだぁ」と妖(よう)艶(えん)な微笑みを浮かべた。

			「それじゃ、ユズキお兄さん、部屋に戻ろうね」

			　腕にギューッと抱きつかれる。普通ならちょっと困る程度の――だけど俺にとっては完全に詰んだ状態。もはや逃げる手段は残されていなかった。

			「ぐぬぬ……」

			　しかも、さっき騒いだせいで、メイド達が何事かと集まってきた。もはや、この状況を打開するのは不可能だろう。こうなったら、ここは素直に従って、次の機会をうかがうべきだ。

			「えっと……その、逃げようとしてごめん、俺が間違ってた」

			「……ユズキお兄さん？」

			　俺が急に従順になったので、ローズは戸惑うように俺を見上げた。

			「その、ちょっとした気の迷いだったんだ」

			「そう……だったんだね。うん、良いよ。私はユズキお兄さんのことが好きだから、約束を破って部屋から出たことも許してあげる」

			「……ローズ、ありがとう」

			　今までのヤンデレは、もっと自分勝手だった。たとえば俺を殺した陽菜乃なんかは『私の望まないことをするなんて、絶対に許さない』といった感じだった。

			　だから、少しだけ、ほんの少しだけ、ローズはチョロ可愛いと思った。

			　だけど――

			「でも、私にあんなことまでしたのに、途中で逃げようとするなんて……お仕置きだよ？　今度は、絶対、ぜぇったい、逃げられないようにするからね？」

			「……え？」

			　戸惑う俺の目の前で、ローズが穏やかな表情で「スリープ」と呟く。その直後、ローズを中心に魔法陣が展開され――

			「おやすみなさい、ユズキお兄さん」

			　俺は眠りに落ちた。

		

	
		
			１－６　――喪失

			　

			「……ここは？」

			　ぼんやりと目を開く。そこには最近見た覚えのある天井。どうやら、監禁されていた薄暗い部屋に連れ戻されたようだ。

			　ローズはどこに――と、ベッドに手をついて起き上がろうとする。だけど――ベッドにつこうとした手は空を切った。

			「あれ？　なんでベッドに触れな……い……」

			　最悪の状況を想像して冷や汗を掻く。そうして恐る恐る視線を向ける。そこに映るのは……光源の抑えられた明かりに照らされたベッドと――俺の右腕。

			　なん、だ……ちゃんとあるじゃないか。手を切り落とされたかと思って焦った。

			　……って、なんで手があるのに、動かせないんだ？　そう思って手を動かそうとするけれど、右腕は俺の意に反して、ピクリとも動かない。

			　それどころか、左腕、そして両足すらも動かないことに気がついた。

			「……え？　ちょ……なんで？」

			　慌てて身体全体を動かそうとするが、動くのは首や腹筋のみ。俺は芋虫のように腹筋でばたついただけだった。

			　のおおおおおっ!?　なに、なにごと!?　一体どういう状況!?

			　おっおおち、落ち着け俺！　こんな時は……そう！　手のひらに人と書いて飲み込む――その手が動かなかったあああああああっ！

			　焦る俺の耳に、ガチャリと扉の開く音が届いた。

			　そして――

			「ユズキお兄さん、そろそろ目が覚めた――」

			「――ロ、ロッ、ローズっ！」

			「うわぁ、びっくりした。そんなに怒った声で、どうかしたの？」

			　戸惑いの声を上げつつ、俺の視界に入り込んでくる。そんなローズをきっと睨みつけた。

			「どうしたもこうしたも！　俺の手足をどうしたんだ!?」

			「あぁ、手足のことかぁ。ユズキお兄さんが逃げないように、眠らせているあいだに、魔法で少し細工をさせてもらったよ」

			「さ、細工？」

			「詳細は秘密だけど……ユズキお兄さんが良い子にしてたら、後でちゃんと戻してあげる」

			「元に、戻せるのか？」

			「もちろんだよぉ。いくら私でも、ユズキお兄さんの手足を二度と動かなくなんてしないよ」

			「いや、普通は戻せるとしても、軽々しく動かせなくしたりしないと思うぞ……？」

			　それとも、まさか、魔法で手足を動かなくしての監禁が、この世界では普通だったりは、さすがに……しないよな。

			　……しないと良いなぁ。

			「ところで、ユズキお兄さん……」

			「……ええっと、なぜ俺の上にのしかかってくるんでしょうか？」

			　なんとなく嫌な予感がしたのでローズを押しのけたい。けど、残念ながら手が動かないので抵抗は出来ず。ローズはなんなく、俺に覆い被さった。

			「私、ユズキお兄さんのことが好き。ユズキお兄さんはそうじゃないかもしれないけど……それでも、私の気持ちは変わらないから」

			「えっと……それは、その……悪い気はしない、けど……」

			　いや、悪い気はしないじゃなくて！　俺はなにを言っているんだと自己嫌悪に陥っているあいだにも、ローズは濡れた瞳で俺を見つめている。

			「それで……その、ね。はしたないって思われるかもしれないけど、さっきユズキお兄さんに胸やあそこを触られてから……その、分かるでしょ？　だから……私の初めて、もらって」

			「いや、待て！　そんな軽々しく。って言うか、ローズは貴族の娘だろ!?」

			「大丈夫、責任はちゃんと取るから！」

			「それは普通、俺のセリフだ！」

			「ホント？　嬉しい！」

			「いや、今のは言葉の綾というか――って、ちょっと、ズボン引っ張らないで！　って、聞いてる？　聞いてますか!?　にゃあああああああああああああああああああああああああっ」

			　言葉では必死に抵抗するが、手足はピクリとも動かせない。俺は為す術もなくズボンを脱がされてしまった。

			「えへへっ。それじゃ次は下着だね。よいしょ……っと、あれ？　なんか、引っかかって脱がせないよ？」

			「うぐぅ」

			　こんな状況でなんで立ってるんだ、俺の分身！

			　あぁいや、脱がされないように踏ん張ってるんだな。じゃなきゃ、こんなむちゃくちゃな状況で元気になるとかありえないからな。……ない、はずなんだけどなぁ。

			　ローズが「あれぇ、おかしいなぁ」と、パンツを脱がそうとして刺激されるたびに、余計に元気になっていく。ちょっと、見境なさ過ぎるぞ、俺。

			「あ、ここが引っかかってたんだ……ふぇ？」

			　なにか分かっていなかったのだろう。前部分を引っ張って俺のパンツを脱がし――目の前に現れた、俺の直立した息子を見てぱちくりと瞬きをした。

			「……え、え？　これって、ユズキお兄さんの……おちんちん？」

			「こらこらこらっ、女の子がそんなこと言わないの！」

			　ローズは年下の女の子で、ましてや貴族のご令嬢。そんな卑(ひ)猥(わい)なことを口にしてはいけませんと注意する。

			「あっ、その……ごめんなさい」

			　ローズ自身も恥ずかしかったのだろう。部屋の明かりに照らされたローズの顔が、一瞬で真っ赤に染まった。

			　だけど……その視線は、決して俺の息子から外さない。

			「ねぇ……ユズキお兄さん」

			「……なんだよ？」

			「私がおちんちんって、言った直後から、なんだかおっきくなった気がするんだけど……あ、またぴくんって跳ねて大きくなったよ？　もしかして、私がおちんちんって言ったら、ユズキお兄さんは嬉しいの？」

			「いや、その……ええっと……」

			　……し、仕方ないだろ！

			　金髪ゴスロリ美少女で、しかも性の知識があんまりないっぽいローズが、俺の股間を見ながら卑(ひ)猥(わい)なことを言って、顔を赤らめてるんだぞ？

			　平静を装うだけならともかく、これで反応しないとか無理ですから！

			「ねぇねぇ、ユズキお兄さん。こんなに腫らして、痛くないの？」

			「いや、痛くはないぞ」

			　むしろ、もどかしい――と、喉元までこみ上げた言葉は必死に飲み下した。耐えろ俺！　ここでローズに陥落するとか、一生監禁生活だから！

			「――うぐっ!?」

			　思わずうめき声を上げる。ローズの繊細ですべすべな指が、俺の分身を撫でたからだ。

			「ふぁあ……すごぉい。ユズキお兄さんのおちんちん、硬くて熱くて……なんだかピクピクしてるよ。もっと触って欲しいの？」

			「だっ、だから！　淑女がそんなことをしたらダメだって！」

			「うん。もちろん分かってるよ。これはエッチで、はしたないことなんだよね？」

			「そうだよ。だから――」

			「だから、私がそれをすることで、ユズキお兄さんは興奮してくれるんだよね？」

			「なにを……」

			　馬鹿なことをと否定することは出来なかった。俺が否定の言葉を口にするより先に、ローズが俺のおちんちんをゆっくりと扱き始めたからだ。

			「ま、待て、ダメだって」

			「ふふっ、ユズキお兄さん、私の指で感じてるんだ？」

			「そ、そんなことないし！」

			「隠したって分かるよ。私がユズキお兄さんに触られたときと同じように、すごぉく切なそうな表情だもん」

			「それは……と言うか、ローズはそういう知識はないはずだろ!?」

			「なかったけど……さっき、メイドに教えてもらってきたんだよ。だぁかぁらぁ……」

			　ローズは俺の硬くなった息子をゆっくり扱きながら、俺の顔を上目遣いで見つめた。

			「えへへっ、これから私が、いっぱい、い～っぱい、ユズキお兄さんのおちんちんにえっちなご奉仕、してあげるから、ね」

			「えっちなご奉仕って、なにを――っ。～～～っ」

			　先端から順に、おちんちんが生暖かい感触に包まれていく。見れば、ローズの可愛らしいお口が、俺のいきり立った肉棒を飲み込んでいくところだった。

			「んんっ。すごぉい……おくひのなかぁ、お兄さんのおちんひんで、いっひゃい、らよ」

			「――くっ、咥えたまま、しゃべるのはっ」

			　ペニスが口の粘膜に擦られ、声の振動でビリビリとする。

			　それに、まだ幼い見た目のローズが、俺のいきり立ったおちんちんを口一杯に咥え、上目遣いに俺を見つめている。そんなインモラルな光景に、激しく興奮する。

			「んちゅ、……ぺろ、えろぉ。ちゅ、ちゅっ。……こうひゃってぇ、全体を、おしゃぶりひたりぃ、さきっひょをすったり、しゅるんだよ、ね？」

			「ローズっ、ダメ、だって！」

			「……じゅぷ、……くちゅ。ん……はふぅ。……えへへ。ユズキお兄さんが、いくまで止めないからね？　……あむ。れろぉ」

			　先っちょをチロチロと舐め、舌を絡ませながら、俺のおちんちんを喉の奥まで飲み込んでいく。そうして口いっぱいに咥えると、ちゅううううっと吸い上げながら、唇でサオを扱く。

			　年下の、感じることも知らなかった無(む)垢(く)な女の子のフェラとは思えない、丁寧なご奉仕。一生懸命におしゃぶりをしている。その光景は物凄くえっちぃ。

			　こんなの、たまらない。今すぐ激しく吸い上げて、思いっきりいかせて欲しい。その汚れを知らぬ口の中に、容赦なく精液をぶちまけたい！

			　そう思うのに、ローズはいつまで経っても丁寧におしゃぶりを続ける。……まさか、メディアねぇみたいに、俺を焦らしてるつもりなのか？

			　こんな生殺し、耐えられない。

			　だけど、だけどだ。ここで自分からいかせて欲しいなんて、絶対に言えない。ローズに堕(お)とされたら、部屋に閉じ込められる一生を送ることになる。

			　俺の夢は、普通の女の子との穏やかなスローライフ。だから、我慢っ、ここは我慢だ！

			「ちゅぷ。……くちゅ。ん、んっ。……ん？　なんか、さきっちょから、ぬるっとしたのが出てきたよ？　もしかして……いきそうなの？」

			「そんなわけ、ないだろ！」

			　強がりなんかじゃない。出てきたのはいわゆる我慢汁だけど、俺が我慢してるわけじゃない。焦らすように責められて、強制的に我慢させられてるのだ。

			　もし俺の足が動けば、激しく腰を振っただろう。もし俺の手が動けば、ローズの頭を掴んで首を振らせただろう。

			　でも俺の手足は動かない。ローズが激しくしてくれなきゃ、俺はイクことが出来ない！

			　でも、その事実を口にする。それだけはっ、それだけは出来ないと、唇をかみしめる。そうして焦らしに焦らされた俺の分身を、ローズは再び舐めしゃぶり始めた。

			「ちゅ……ちゅ、ちゅ。んちゅ。……れぇろ。いひゅまへ、じゅぷ。がまん、ひて、るの？　じゅる。もう、イっちゃおう、ひょ。ちゅ、ちゅうう」

			　ローズの俺を煽(あお)るようなセリフを聞いて、俺は絶望させられた。

			　ローズは俺を焦らしているんじゃない。一生懸命におちんちんを舐めしゃぶり、俺を今すぐにでもイカそうとしているのだ。

			　だけど、にわか仕込みの知識しかないローズは、フェラの仕方は知っていても、そこからどうやったらイカすことが出来るか理解していない。

			　つまり、俺が自分からあれこれ言い出さない限り、俺はイカせてもらえないということ。

			　ちく、しょう！　負けて、負けてたまるか！　絶対、絶対に自分から、イカせてくれなんて、言ったりしないからな！

			　――と、必死に耐えること、三十分くらい。俺はいまだにイケずにいた。――じゃない、イクのを必死に我慢していた。

			　そして――

			「……ぷはぁ、顎が、疲れてきちゃったよぅ」

			　ローズのおしゃぶりが緩(かん)慢(まん)になってきた。

			　ふぅっ。ふうぅ。……じれったい、じれったい！　けど、我慢だ、我慢。ここでローズの誘惑に屈したら、このまま一生、監禁生活だぞ。ふぅうううううっ。

			「うぅん。本当はお口でイカしてからが良かったんだけど……仕方ない、かなぁ」

			　ローズはフェラを止めて膝立ちになると、ゴスロリのスカートを両手でまくり上げ、俺のいきり立ったおちんちんの上に跨(また)がった。

			「……なにをする気だ」

			「もちろん、私の処女を、ユズキお兄さんに捧げるんだよ？」

			「ほ、本気で言ってるのか？」

			「うん。私はユズキお兄さんが好きだから。だから私の初めてを――あげるね」

			　止める暇もなく――と言うか、手足が動かないため、止められるはずもなく、ローズが片手で俺のおちんちんを掴んで、ゆっくりと腰を落とし始めた。

			　ローズのぴったり閉じた縦筋にペニスがこすりつけられた瞬間、じゅくんと、粘りっけのある水音が聞こえた気がした。そしてそれは気のせいではなく、ローズに触れたペニスを伝って、ヌルヌルとした愛液が伝い落ちてくる。

			　止めなきゃいけないのに、その先にある快感を期待して、俺は声が出ない。

			　そして――ローズがゆっくりと腰を落とし始めた。

			　ペニスの先端が、ローズの閉じた割れ目を強引に割り開き、ぐちゅりと濡れそぼった入り口に入っていく。だけど、それは最初の一瞬だけ。

			　すぐにギチギチと締め上げられ、それ以上先に進まなくなった。

			　ローズの処女膜に突き当たったのだと理解する。視線を上げれば、ローズが眉を寄せて、少しだけ苦しそうに、だけどそれ以上に幸せそうな顔で俺を見下ろしていた。

			「ふぅ、ふぅ……ユズキ、お兄さぁん。私の、処女、もらって、ください――んんんっ」

			　ぶちんっ、と、ゴムが切れるような音がして、ずちゅうっとローズが、俺の分身を飲み込んでいった。ペニスどころか、身体全部を飲み込まれるような感覚に、俺は思わず精を解き放ってしまいそうになる。――が、とっさにこらえてしまった。

			　しま、った。今、いけば良かった。い、いや、貴族令嬢に中出しとか、それこそ後に引けなくなる。ローズが気をやって、膣からペニスを吐き出すその瞬間まで我慢。我慢だっ！

			　――なんて強がりが持ったのはそこまでだった。俺のおちんちんを根元まで飲み込んで震えていたローズが、俺の上に倒れ込んできたからだ。

			「えへっ、凄くしびれて、ちょっと痛い……けど、これで……私の初めてはユズキお兄さんのもの、だね。私、凄く幸せだよ……」

			　ローズは俺の息子をくわえ込んだ時点で、愛し合う行為は終わりだと思ってる！　そんな、そんな馬鹿なことが、あるかあああああああああああああっ！

			　って言うか、俺もいつまで我慢してるんだよ！　もうここまで来たら一緒だよ！　どうやっても後に引けないよ！　あとは、俺が自力で逃げられるか逃げられないかだけだよ！

			「ローズっ、まだ終わりじゃないぞ！」

			「……ふえ？　どういうこと？」

			「愛し合うのはここで終わりじゃない。ここからが本番だ！」

			「えぇっと……そうなの？」

			「そうなのっ！　だから、倒れ込んでないで、もう一度、身体を起こすんだ！」

			「ふぇ？　えっと……んぁっ。こう……かな？」

			　俺と繋がったままだったローズは、上半身を起こして、動けない俺に馬乗りになった。

			「よし、それじゃ、そこから腰を浮かせて、俺のが抜けないギリギリまで腰を上げろ」

			「えっと……こう、かな、ふぁぁあ……これ、凄い、ゾクゾク、するよぅ」

			「じゃあ次、今度はさっきの半分くらいの速度で、ゆっくりと飲み込んでいけ」

			「う、うん。いくよ。ぁん。ひゃく……これ、ちょっと、痛いかもっ」

			「処女膜が破れたばかりだからな。なんなら、ヒーリングで治すけど」

			「う、うぅん。このままで、良い、よ。ユズキお兄さんに捧げた証、だか――らっ。ふあああああああああっ」

			　ローズが腰を落としきった瞬間、一番奥を突かれたのだろう。ローズが甲高い悲鳴を上げて、身体をビクンビクンと震わせた。

			「……ひゃう、はぁ……んあ。いちゃ、いっちゃった。ユズキお兄さんの、硬くて熱い、おちんちんにいかされちゃったよぅ」

			「ローズ、とまってる暇はないぞ。今の動きをもう一度、だ」

			「ふぇっ!?　ま、待って、私、今いったばっかりで、すぐには」

			「――ダメ！　と言うか、俺を散々焦らしておいて、自分だけいって満足とか許さないぞ。俺にご奉仕するって言ったのは嘘なのか？」

			「それは……うん。分かった。それじゃ動く――あっ、あんっ、これ、さっきより、凄く敏感になって、ひゃうんっ。凄い、凄いよぅ」

			「よし、その動きをだんだん速くするんだ」

			「う、うん。あんっ、あっ、あぁぁっ。んあっ。ユズキお兄さんのおちんちんがぁ、私のぉ、中を……あぁん！　あっ。あくっ。んぁ、出たり、入ったりぃ――あぁんっ」

			　俺の上で、ローズは必死に腰を上下させる。

			　感じまくる――どころか、何度もいっているのだろう。身体はビクビクと痙(けい)攣(れん)して、結合部からはぐじゅ、じゅぽと、物凄く卑(ひ)猥(わい)な音がリズミカルに響いている。

			「しゅごひ。こんな、こんあ、んぁっ。ひゃうんっ。あっ、ああぁん」

			　俺にご奉仕をすると言ったのをかたくなに守ろうとしているのだろう。ろれつが回っていないような状況なのに、必死に腰を振っている。

			　そんなローズがいじらしくて、可愛くて、俺はもっといじめたいと思ってしまった。

			「よし、それじゃ次は、奥まで飲み込んだまま腰を斜めにグラインドさせるんだ」

			「ふえっ!?　はぁん、こう、らよね。ひうっ」

			「そうそう。そして次は、円を描くように動いてっ」

			「はっ。はっ、あぁん、うくっ。これ、しゅご、しゅごいよぉ。おまんこ、ぐじゅぐじゅに掻き回されて、あっ、あぁっ、はぁんっ！」

			「よし、良いぞ！　最後は、今までの動きを組み合わせるんだ！」

			　ローズは健(けな)気(げ)に、俺の言葉どおりに腰を動かしていく。

			　もともと、運動神経が良いのだろう。スポンジが水を吸うがごとく、あっという間に複雑な動きをスムーズにこなし始める。

			　その動きがもたらす快楽に、俺はあっという間に上り詰めていった。

			「よし、いくぞ。もうすぐいくぞ！　最後は奥に押しつけて、ローズも一緒にいくんだ」

			「わらひは、わらひはっもうずっと、いっへる、あぁん、いっへるよっ。あっ、あんっ。また、また、いひゃう、うあ、んっ、んんんんっ！」

			　ローズが腰を落として、俺の息子を一番奥でごりゅっと扱く。その凄まじい快感に、限界まで我慢していた俺は、ローズの一番奥めがけて思いっきり精を解き放った。

			「ひゃあああああああああっ!?　お、奥に、おまんこの奥に熱いのが、ひゃうんっ。火傷(やけど)、火傷(やけど)しちゃうよぉっ。あっあああっ、あん、あああああああっ！」

			　びくびくと痙(けい)攣(れん)しつつ、ローズが俺の胸に倒れ込んでくる。それでもなお、散々焦らされた俺の射精はとまらない。ローズの中に、何度も何度も精を解き放っていく。

			　そして、俺の息子がビクビクと精を解き放つたびに、甘い声を漏らして、身体をビクンと跳ねさせるローズが可愛い。もっともっと、快感にとろけさせたい。とろけさせて、俺の思うとおりのエッチな女の子に……………………って、違う。

			　俺はなにを考えてるんだ。

			　封じられた両手両足をなんとか動くようにして、この屋敷から逃げ出さなきゃだ。

			　……い、いや、別に忘れてたわけじゃないぞ？　ただちょっと、冷静に物事を考えるには、一度精を解き放って落ち着く必要があっただけで……コホン。

			　と、とにかく、何度も何度も気をやったローズはぐったりしているし、思いっきり精を解き放った俺も落ち着きを取り戻している。今のうちに、なんとかする方法を考えよう。

			　――まず、手足が動かない理由は――まったくもって分からない。

			　ただ、ローズは動かない手足を戻すことが出来ると言っていた。だから、ローズをなんとか説得して、手足が動くようにしてもらうか……もしくは、一度死んで復活するか、だな。

			　ローズを説得するのは難しそうだけど、死んで復活すればあらゆる状態が戻るとのことなので、手足も動くようになるのは間違いない。

			　ただ……と、俺はログウィンドウに表示される時間を確認する。復活のクールタイムが終わるまでは、まだ五時間以上ある。

			　……そうだな。ローズが腰を抜かして動けなくなるくらい疲れさせて、クールタイムが終わったら一度死んで、手足の機能を回復。ここから逃げだそう。

			　そうと決まれば――

			「……なあ、ちょっと聞きたいことがあるんだけど」

			　俺を抱き枕にして休んでいるローズに向かって尋ねる。ローズは汗ばんで張り付いた髪を指で払い、俺の顔を覗き込んできた。

			「聞きたいこと？　これからのことなら、私がお世話してあげるから、なんの心配もいらないよ？　着替えも、ご飯も、それ以外の欲求も全部、ぜぇんぶ、私にお任せ、だよ？」

			　……ゴクリ。

			　正直に言うとさ。俺は今までヤンデレに迫られまくってて、だけどヤンデレの誘惑に負けたら取り返しがつかないと、ずっと我慢してたんだ。

			　だからひとたび一線を越えてしまうと、自制が……いやいや、落ち着け。ここでローズに陥落したら、このまま監禁される一生になるから。

			「聞きたいのは、俺の手足を動かなくした方法だよ。一体なにをどうやったんだ？」

			「それは秘密だって言ったでしょ？」

			「それは聞いたけどさ。俺を眠らせたときもそうだけど……なんか色々と奥の手を隠し持ってるだろ？　それだけ色々出来るのなら、襲撃されたときに反撃できなかったのかなって」

			「あぁ、それは、さっきまで使えなかったからだよ」

			「……さっきまで使えなかった？」

			「ユズキお兄さんに魔眼を使ったりしたときに色々と覚えたの。これは私の予想だけど、ユズキお兄さんって、物凄く総合評価が高いでしょ？」

			「総合評価？　あぁ、ステータスのことか、たしかに高いけど……？」

			　一般人で５，０００くらい。駆け出し冒険者で１０，０００くらいからだって言ってたけど、俺は称号やらなにやらで１００，０００の大台に乗っている。

			　でも、それがどうしたのだろうと思って尋ねると、総合評価が高い相手に様々な行為をすると、各種スキルの習得や上昇がしやすいらしい。

			　つまり……あれか？　俺に睡眠薬を盛ったり、俺の手足をもいだり、俺の心や体を弄ぶことで、ローズの能力が急激に上昇していく……？

			　も、もしかしなくても、早くこの状況をなんとかしないと、ヤンデレチート娘ができあがってしまうんじゃないか……？

			　えっと……他人の能力を確認する方法は……たしか、鑑定があったな。と言うことで、俺は鑑定スキルを発動。ローズに対して使ってみた。

			【総合評価】：２６，８００

			　総合評価しか見れないのは……鑑定スキルがＦだからか。

			　これじゃ詳細は分からないけど……総合評価だけで十分にやべぇ。既に、普通の女の子ではありえない総合評価になってやがる。

			　クールタイムが終わったら、すぐに逃げ出さないと。

			「ふふっ、どうしたの、ユズキお兄さん。ローズのことが欲しくなっちゃった？」

			「いやいや、なってないから！」

			　と言うか、マジでこれ以上成長されるのはヤバイ。俺の能力は、称号とかヤンデレとかで妙に総合評価が高いだけで、実質的な強さで高いわけじゃない。

			　対してローズは魔法など、戦闘力に直結する能力が上がってる可能性がある。これ以上成長されたら、フェミニストのスキル以前に、どうやっても対抗できなくなる。

			　なんて思っているのに――

			「それじゃ、次はお口でのご奉仕を教えてやるよ」

			　俺はそんなことを口にしていた。

			　……いや、違うんだ。ローズが強くなるのは困るけど、俺が逃げるときに元気なのはもっと困る。なので、限界まで疲れさせる必要があるのだ。

			　

			　――という訳で、数時間が経過。

			　ローズの成長は凄まじかった。どれくらい凄いかというと、俺がわずかな時間で快楽耐性のスキルを習得してしまったくらい凄かった。やったね俺、快楽に強くなったよ！

			「はぁ……凄かったぁ。ユズキお兄さんのことが、もっともっと、好きになっちゃった。今日はこのまま、ユズキお兄ちゃんと一緒に寝ても良いよね」

			　汗でぐっしょりになったゴスロリを脱ぎ捨てたローズが、俺を抱き枕にして眠ろうとする。だけど、まだ不老不死のクールタイムが残っている状態で寝られるのは困る。

			　俺が生き返るときこそ、ローズにはぐっすり眠ってもらわないと困るからな――と言うことで、俺はローズに向かって言い放った。

			「俺はまだ満足してないから、延長戦だ」

			「ふえぇぇぇっ!?　え、えっと……それは、その……私と、もっとしたい、ってこと？」

			「他になにがあるんだよ。俺は動けないから、ローズが頑張ってくれよ？　俺のお願いなら、どんなことだってしてくれるんだろ？」

			　……我ながら凄いことを言ってるなと呆れる。そして、自分で言って興奮してきた。ローズを疲れさせるのが目的だけど、それ以外の感情がないって言えば嘘になりそうだ。

			　なんて考えていると、ローズは真っ赤になりながらも……こくりと頷いた。

			「その、ユズキお兄さんがそう言うなら……私、もっともぉっと、頑張る、ね」

			　

			　――という訳で更に一時間が経過。先ほど習得したばかりの快楽耐性がＥになった。

			　ローズは今度こそ限界とばかりに、ベッドの上に転がる。

			「はぁ……はぁ。もう、なにがなんだか、分からないよぅ」

			「なにを言ってるんだ。まだまだこれからだぞ？」

			「え、え？　あ、あの……私、もう、動けない……」

			「頼む、ローズ。俺のして欲しいこと、全部してくれるんだろ」

			「はうぅ。お、お兄さんに、そんなこと言われたらぁ、私、ことわれないよぅ」

			　と言うことで……快楽に溺れきった顔で腰を振り続けること更に一時間。軽く限界突破したローズは、気絶するように眠ってしまった。

			　結局、クールタイムが終わってから一時間ほど過ぎているし、なんだかんだと言ってローズの総合評価が上がってしまった可能性があるけど……俺が不老不死を使うときに、ローズが万が一にも起きないようにするために必要な行為だった。

			　だから別に、初めての経験に加えて、一生懸命に頑張るローズの虜になったとか、そういう理由じゃない。ないったらないのだ。

			　……むちゃくちゃ気持ちよかったけど。

			　それはともかく、不老不死のクールタイムは消化した。

			　これで一度死ねば、五体満足な状態に復活できるけど……ローズは先ほど眠ったばかり。レム睡眠から、ノンレム睡眠に陥るまで、個人差はあるけどおよそ三十分程度のはず。

			　俺は息を殺して、三十分ほど経過するのを待った。

			　ちなみに、ローズはふらふらにはなっていても、俺が魔法を使う可能性を考えていたのだろう。眠る前に俺に猿ぐつわを付けてしまった。

			　だけど、こんなときのため――に取ったわけではないけど、俺には無詠唱がある。という訳で、俺はファイア・ボルトを自分に指定。魔法陣の展開を始める。

			　……って言うか、光の魔法陣が思いっきり目立ってるな。今はローズが眠ってるから問題ないけど、無詠唱で相手に気付かれずに一瞬で起動――とはいかないみたいだ。

			　――無詠唱のランクを上げたらいけるのかな？

			　少し気になるけど、魔法陣の展開が直ぐ終わったので、確認は後回しだ。俺は即座に無詠唱でファイア・ボルトを起動。

			　可能な限りローズに気付かれないように威力を抑え――自分の首を吹き飛ばした。

			　やがて、自分の死亡ログが流れ――モノクロの世界へと移行する。と言うか、ローズに気付かれないように威力を絞ったおかげで即死できなくて、わりと本気で死ぬかと思った。

			　いや、死んでるし、正しくは死ぬほど痛かった……も違うな。死に際が痛かった？

			　ともかく、俺はローズが目覚めていないのを確認して、ちびメディアが表示するメッセージに手を伸ばし、不老不死のスキルによる復活を選択する。

			　直後、虚空から女神ｖｅｒなメディアねぇがドレスの裾をひるがえして降り立った。紫の瞳にピンク色の髪。神秘的な女神様の姿に思わず息を呑んだのだが――

			「柚希くん――夕べはお楽しみでしたね」

			　うっさいわっ！　……って言うか、あれか。メディアねぇにずっと観察されてたのか。とんだ羞(しゆう)恥(ち)プレイだな。なんかもう、感覚が麻(ま)痺(ひ)して動じなくなってきたけど。

			「そのうち、あらたな刺激を求めるようになるんですか？」

			　ならねぇよ。って言うか、思い浮かべたこと全部伝わるのって話しづらいな。

			「なら、伝えたいことだけ声に出すイメージをしてください」

			　伝えたいことだけ声を出すようなイメージ、ね。じゃあ逆に、伝えようと思わなければ伝わらない感じかな？　テステス、テース。

			　伝えないようにイメージしながらあれこれ考えるけど、メディアねぇの反応はない。上手く遮断できてるみたいだな。じゃあ逆に伝えようと思えば……

			「えっと……こうか？」

			「はい。そうして意識して頂ければ、伝えたいことだけ伝えられます。それにしても、いきなりヤンデレに監禁されるなんて、さすが柚希くんですね」

			「……そうなるように仕組んでおいて良く言うよ」

			　ぼそっと突っ込みをいれる。だけど、メディアねぇは小首をかしげた。

			「……仕組んでませんよ？」

			「え……？」

			「ですから、仕組んでません。わたくしは基本的に見てるだけで、そういった干渉はしていませんよ。ですから、いきなりヤンデレの女の子に出会ったのは、柚希くんの運です」

			「マジか……」

			　ちょっと絶望しそうになった。

			「っと、あまりしゃべってる時間はなさそうなので、さっそく復活させますね。頑張ってください。わたくしは、貴方をずぅっと、見ていますから……」

			　メディアねぇが両手を広げて魔法を使用。俺の肉体が修復され……俺の意識は、再生されたばかりの肉体へと戻された。

			　……ふう。手足が思い通りに動くって素晴らしいな。

			　俺はローズを起こさないように、ゆっくりと身を起こしてベッドから降り立つ。そうして猿ぐつわを外し、念のためにとローズの寝顔を見るけど、まったく起きる気配はない。

			　さすがに、疲れ切ってるみたいだ。

			「……ローズ、ごめんな」

			　恐怖耐性のせいか、はたまた生き返ることの出来る世界だと理解しているせいか、ローズに監禁された事実は、とくにトラウマにはなっていない。

			　それどころか、初めての相手として情を抱いている。だから、そんなローズを置いていくことにも罪悪感はあるんだけど……

			　俺はヤンデレが嫌いだ。

			　人の話を聞かず、こっちの都合をまるで考えてくれない。そうして自分の価値観を押しつけ、自分勝手な理由で俺や父を殺した存在だから。

			　ローズがまったく同じだとは言わないけど……部屋でずっと飼い殺しにされるのは絶対にごめんだ。だから俺は行くよ――と、眠るローズの頬を優しく撫でつける。

			　そして、今度こそ、先ほどは忘れていた気配察知のスキルを起動して廊下へ。周囲に見回りがいないことを確認しつつ、屋敷から脱出。

			　こうして、追いかけてくるローズから逃げつつ、普通の女の子とのスローライフを目指す、俺の異世界での生活が始まった。

		

	
		
			２－１　ギルドの受付嬢がヤンデレのはずがない

			　

			　俺はブラッド伯爵家のお屋敷から脱出することに成功した。

			　だけどグラン島は、その全域がブラッド家の領地とのこと。いくら写真がなく、情報伝達の遅い世界だとは言え、いつかは見つかってしまうだろう。

			　なので、俺は街で情報を集めて、この島から脱出する方法を探した。そして見つけた脱出方法は一つだけ。大陸とグラン島を行き来する船に乗ることだ。

			　でも、誰でも船に乗れるわけじゃない。船に乗って領地を出ることが出来るのは、貴族か許可のある商人。そして、Ｄランク以上の冒険者だけだそうだ。

			　つまり、島から逃げ出すには、商人か冒険者になる必要がある。と言うことで、俺は迷うことなく、冒険者になる方を選んだ。

			　理由はいくつかあるけど、冒険者であれば、ＳＰによる能力の習得という利点を存分に生かすことが出来る。頑張れば俺つえぇ展開も夢じゃない。

			　……相手がヤンデレ娘じゃなければ、な。

			　ちなみに、自分の体質も冒険者を選んだ理由に入っている。ヤンデレに襲われても抵抗できないので、ヤンデレから護ってくれる仲間を見つけようと思ったのだ。

			　

			　――という訳で、俺はアイテムボックスに入っていた金貨を使い、乗合馬車を使って隣の大きな街へと移動。その街にある冒険者ギルドへとやって来た。

			　手前のフロアには受付や依頼が張り出された掲示板などがあり、奥には酒場のようなスペースがある。建物全体が、冒険者らしき人々で賑わっている。

			　街を歩いていたときにも思ったけど、人間の他に、モフモフのミミや尻尾(しつぽ)がある人間――いわゆる獣人もちらほらと見える。なかなかに多様な種族がいる世界みたいだ。

			「いらっしゃい。見ない顔だけど、冒険者ギルドは初めてかしら？」

			　受付に顔を出すと、お姉さんが凜(りん)とした声で出迎えてくれた。耳が長いのは、いわゆるエルフなんだろうか？　美人系のお姉さん……なんだけど、お姉さん――つまりは女性。

			　この受付、もしかして……ヤンデレ？

			　いやいや、常識で考えれば分かることだ。受付と言えば、ギルドの顔。そんな受付のお姉さんが、ヤンデレなんてありえないっ！

			　――と、以前の俺なら思っただろう。

			　けど、ローズと出会って色々な経験をした……変な意味じゃないぞ？　経験をした俺は、今までの俺じゃない。たとえ受付であっても、ヤンデレでないとは言い切れないと警戒する。

			　青いサラサラの髪。そして切れ長の眉に、少し細い青い瞳。知性的な面持ちの女性で、とても狂気を抱えているようには見えない。

			　けど、外見でヤンデレかどうかを判断できないのは経験済み。

			　なにか、ヤンデレかどうかを判断できる情報は……と視線を巡らせた俺は、彼女の豊かな胸の少し上に、ネームプレートが付けられていることに気がついた。

			　

			　受付代表　シルフィー

			　私はヤンデレではありません

			　

			　なるほど、ヤンデレじゃないと書かれているのなら安心だ。……って、なんで、そんなことが書いてあるんだ？

			「えっと。どうかしたの？」

			「いえ、そのプレートに書かれているのはなにかなと」

			「あぁこれ？　ヤンデレじゃない証明ね。ギルドの受付がヤンデレなんてありえないんだけど、書いておかないと心配する人がいるからね」

			「……はぁ。そう、なんですか？」

			　ヤンデレかどうか心配する人……？　そんな心配をするのは、世界広しと言えど俺くらいだと思うんだけど……他にもいるんだろうか？

			　……ま、まぁいいや。なにはともあれ、ヤンデレじゃないと言うのなら安心だ。

			「それじゃ、冒険者の登録をしたいんですけど」

			「冒険者の登録ね。なら、登録料は銀貨一枚よ」

			「分かりました。ではこれで」

			　俺は懐に入れていた銀貨を一枚取り出し、受付のお姉さんへと手渡した――が、お姉さんに銀貨ではなく、手を握られてしまった。

			「お、お姉さん？」

			「とても繊細な手ね。冒険者になって、この手を傷つけるなんてもったいないわ。私が一生養ってあげるから、冒険者なんて止めて私のうちに来ない？」

			　ちょおおおおおっ、彼女がヤンデレじゃないって証明を出したの誰だよっ!?　どう見ても、ヤンデレな感じだよ。強引に手を振り払うことは出来ないし、大ピンチだよ！

		

	
		
			[image: p_123.jpg]
		

	
		
			「えっと……その、すみません。俺は冒険者になりたいので、手続きをしてくれませんか？」

			　ここでダメとか言われたら、周囲に助けを求めようと覚悟を決める。だけど、幸いにして、受付のお姉さんは「それは残念ね」と銀貨を受け取り、手を離してくれた。

			「それじゃ、冒険者としてのプレートを作るから、名前を教えてくれる？」

			「は、はい。……それじゃ、ユ……いや、ミナセでお願いします」

			　ローズの追っ手を警戒して、名前ではなく苗字を名乗っておく。まあ……それがなくても、名前を名乗る勇気はなかったと思うけど。

			「ミナセくんね。少し変わってるけど、素敵な名前ね。私はシルフィーよ。困ったことがあったら、なんでもお姉さんに相談してね。手取り足取り教えてあげるから」

			「……て、手取り足取り？」

			　いや、丁寧にという意味であり、今回は必要以上に丁寧にという意味なんだろうけど……先日、手足を封じられて色々教えられたので、思わず身震いをしてしまった。

			「それじゃ、ステータスを確認させてもらうわね。この水晶に手を置いてくれる？」

			　シルフィーさんはカウンターの上にコトリと、水晶が取り付けられている道具を置いた。ステータスを確認するマジックアイテムかなにかなんだろう。

			「そのステータスの確認って、もしかして、全部見られるんでしょうか？」

			　ぶっちゃけ、総合評価１００，０００超えだけでも見られたら騒動になる気がする。ましてや不老不死とか女神メディアの寵愛を受けたとか異世界からの旅人を見られた日には……

			「ふふ、心配しなくても大丈夫よ。犯罪に関わるような危険な称号やスキルがないか確認するだけだから、それ以外のスキルが表示されることはないわ」

			「なるほど。そういうことなら……」

			　俺は水晶に手のひらを押し当てた。直後、水晶が真っ黒に染まり、警報がギルド全体に鳴り響く……って、なにごと!?

			「お、おい、あれ見ろよ」

			「嘘、水晶が真っ黒よ！　あの人、なにをやったの!?」

			　周囲にたむろっていた冒険者達が事態に気付き、あたりは騒然となった。あれ、なんかヤバイ予感がするけど、どうしたら良いんだ？

			「――何事だ!?」

			　受付の奥から、がたいの良いおっちゃんが飛び出してきた。

			「あら、マスター。なんでもありませんよ？」

			「水晶が真っ黒に染まってなんでもないはずあるか！　まさか重犯罪者か!?」

			「え!?　ちょ、待ってください。俺は別に犯罪なんてしてませんよ!?」

			「犯罪者は大抵そう言うんだ！　そこの冒険者達、報酬を出すから、この少年をすぐに引っ捕らえ――へぶぅ」

			　引っ捕らえろと指示を出す寸前、マスターと呼ばれていたおっちゃんは、シルフィーさんの持つ束ねた羊皮紙で顔面を叩かれ、強制的に口を閉じさせられた。

			「ミナセくんに手荒なまねをしたら、私が許しませんよ？」

			「……は？　シ、シルフィーはなにを言っているんだ？　彼は重犯罪者だろ？」

			「違います。人の話はちゃんと聞いてください。それとも聞こえてないんですか？　だったら、その耳に風穴を開けますよ？」

			　美人なお姉さんがすました笑顔で、さらっと毒を吐く。それに対して、ギルドマスターとおぼしきおっちゃんは顔を引きつらせた。

			「ど、どうしたんだ、シルフィー。いつもと様子が違うんだが……」

			「私のことは良いですから。この判定結果を見てください」

			「水晶を黒く染めたステータスか？　ええっと、なになに――なっ!?　ヤンデレに死ぬほど愛される：ＳＳＳだと!?」

			　ざわっ、ざわわっ！　と、さっきまで以上に周囲がざわめいた。

			　ええっと……これは、あれか？　ＳＳＳのスキル保持者とか凄ぇ！　あいつはこれから有名になるぞ、今のうちにお近づきになっておこう！　とか、そう言う……

			「お、おい、聞いたか？　ヤンデレに死ぬほど愛されるの保有者だぜ」

			「ああ、しかもＳＳＳだと。災害級のスキルじゃねぇか！」

			「やべぇ……近づかないようにしないと」

			　……うん、知ってた。

			　そして予想どおり、さささっと、周辺の女性――ばかりか、男性も後ずさっていく。そうして周囲に残ったのは、ギルドマスターのおっちゃんと、シルフィーだけになった。

			「シルフィーお前も、下がれ。こいつは俺が担当する」

			「え、嫌ですよ。ミナセくんは私のところに来たんだから、私の担当ですよ？　と言うか、これからずっと、私がミナセくんの専属です」

			「――馬鹿なっ!?　まさか、もうヤンデレ属性を覚(かく)醒(せい)させられたのか!?　いくら災害級のＳＳＳとは言え、日中ならそこまでの効果はないはずだろ!?」

			　……なにやら、酷い言われようである。

			　いや、相手からしてみれば、恐ろしい伝染病のキャリアが、人混みの中にやって来た感じなのかもしれないけどさ。

			　それにしても、日中ならってなんだろう？　夜になったらスキルの効果が上がる――なんて説明はなかったはずだけど。

			「おい、今の聞いたか？　シルフィーさんもヤンデレだったみたいだぞ？」

			「マジかよ！　彼女だけは、ヤンデレじゃないって信じてたのに！」

			「いやでも、あいつのスキルで覚(かく)醒(せい)させられたんじゃないか？」

			「だからだよ。それはつまり、潜在的にヤンデレだったってことだろ！」

			　ふと気がつけば、俺達と遠巻きにしている連中から、シルフィーさんに対するあれこれが聞こえてくる。これ、どう考えても俺のせいだよ。

			　……なんか申し訳ない。

			「ここで話すのはまずいな。少年、シルフィー。続きは奥の部屋で話すぞ」

			　有無を言わさぬ勢いで、俺は奥の部屋へと連れて行かれることとなった。目立たないという目標は見事に失敗した訳だけど……なんか、想定していたのと色んな意味で違う。

			　

			　連れて来られたのはギルドの奥にある会議室。俺はマスターとシルフィーの向かいの席で、二人にじーっと見られていた。

			「さて、少年。いくつか聞きたいことがある」

			　重苦しい沈黙を破り、マスターが口を開くが、

			「――ミナセくんです」

			　シルフィーがマスターに詰め寄った。

			「む、な、なんだ？」

			「で す か ら、少年ではなく、ミナセくんです。ちゃんと名前で呼んでくださいね」

			「うっ、む。ミナセくん、か？」

			「ええ、そうです」

			　ヤンデレが恐いのか、はたまたシルフィーさんがもともと恐かったのか。満足気に笑うシルフィーに対して、マスターは顔を引きつらせている。

			「それで、あ～、ミナセくんか？」

			「ミナセで良いですよ」

			　おっちゃんに、くん付けで呼ばれるのは気恥ずかしいと提案をする。マスターも同じように感じていたようで、助かると頷いた。

			「では俺もグレイブと呼んでくれ」

			「グレイブさんですね。それで、聞きたいことというのはなんでしょう？」

			「うむ。まずは一つ目の質問だ。ミナセはグラン島出身ではないな？」

			「え……」

			　なんでバレたんだ？　ステータスは、怪しいスキルだけをチェックすると言ってたはずだけど……実は、他の項目もチェックしてたのか？　それとも、称号も引っかかったのか？

			「その反応、どうやらアタリのようだな」

			「……カマを掛けたんですか？」

			　やられたと、唇を噛む。その瞬間、

			「そうなんですか、マスター？」

			　ずずずっと、シルフィーがグレイブさんに詰め寄った。その瞬間、グレイブさんの顔が恐怖に引きつっていく。

			「い、いや、落ち着け。彼のような存在が前からこの島にいれば噂にならないはずがない。だからそうだと思って確認しただけだ。決して悪意を持って騙(だま)したわけじゃない！」

			「……なら良いですけど」

			　必死に否定するグレイブさんに対し、シルフィーさんはそう言って椅子に座り直した。

			　許されたグレイブさんは、ほっとため息をつく。

			　その瞬間――

			「……次はないですよ」

			　シルフィーさんがぼそりと付け加え、グレイブさんはびくりと身を震わせた。

			　なんなんだろうな。このなんとも言えない状況は。

			　俺的には、シルフィーさんのヤンデレが、俺に危害を加える感じじゃなくて、ちょっと安心した……なんて、かなり毒されてるな。

			　取りあえず、このままじゃ話が進まなそうなので、「それで、どうしてそんなことを聞くんですか？」と続きを促(うなが)す。

			「あぁ、そうだったな。聞きたいのは、ミナセの目的だ。なにが目的でこの島に来た？　冒険者になろうとしているのはなぜだ？」

			「個人的な理由……じゃダメですか？」

			　なんとなく尋問されている気がしたので、答えをはぐらかす。グレイブさんにもそれは伝わったのだろう。渋い表情を浮かべた。

			「むう。では単刀直入に聞こう。ミナセは我がギルドを潰すつもりか？　もしそうだとしたら、我々はミナセを捕らえなくてはならんが？」

			「ふぁっ!?」

			　ギルドを潰す？　なんでそんな風に思われたんだ？　そんなつもりは一切ない――と、言い訳は口にする暇がなかった。

			　シルフィーが再びグレイブさんに詰め寄ったからだ。

			「……マスター？　さっき、私、言いましたよね？　次はないって」

			「いいいいや待て、落ち着け！　彼が危険人物でなければ問題ない。だが、もし危険人物だったら捕らえるのは必要な処置だ！　それくらい、シルフィーだって分かるだろう？」

			「……………………」

			「な、なにか言ってくれないか？」

			「………………………………」

			「うぐぐ。で、ではこうしよう。捕らえた場合は、ミナセの身柄をキミに任せよう。キミの部屋なりどこへなり監禁して、好きにすると良い。それでどうだ？」

			「それなら問題ありませんね」

			「――ありますよね!?」

			　俺は思わず悲鳴を上げる。

			　せっかくローズから逃げてきたのに、今度は別のヤンデレの手によって監禁とか冗談ではない。と言うか、先々でヤンデレに拉致監禁される旅とか斬新すぎだ。

			　俺は二人に向かって断固抗議した。

			「まぁまぁ、落ち着きたまえ。拘束するのはあくまで、キミの素行に問題があった場合だ」

			「ミナセくんは私の心を奪ったので、問題ありありです。今すぐ拘束しましょう」

			　あぁぁぁぁ。さっきまで俺の味方をしてたのに、シルフィーさんが一瞬で敵に回ってしまった。自分に被害がなければいいやとか思ってたから、罰が当たったんだろうか？

			「と、取りあえず、俺にギルドに敵対する意志はありません。むしろ、なぜそんな疑いをもたれたのか、教えて欲しいくらいです」

			「……ふむ。キミは、我がギルドの人気受付嬢、シルフィーの現状を見た上で、そんなことを言っているのか？」

			「すみません、俺が悪かったです」

			　思わずテーブルに額をこすりつける勢いで謝った。

			「ふむ……取りあえず、ミナセはギルドに敵対する意志がないということで良いのか？」

			「はい、それはもちろんです」

			　グレイブさんの問いかけに対して、まっすぐに目を見て答える。

			「……分かった。ミナセがそう言うのなら信じよう」

			「信じて、くれるんですか？」

			　信じて欲しいとは思っていたけど、あっさり信じてもらえるとは思ってなくて驚く。

			「冷静に考えたら、ミナセにギルドを潰せるはずがないからな」

			「ええっと？」

			　どういう意味だろうと首をひねる。するとグレイブさんはシルフィーさんをチラリ。

			「どう考えても、尋常ではない被害を受けるのはギルドではなく、ミナセだろうからな」

			「ぐぅ……」

			　正論過ぎでぐぅの音しか出ない。

			「という訳で、だ。ミナセをギルドメンバーとして受け入れる。もちろん。シルフィー以外の受付嬢には近づかないなど、いくつか制約は付けさせてもらうがな」

			「分かりました。寛大な対応、ありがとうございます」

			「よし、決まりだ。シルフィーもそれでいい……か？」

			　グレイブさんの語尾が不安げだったのは、シルフィーが俺を監禁したがっていたからだろう。はっきり言って、俺も恐かったんだけど……

			「ミナセくん、時々で良いからギルドに顔を出してくれますか？」

			「え、それは、うん。もちろん」

			　将来的には島を出るつもりだけど。なんて言えるわけもなく、俺はこくりと頷いた。なんか、思いっきり死亡フラグを立てた気がするけど……死んでも生き返るからいいや。

			　そんな訳で、シルフィーさんは「それならかまいませんよ」と了承してくれた。

			「よし。それではシルフィーは、ミナセの冒険者登録をしてきてくれ」

			「分かりました。さっそく登録してきますね」

			　シルフィーさんが会議室を出て行った。それを見届け……俺達は揃ってため息をつく。

			「ミナセ、シルフィーが迷惑をかけてすまんな」

			「え、どうしてグレイブさんが謝るんですか？　謝るのは俺の方ですよ。俺のスキルで、シルフィーさんをヤンデレ化させてしまった……ってことですよね？」

			「たしかにミナセの【ヤンデレに死ぬほど愛される】のランクは規格外だが、ヤンデレ化の対策をするのはギルドとして当然だからな」

			「対策を取るのが当然、ですか？」

			「冒険者ギルドには、色々なやつが集まるからな。同系列のスキルを持ってるやつは他にもいるさ。もっとも、ミナセほど高ランクなのは初めてだがな」

			「なるほど……」

			　と言うか、ヤンデレなメディアねぇが作った世界だけあって、ヤンデレが社会問題になってるんだな。ある意味では予想どおりだけど……いや、さすがに斜め上だわ。

			「それに、いくらヤンデレに死ぬほど愛される：ＳＳＳとは言え、誰彼かまわずシルフィーのようになるわけじゃないからな」

			「……そう、なんですか？」

			「ああ。誤解されがちだが、スキル保持者に好意を抱いていなければ、ヤンデレ化したとしても、あんな風になることはないからな」

			「あぁ……そっか」

			　言われてみればその通りだ。

			【ヤンデレに死ぬほど愛される】は、ヤンデレから向けられる好意を増幅する能力がベースで、周囲の人間をヤンデレ化させる効果がある。

			　でも、シルフィーさんに他に好きな人がいたりすれば、仮にヤンデレ化したとしても、そのヤンデレ行為が俺に向くことはない。

			　つまり、ローズやシルフィーさんが俺に対してヤンデレ化したのは、スキルだけが原因じゃないってこと。嬉しいような、悲しいような……微妙な感じである。

			「そういう訳で、ヤンデレ化を防げなかったこちらに落ち度がある。なにか困ったことがあれば、便宜を図ることくらいはしよう」

			「こっちのスキルが原因なのに、そう言われると非常に心苦しいんですが」

			「気にするな。それで、なにか困ったこととかはないか？」

			「……なら一つだけ。冒険者としての仲間を募集したいのですが」

			「――悪いがそれは無理だ」

			「即答!?」

			　さっき便宜を図るって言ったのに、それはないよと落ち込む。

			「いや、冷静に考えてくれ。ヤンデレが引き起こす惨劇に巻き込まれると予想できていて、仲間になろうとする男がいると思うか？」

			「……思いませんね」

			「では、一緒にいたらヤンデレ化すると予想できるのに、ミナセに近づこうとする女性がいると思うか？」

			「それも思いませんね」

			「だろう？　むろん、ミナセを気に入ったヤンデレなら喜んで仲間になるだろうがな」

			「それはさすがに……」

			　ヤンデレから護ってもらうのが目的なのに、ヤンデレを仲間にするとか本末転倒すぎる。

			　……うん、八方塞がりだな。遠くない未来、ローズの差し向けた追っ手が来る可能性が高いのに、このままじゃローズにお持ち帰りされてしまう。

			「……なにか方法はありませんか？」

			「方法、か。あえて言うのなら、奴(ど)隷(れい)を購入するくらいだな」

			　グレイブさんから聞かされた方法に、「あぁ……」と、俺は唇を噛んだ。

		

	
		
			２－２　ヤンデレじゃない女の子

			　

			　グレイブさんに奴(ど)隷(れい)商のお店を教えてもらった俺は、その足でくだんの商会を訪ねた。

			　本音を言えば、奴(ど)隷(れい)を購入するのには抵抗がある。これは俺が日本人だったからというだけではなく、自分の境遇と重ねてしまうからだ。

			　ようするに、奴(ど)隷(れい)として売られ、自分の意志に関係なく仕えさせられる奴(ど)隷(れい)と、ヤンデレ娘に捕まり、自分の意志を無視して扱われる自分と、境遇を重ねてしまう。

			　けど、他に仲間を持つ方法がないのも事実。

			　――あの後、ギルドの奥にある部屋から出てきた俺を見て、みんながずさーっと引いていった。まあ……シルフィーさんなんかは寄ってきたけど、ヤンデレだから除外。

			　仲間を得るには、奴(ど)隷(れい)を買うしかないという結論に至ったのだ。

			　なんて、自分でも、そんな風にあっさり割り切れるのが少し不思議だけど……たぶん、精神力なんかに掛かっているプラス補正のおかげなんだろう。

			　もとから図太い方だと思うけど、最近は更に図太くなった気がするからな。

			　

			　そんな訳で、お店にある応接間。

			　中年のやり手そうな男性が、愛想の良い笑みを浮かべて俺を出迎えてくれた。

			「いらっしゃいませ。私はこの店のオーナーを務めるラングと申します。本日はどのような奴(ど)隷(れい)をお求めでしょうか？」

			「実は……旅の仲間に奴(ど)隷(れい)が欲しいんです」

			「仲間……ですか？　失礼ですが、仲間が欲しいのであれば、冒険者ギルドへ行かれた方が良いのではないですか？」

			　奴(ど)隷(れい)商が不思議そうな顔をする。

			「少々訳ありでして。……実は、ギルドマスターであるグレイブさんに、ここは信頼できるお店だと勧められてきたんです」

			「……ほう、ギルドマスターに。それはそれは……光栄ですな」

			　奴(ど)隷(れい)商は少し嬉しそうな笑みを浮かべ、それで訳ありというのは？　と促(うなが)してきた。

			　なので、俺は自分がヤンデレに死ぬほど愛される：ＳＳＳの保有者であることを打ち明けた。その瞬間、奴(ど)隷(れい)商は顔を思いっきり引きつらせる。

			「ヤ、ヤンデレに死ぬほど愛される：ＳＳＳの所有者、ですか？」

			「ええ、そうなんです。それで困っていて」

			「も、申し訳ありません。少々お待ちください！」

			　奴(ど)隷(れい)商は丁寧な態度を取りつつも、慌てて部屋から退出。

			　廊下から「おい、女達を全て下がらせるんだ！　私が良いと言うまで、決して近づけさせてはいかん！」なんて声が聞こえてきた。

			　なんか……あれだよな。凶悪な伝染病のキャリアがお店に乗り込んできた、みたいな反応だ。凄く申し訳ない気持ちになる。

			　なんて、身を縮こまらせていると、ほどなく奴(ど)隷(れい)商が戻ってきた。

			「失礼、お待たせいたしました」

			「いえ、その……こちらこそ、なんか申し訳ありません」

			「あぁいえ、とんでもない。対策は取っているのですが、さすがにＳＳＳは不安で……いえ、こちらこそ、不快な思いをさせて申し訳ありません」

			　叩き返されたって仕方ないと思ったのに、逆に頭を下げられてしまった。

			　ギルドのときにも思ったけど、やっぱりヤンデレ化に対する価値観が俺――と言うか、日本人とは違う。この世界を作ったのがヤンデレ女神様なことが関係してるのかな？

			　……そうかもしれないな。

			　なんにしても、ヤンデレに死ぬほど愛され体質の俺としては助かる。危険人物として、隔離されてもおかしくなかったからなぁ。

			「コホン。話を戻しましょう。お客様のお求めは、仲間になり得る奴(ど)隷(れい)、ですね。失礼ですが、ご予算はいかほどでしょうか？」

			「金貨九枚が上限です」

			「金貨九枚、ですか……」

			　奴(ど)隷(れい)商は難しそうな顔をした。

			　銀貨一枚あれば、食事付きで宿屋に一泊できて、銀貨が百枚で金貨が一枚の計算。

			　なので、金貨九枚は二、三年は暮らせるだけの金額になる。人間を買う金額と考えると安い気もするけど……グレイブさんは金貨数枚あれば買えるって言ってたんだけどな。

			「金貨九枚では厳しい感じですか？　かなり安い奴(ど)隷(れい)もいると聞いたのですが」

			「もちろん、奴(ど)隷(れい)と言ってもピンキリでして。たしかに、金貨一枚くらいで買える奴(ど)隷(れい)もおります。ですが、お客様のお求めは、仲間になり得る奴(ど)隷(れい)、ですよね？」

			　俺はこくりと頷いてみせる。

			「そうなると、犯罪奴(ど)隷(れい)や、素行の悪い者では役に立ちません」

			「それは、えっと……その、契約みたいなものはないんですか？」

			　ファンタジー系の物語で良くある、強制力の働く奴(ど)隷(れい)契約。ローズの魔眼が似たような能力だし、そういう能力もあるはずだと思って尋ねる。

			「もちろん、奴(ど)隷(れい)契約はいたします。が、信頼は契約では買えませんし、契約でがんじがらめにしては、戦闘中のとっさに動けません」

			「なるほど……」

			「なので、仲間に出来るような奴(ど)隷(れい)というと、やむにやまれぬ事情で奴(ど)隷(れい)になったモラルのある人物で、なおかつ戦闘もこなせる者ということになりますので数は多くありません。島の外からお取り寄せは可能ですが……」

			「そのぶん、値段が高くなるという訳ですね」

			　奴(ど)隷(れい)の値段が思ったより高かったというよりは、俺の求めている要求レベルが高かったということ。そうなると、もっとお金を貯める必要があるかもしれない。

			　でも……仲間がいない現状はかなり危険なんだよなぁ。

			　今のままだと、ヤンデレに掴まれたら振り払うことも出来なくて、そのままお持ち帰りされて部屋に監禁。両手足を動かなくされて弄ばれるまである……と言うかあった。

			「戦闘力を除外したら、手が届きそうな奴(ど)隷(れい)はいますか？」

			「戦闘力の除外ですか？　そう、ですねぇ……あぁ、そう言えば」

			　奴(ど)隷(れい)商がぽんと手を打った。

			「なにか、心当たりがあるのですか？」

			「ええ。確認ですが、信頼の置ける相手であれば問題ないということですね？」

			「そうですね。ひとまずはその条件を満たしていれば」

			「では、お客様と同い年くらいの少女でもかまいませんか？」

			「え？　それは……ヤンデレの女の子という意味ですか？」

			　たしかに、ヤンデレなら、文字通り命に代えても俺を守ってくれる子はいるだろう。そして、奴(ど)隷(れい)として、俺に手出ししないように命令すれば、俺の安全も保障されるかもしれない。

			　けど、契約で守られるとは言え、ヤンデレと一緒にいるのは気が休まらないし、契約で束(そく)縛(ばく)して、相手の気持ちだけを利用するというのもありえない。

			　だから、断ろうとしたのだけど……

			「誤解なさらないでください。相手はヤンデレ化耐性：Ｓを持つ少女なんです」

			「ヤ、ヤンデレ化耐性：Ｓ？」

			　名前から考えると、ヤンデレ化に対する耐性があるということだろうけど……そんなスキルまであるんだな。さすがはヤンデレ女神様の作った世界だ。

			「言うまでもないことですが、ヤンデレ化は深刻な社会問題です。なので、ヤンデレ化耐性を持つ奴(ど)隷(れい)は非常に高価なんですが……その娘は少々訳ありでして」

			「訳あり、ですか？」

			　事情を聞くと、奴(ど)隷(れい)商はその少女について詳しく教えてくれた。

			　くだんの少女は没落した商家の娘で教養があり、見目麗しく、ヤンデレ化耐性がまれに見る高さだったことで、娼館に高額で売られることが決まっていたそうだ。

			　けれど、当人を扱っていた奴(ど)隷(れい)商のお店が火事になり、少女は顔に大やけどを負った。それで商品価値がなくなり捨て値で売りに出されたところを、この店の店主が買い取ったそうだ。

			「火傷(やけど)の痕って……魔法で消せないんですか？」

			「本来であれば可能ですが、その少女には回復魔法が効かないんです」

			「……魔法が効かない？」

			「能力の低下に加え、回復魔法を受け付けない身体。彼女には【衰弱の呪い】が掛けられているんです」

			「それはまた……解除は不可能なんですか？」

			「呪いを掛けた本人が解く以外には、呪いのランクを上回る解呪魔法なら可能ですね。ただ、少なくともこの島には、彼女の呪いを解くことの出来るスキル保有者はおりません」

			「そうですか……」

			　恐らくは、ローズの魔眼と似たような感じだろう。魔法で解呪が可能なら、俺がいつかなんとか出来るはずだけど……それを考えるのは買うか決めてからだな。

			「いかがでしょう？　かなり痛々しい見た目ですが、気立ての良い性格ですし、なによりヤンデレ化耐性持ちの少女です。お客様のご希望に添えると思いますが」

			「そうですね……」

			　ローズの追っ手対策にはならないと思うけど、普通のヤンデレから守ってもらうくらいは出来るだろう。それにこの世界は、ヤンデレが多いみたいだからな。

			　ヤンデレ化に耐性のある女の子は貴重だと思う。

			「あ、確認したいんですが、俺のスキルはヤンデレに死ぬほど愛される：ＳＳＳなんだけど、ヤンデレ化耐性：Ｓで大丈夫なんですか？」

			「ランク的にはなんの問題もありません。お客様のスキルはあくまで、ヤンデレを惹きつけるのがメインで、ヤンデレ化はオマケでしかありませんから」

			「あぁ、なるほど」

			　ヤンデレに死ぬほど愛される：ＳＳＳは、ヤンデレから向けられる好意は＋１００％にするのに対して、隠れヤンデレ属性を引き出すのは＋10％って話だからな。

			　ヤンデレ化耐性が、ヤンデレ属性を引き出されないようにすることに特化しているのなら、多少のランク差なんて余裕でひっくり返せるのだろう。

			「ただ、先ほども言いましたが、呪いにより能力が低下しています。そしてそれは、ヤンデレ化耐性も例外ではありません」

			「それは……大丈夫なんですか？」

			「それを踏まえた上で問題ありません――と、言いたいところですが、世の中には例外がありますからね。念のために、奴(ど)隷(れい)の契約を使って保険をかけておく方が良いでしょう」

			「なるほど。……ちなみに、お値段のほどは？」

			「金貨二枚でいかがでしょう？」

			　必要最低限の条件を満たしていて、奴(ど)隷(れい)としてはかなり安い金額。

			　しかも、デメリットは将来的になんとか出来るかもしれない。これは買うしかないだろう。本当にヤンデレ化しないなら、だけどな。

			「その女の子、本当にヤンデレ化しないか確認させて頂けますか？」

			「ええ、もちろんです。今は日中ですし、ヤンデレ化などあり得ません。購入前はもちろん、購入して三日以内にヤンデレ化した場合は、返品も受け付けますよ」

			「……日中なら大丈夫なんですか？」

			「ええ。でなければ、夜を乗り越えられませんからね」

			「そう、ですね」

			　いや、どういうこと？　常識のように言われたから思わず相づちを打ったけど、よく分からない。ギルドでもそんなことを言ってたけど、夜の方がヤンデレ化しやすいのか？

			　気になるけど……この世界での常識なら、ここでは聞かない方が良さそうだな。

			「それでは、準備をさせますので、少々お待ちください」

			　――待つこと数分。一人の奴(ど)隷(れい)が姿を現した。が、フード付きのローブをすっぽり被っていて、外見はもちろん、女の子なのかすら判断できない。

			「クラウディア、お客様に自己紹介なさい」

			「……はい。初めまして、お客様。あたしはクラウディアと申します」

			　あ、女の子だ。そして美少女だ。そう思ってしまうほどの透明感のある声が響いた。俺はその声に聞き惚(ほ)れてしまう。

			「……あの、お客様？」

			「あぁ、ごめん。俺はユズキ。キミの購入を考えている」

			「それは……えっと。あたしの外見や呪いのことを知った上でのお言葉ですか？」

			「呪いや火傷(やけど)のことは聞いてるよ。……ぶしつけで申し訳ないけど、クラウディア、キミの顔を見せてもらえるかな？」

			　本当にぶしつけだけど、もし購入するとなると、ずっと顔を見ないなんて出来ない。だから、今のうちに見せてもらおうとお願いする。

			「……かしこまりました」

			　クラウディアが少し震える指でフードを掴み、ゆっくりとローブを脱ぎ去った。その下にはなにも着けておらず、素っ裸だった。けど、俺はそれに動揺しなかった。それよりも、顔から胸の右半身に広がる、酷い火傷(やけど)の痕を目にしてしまったからだ。

			　奴(ど)隷(れい)というわりに、青みがかった銀髪はサラサラだし、ずいぶんと清潔にしている。だけど、だからこそ、その火傷(やけど)の痕は酷く痛々しい。
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			「ありがとう、もう十分だ」

			「……はい。お見苦しい姿をお見せしました」

			　クラウディアはローブを羽織りなおす。けれどフードで顔を隠すことはなく、まっすぐに俺を見た。澄んだエメラルドグリーンの瞳が俺を見つめている。

			「……いかがですか？　お客様は、あたしの火傷(やけど)を見ても、購入されるおつもりですか？」

			「ああ。火傷(やけど)のことなら問題ない。俺にとって重要なのは内面だからな」

			「…………え？」

			　クラウディアは酷く驚いたように目を見開いた。もしかして、今のやりとりを経て、やっぱり買うのを止める――って言うパターンが過去にあったのかな？

			「俺が求めてるのは、信頼できる相手だ。俺はそれをキミに求めている」

			「……奴(ど)隷(れい)であるあたしに、ですか？　なにか訳ありなのでしょうか？」

			「ああ。実は俺、ヤンデレに死ぬほど愛される：ＳＳＳの保有者なんだ。だから、ヤンデレ化に耐性があるキミが欲しい」

			「ヤンデレに死ぬほど愛される：ＳＳＳ、ですか……」

			　クラウディアは目を見開くけど、そこに怯える様子はない。自分のヤンデレ化耐性：Ｓが上回っている自信があるんだろう。

			「それで、あたしになにをさせるおつもりですか？」

			「――こほんっ」

			　奴(ど)隷(れい)商が咳払いをした。奴(ど)隷(れい)が、お客に対して立ち入りすぎだと言いたいのだろう。それに気付いたクラウディアは、即座に頭を下げた。

			「その辺は後で話すよ。取りあえず、キミを購入したいんだけど……異論はあるか？」

			「異論などありません。もとより、拒否する権利なんてありませんから」

			「その上で、君の意志を聞きたい」

			「……では、一つだけ質問をお許し頂けますか？」

			　クラウディアの言葉に奴(ど)隷(れい)商が少しだけ渋い表情を浮かべた。せっかく纏(まと)まりかけている商談が潰れないかと心配なのだろう。

			　だけど、俺は極力相手の意思を尊重したいので、なんなりと聞いてくれと答えた。

			「では、お尋ねします。貴方様はあたしを殺しますか？」

			「……はい？」

			「虐(ぎやく)待(たい)目的で、安い奴(ど)隷(れい)を買う方がいると聞きます。貴方様は……」

			「さっきも言ったけど、俺の目的は信頼できる相手を見つけることだから殺さないよ。もちろん、むやみに傷つけたりもしない」

			　クラウディアにとっては重要なんだろうと思って、可能な限り真面目な口調で答える。

			「……信じます。それに、火傷(やけど)を見た上で購入したいと言ってくださったのは貴方様が初めてです。だから、貴方様に買って頂きたいです」

			　クラウディアは微笑んだ。その笑みは、火傷(やけど)のせいで少し引きつっていたけど……俺はそんなクラウディアを見て可愛いと思った。

			　俺にとっては初めて知り合ったとも言える、ヤンデレじゃない普通の女の子。そして、それだけじゃなくて、物怖じしない性格が気に入った。

			　だから――

			「ぜひキミのことを買わせてくれ」

			「はい。今、このときより、貴方様があたしのご主人様です」

			「うん。これからよろしくな、クラウディア」

			　こうして、普通の女の子とのスローライフが始まった――と、このときの俺は思っていた。

		

	
		
			２－３　押しに弱いクラウディア

			　

			　俺がこの世界――アルゴーニアについて知っていることはあまり多くない。魔法やスキルのあるゲームのような世界だと言うことくらいで、システムの詳細も理解していない。

			　この世界にとっての常識を聞くことで、俺が転生者だって知られるのを警戒したからだ。

			　けど、奴(ど)隷(れい)契約のあるクラウディアになら安心して聞くことが出来る。という訳で、クラウディアを購入した俺は、宿に直行したのだけど――

			「まさか購入されて半刻と経たずに、身体を求められるとは思ってもみませんでした……」

			　部屋の隅っこ。クラウィデアが自分の身体を抱きしめて怯えている。

			「いや、俺がクラウディアを購入したのは」

			「――分かっています。あたしも奴(ど)隷(れい)として売られたからには、そういう行為を求められたら、応えなきゃいけないことは理解しています」

			「いや、そうじゃなくて」

			「――心配して頂かなくても大丈夫です。あたしは娼館に売られる予定でしたから、手管は習いましたし、覚悟だってとっくに出来ています」

			　なんかこの子、とんでもない告白を始めたぞ。

			「覚悟が出来てるのは立派だけど、俺の話を」

			「でも、あたしの身体には醜い火傷(やけど)の痕があるし、ご主人様も外見は気にしないと言っていたので、そういう目的ではないのかなって、ちょっとだけ期待して……」

			「俺が言いたいのはそういうことじゃなくてだな」

			「――いえ、抵抗するつもりはありません。初めてでつたないかもしれませんが、精一杯ご奉仕するので好きに使ってください！」

			「……うん。取りあえず、人の話はちゃんと聞こうな」

			　恐怖からか、ギューッと目をつぶる。そんなクラウディアのホッペは……火傷(やけど)の痕が抓(つね)ると痛そうなので、脇腹のあたりをつまんだ。

			　クラウディアは目を見開き、俺を見てぷるぷると震える。

			「……ご、ご主人様は、加虐性癖の持ち主じゃないって言いましたよね？」

			「言った言った。取りあえず、性奴(ど)隷(れい)的な扱いをする気はないから落ち着け」

			「そう、なのですか？　では、朝のご奉仕や、寝る前のご奉仕。下着は着用せず、いつでも、どこでも、求められたらすぐ受け入れるように準備――とかは、しなくて良いんですか？」

			　恐らくは俺と同い年くらいの女の子の口から、綺麗な声で過激な発言がポコポコ飛び出してきて、俺はドン引きである。

			「……誰だよ。そんなこと言ったのは？」

			「あたしの教育係だった、もと娼婦のお姉さんですが」

			「なるほど……」

			　なんか思いっきり納得してしまった。

			「取りあえず、そういうことを強制したりはしないから安心しろ。まずは、クラウディア、キミに色々と教えて欲しいんだ」

			「え、それはその……殿方を悦ばす手管を、ですか？」

			「そこから離れろっ」

			　俺がそんな技術を覚えてどうするって言うんだ、まったく。

			「取りあえず話を聞きたいだけだ。ただ、その前に二つほど奴(ど)隷(れい)契約で命令させて欲しいんだけど、かまわないかな？」

			「えっと……あたしに拒否権はないので。どんなエッチな命令でも従いますけど」

			「取りあえずエッチな命令ではない。そして、クラウディアが誓いを拒否したとしても、危害を加えて強制――なんてマネはしないから安心してくれ」

			　奴(ど)隷(れい)の契約による誓いを破ろうとするとおそらく、俺がローズとの約束を破ろうとしたときのようになる。つまり、誓った内容には決して逆らえない。

			　なので、誓うこと自体は、むやみに強制したくないのだ。

			「えっと……そう言われましても。契約の内容を言ってくださらなければ、あたしとしては、なんとも答えられないんですけど」

			「一つ目は簡単だ。もしヤンデレ化することがあったら、可能な限り早く教えてくれ」

			「それはもちろん誓わせて頂きますが……可能な限り、ですか？」

			「ああ、可能な限りで問題ない。俺に報告できないような状況でヤンデレ化して、あの死ぬような恐怖を与えるのは忍びないからな」

			「『あの』と言うことは……もしかして、ご主人様も？」

			「……ちょっと、ヤンデレの娘に監禁されてな。色々あってなんとか逃げおおせたけど……そのうち追っ手が来ると思う」

			「うわぁ……」

			　監禁という単語から色々察したんだろう。クラウディアは哀れむように俺を見た。

			　家が没落して奴(ど)隷(れい)にされ、更には大火傷(やけど)まで負った女の子に同情されるってどれだけだよって思ったけど、ヤンデレ娘に監禁されて、手足の自由を奪われて弄ばれた俺も負けてなかった。

			「……って、ちょっと待ってくださいよ。もしかしてあたしに、その追っ手からご主人様を護れって言ってます？」

			「いや、呪いのことは聞いてるから。将来的に護ってくれたら嬉しいけど、取りあえずは非力なヤンデレ相手から護ってくれると嬉しい」

			「……非力なヤンデレ、ですか？」

			「実は、フェミニストがＳあるから、ヤンデレに迫られても抵抗できないんだ」

			「フェミニストのＳ……それはまた、最悪の組み合わせですね」

			　酷い言われようだけど、まったくもって否定できないな。

			　なんでヤンデレに死ぬほど愛される：ＳＳＳを持ってるにもかかわらず、フェミニスト：Ｓなんて習得してしまったのか。あのときの自分を問い詰めたい。

			「その辺の事情を話す前に、二つ目の誓いだ。俺はクラウディアに、これからいくつかの秘密を打ち明けるから、俺が不利益になる情報を第三者に漏らさないでくれ」

			「その程度でしたら、あたしはなんの問題もありません。二つとも喜んで誓わせて頂きます」

			「ありがとう」

			　俺は誓いの内容を繰り返し、クラウディアに誓ってもらう。

			「これで良いのかな？」

			「ええ。ステータスを見て頂ければ、確認できると思います」

			「え？　クラウディアのステータスを俺が見られるのか？」

			「見られるのか……って、常識ですよね？」

			「いや、俺はその手のことを知らないんだ。実は俺、異世界から転生してきたから」

			「……はい？　異世界から転生って、なにを言ってるんですか？」

			　なんか、可哀想な人を見るような目で見られた。

			「証拠に俺のステータスを見せてやる。……他人にステータスを見せるのはどうするんだ？」

			「見せる対象を思い浮かべながら、ステータスウィンドウを開くだけですけど……え？　本気で言ってるんですか？」

			「本気も本気だ。ステータスオープン」

			　俺はクラウディアに見せることを意識しながら、ステータスウィンドウを開いた。

			「えっと……名前が読めないんですけど」

			　クラウディアが首を傾げる。俺の名前は漢字で表記されているからそれが理由だろう。

			「あぁ、ここには俺の国の文字でユズキと書いてある」

			「へぇ、ご主人様の国の文字……って」

			　名前の次の項目を見たクラウディアが、思いっきり顔を引きつらせた。

			「あ、あの。総合評価１０３，９００とか、意味不明な数値が出てるんですけど？」

			「色々と訳ありでな」

			　ちなみに、総合評価はどうやら、スキル習得に必要なＳＰの合計っぽい。そして、バッドステータスなどの、マイナスは計上されていない。

			「訳ありって……どんな訳があったら、こんな数値になるんですか!?」

			「それも、もうちょい下を見たら意味が分かるから」

			「もうちょい下、ですか？　ええっと……精神力のランク高いですね。ってなんですか、この才能の塊は。しかも、特殊スキルも一杯あるし――不老不死!?」

			　クラウディアの視線が、不老不死の項目に釘付けになった。そしてくわっと目を見開くと、俺にずずずいっと詰め寄ってくる。

			「ご主人様、不老不死ってなんですか!?」

			「不老不死はそのまま、死んでも生きかえるし、年も取らないスキルだな」

			「いえいえいえいえ、スキルの内容が分からないのではなくて、どうしてそんなスキルを持っているのかが疑問なんですが！」

			「それも、下を見たら分かるって」

			「下って……これ以上驚くようなものなんて……」

			　クラウディアの視線が、称号の項目でピタリと止まった。

			「女神メディアに見初められたに、女神メディアの寵愛を受けたってなんですか！　しかも異世界からの旅人に、ヤンデレに死ぬほど愛されたって、なんなんですかああああっ!?」

			「いやぁ、ヤンデレに刺し殺されてさ。そのまま人生が終わるところだったんだけど、メディアねぇに助けられて、この世界に転生させてもらったんだ」

			　俺が事実を簡潔に告げたというのに、クラウディアの目は三角になった。なんだか凄まじく呆れられている気がする。

			「……もはやどこから突っ込めば良いのか分かりません」

			「事実だぞ？」

			「ええっと……じゃあ聞きますけど、メディアねぇと言うのは？」

			「女神メディアのことだな。メディアお姉ちゃんって呼ばされそうになったから、なんとかメディアねぇ呼びで手を打ってもらったんだ」

			「……ますますもって意味が分かりません」

			「だよな、俺もそう思う」

			「いえ、女神様を愛称で呼んじゃうような人と、一緒にしないで欲しいんですけど……」

			「えぇ……」

			　同じ理不尽に虐げられる仲間だと思っていたのに……

			「取りあえず、俺が異世界から来たって信じてくれるか？」

			「それはまぁ……こんな称号見せられたら、信じるしかないと思いますけど」

			「ステータスを偽装するような手段はないのか？」

			「鑑定スキルに対抗する偽装スキルはあるそうですけど、自分で見せた内容を偽装する方法はないと思います」

			「おぉ、なるほど。それは便利なような、不便なような……」

			　証明する分には良いけど、誤魔化すときには開示の拒否しか出来ないんだな。覚えておかないと、いつか困ったことになりそうだ。

			「それで、ご主人様はどうして、そんな秘密を打ち明けてくれたんですか？」

			「あぁそうだったな。そんなわけで俺はこの世界の常識に疎くてな。色々教えて欲しいんだ」

			「なるほど、そういうことでしたか」

			「うん。取りあえず、クラウディアのステータスも見せてくれるか？」

			「かしこまりました。……ステータスオープン」

			　クラウディアが宣言した直後、ステータスウィンドウが彼女の前に浮かび上がった。俺は側面に回り込み、そこに書かれたデータに視線を走らせる。

			　

			【名前】：クラウディア　　【総合評価】：１８，２００

			【通常スキル】

			　筋力：Ｆ　　　耐久力：Ｅ　　　敏(びん)捷(しよう)度：Ｃ　　　器用度：Ｂ

			　魔力：Ａ　　　精神力：Ｂ　　　幸運：Ｅ

			【耐性スキル】

			　呪い耐性：Ｅ　　　恐怖耐性：Ｃ　　　不幸耐性：Ｄ　　　痛み耐性：Ｅ

			　ヤンデレ化耐性：Ｓ

			【戦闘スキル】なし

			【魔法スキル】なし

			【技能スキル】

			　裁縫：Ｃ　　　交渉：Ｄ　　　性技：Ｄ

			【先天性スキル】

			　支援魔法の才能　　商売の才能

			【特殊スキル】

			　予測：Ｃ　　　高速詠唱：Ｆ

			【レアスキル】なし

			【バッドステータス】

			　衰弱の呪い：Ａ

			　押しに弱い：Ｃ

			　奴(ど)隷(れい)契約：Ａ

			　奴(ど)隷(れい)契約の詳細：ヤンデレ化したら可能な限り報告する。主人の秘密を他人に漏らさない。

			【称号】

			　落ちぶれたお嬢様

			【ＳＰ】残り５２４ＳＰ

			　

			「……ほう。【性技】がＤで【押しに弱い】がＣか……えっちぃな」

			「どどどどっ、どこを見てるんですか、ご主人様！」

			「いやだって、その組み合わせは見ちゃうだろ」

			　俺は自分のウィンドウを弄(いじ)って、スキルのヘルプを参照する。性技は調べるまでもないけど、押しに弱いは……強く出られるとなかなか断れないという特性みたいだ。

			　ちなみに、ランクで他の能力と同じように補正が掛かり、Ｆランクだと家族限定。Ｅランクでは好意を抱いている相手まで、Ａランクでは知り合いまで範囲が拡大する。

			　そして、Ｓランクでは対象が無差別になり、ＳＳＳランクは強く頼まれたら断れないそうだ。

			　……なかなか恐ろしいスキルだな。

			「でもまぁ、Ｃランクなら許容範囲内だよな」

			　Ｃランクなら親しい相手までが対象。家族や親しい相手から強く頼まれたら断りづらい程度なら、ちょっとお人好しレベルだ。

			　これが、Ａランクまで行くと知り合いが範囲に含まれるもんな――と言ったら、クラウディアはうめき声を上げた。

			　……あれ？

			「ええっと、なにか変なことを言ったか？」

			「……あたしのバッドステータス、もう一つありますよね？」

			「あぁ……そういえば」

			　衰弱の呪いというのがあったなと詳細を検索する。

			　

			　衰弱の呪い。全てのランクが、表示ランクより２ランクダウン。Ｆランクより下に落ちるとマイナス補正が掛かる。また、バッドステータスは表示ランクより２ランクアップする。

			　

			「おぉう……これはひどい」

			　クラウディアの押しに弱いはバッドステータスなので、２ランクアップしてＡランク。知り合い全てに対して、押しに弱いが発動する。

			　そして他の能力は全て２ランクダウン。総合評価がかなり高いって思ったけど、実際の能力的にはかなーり低そうだな。

			　解呪の方法は……呪いより高いランクのデスペルで解呪するか、呪いをかけた本人に解呪してもらうか、呪いをかけられた人物が死亡するかのどれかのようだ。

			　すぐに解除はできそうにないなぁ。

			「ふんだ。どうせあたしは押しに弱いですよーだ」

			　うん。物っ凄い拗(す)ねさせてしまった。

			　と言うか、奴(ど)隷(れい)に売られた上に、顔から胸にまで火傷(やけど)の痕とか、もっと暗くなってもおかしくないんだけど、思ったよりも明るい性格だな。

			　スキルに不幸耐性があったけど、それが理由だったりするのかな？

			「……どうしましたか、ご主人様。あたしの顔をずっと見たりして。見てて楽しいものじゃないと思うんですけど」

			「あぁごめん。クラウディアは結構不幸な境遇なのに、意外に明るいと思って」

			「それは……まぁ。たしかに不幸だとは思いますけど、あたしは人生を諦(あきら)めたわけじゃないですから。頑張って、人並みの幸せを手に入れるのが目標なんです。……奴(ど)隷(れい)ですけど」

			　少し自(じ)嘲(ちよう)気味に笑う。だけど、クラウディアは本気でそう思っているようだ。

			　不幸な境遇にありながらも、人並みの幸せを求めている。その生き様と、自分の今を重ね合わせて、俺は強くシンパシーを感じた。

			「クラウディア、俺と一緒に幸せになろう」

			「……奴(ど)隷(れい)相手になにを寝ぼけたことを言ってるんですか、ご主人様は」

			「ぐぬぬ……」

			　思いっきり呆れられてしまった。俺はシンパシーを感じたのに、クラウディアはこれっぽっちもそう思ってないみたいだな。……残念。

			「取りあえず、俺はクラウディアを奴(ど)隷(れい)だからって理由で使い潰すつもりはないから。お互い助け合っていこうってことだ」

			「はあ……それは望むところですけど。まずはどうするつもりです？」

			「この島から逃げ出すのに、冒険者ランクをＤまで上げる」

			「……島から逃げ出す？」

			　クラウディアはこてりと首を傾げた。

			「言っただろ、ヤンデレ娘に追われてるって」

			「あぁ……言ってましたね。この島の女の子が相手なんですか？」

			「この島の女の子というか……領主の娘」

			「……冗談、ですよね？」

			「冗談だったら良かったんだけどなぁ」

			「うわぁ……」

			　クラウディアは、なにやらげんなりとした表情を浮かべた。たぶん、『大変なご主人様の奴(ど)隷(れい)になっちゃったなぁ』とか思ってるんだろう。

			「――って、待ってください。島から逃げ出すのは良いですけど、冒険者としてランクを上げるってまさか、あたしにも冒険者として戦えということですか？」

			「ランクは上げなくても、俺の奴(ど)隷(れい)として船に乗れると思うんだけどな。冒険者として同行して、ヤンデレに襲われたら助けて欲しいんだ」

			「……あの。あたしは呪いで、回復魔法が効かないんですよ？　あたしに死ねと？」

			　ジト目で見られてしまった。

			　まあ全て２ランクダウンって考えると、非力な見た目以上に弱いってことだもんな。戦いたくないっていうのは理解できるけど、俺としてはどうしても同行して欲しい。

			　だから、俺は取引することにする。

			「さっき俺のステータスに、女神メディアの寵愛を受けたって称号があっただろ？」

			「たしかにありましたけど、急になんですか？」

			「あの称号の効果は、ステータス補正と、スキルを自分の意志で習得出来る能力だ」

			「自分の意志で習得出来る……って、まさか!?」

			「ああ。俺がその気になれば、デスペルＡＡの習得も可能だ」

			　デスペルの基礎ＳＰが２００なので、ＡＡまで上げるのに必要なＳＰは合計で５，８００。ローズを襲撃した敵のリーダーが５ＳＰだったから、同ランクの魔物を１，１６０体倒せば良い計算。

			　決して不可能な話ではない。

			「……どうだ？　クラウディアが同行して、ヤンデレから護ってくれるのなら、出来るだけ優先して、呪いを解いて傷痕も消すと約束するぞ？」

			「……うぅん。凄く魅力的な話なんですが、あたしは本当に、戦闘の役には立ちませんよ？」

			「戦闘には極力参加しなくてもいい。クラウディアが俺をヤンデレから護ってくれるなら、俺はクラウディアをほかの敵から全力で護るからさ」

			「そんなこと言って、ご主人様も現状、スキル的にはそんなに強くないですよね？」

			「まあ……才能と、基本ステータスに補正が掛かってるだけだな。だから、無理にとは言わないよ。でも、出来れば、引き受けて欲しい」

			「……なんだか、さっそくあたしの押しに弱い特性を利用されてる気がします」

			「気のせいだ」

			　俺は明後日の方向を向いた。

			　そんな俺の横顔を見て、クラウディアは少し考えている様子だった。けど、ほどなくため息交じりに「分かりました」と呟いた。

			「引き受けてくれるのか？」

			「ええ。娼館で働くことを考えたら、希望があるだけマシなのかなって」

			「それと比べられるのは、ちょっとあれなんだけど？」

			「ご主人様に喜んで従います」

			「そんな露骨に媚(こ)びられても……」

			「ご主人様は我が侭(まま)ですね」

			　呆れられてしまった。

			　けど本気で呆れているというわけではなく、クラウディアはどこか、このやりとりを楽しんでいるようだ。そして俺も、今のやりとりを楽しいと感じている。

			「ところで、ステータスウィンドウは閉じてかまいませんか？」

			「あぁ、うん――って、ちょっと待った」

			　ふと【女神メディアの寵愛を受けた】って称号に、親しい相手のステータスに干渉できるようになるって書き込みがあったことを思い出した。

			　あのときは急いでて気にする余裕がなかったけど……クラウディアのステータスウィンドウ、最後の一行には【ＳＰ】残り５２４ＳＰと書かれている。

			　もしかしたら、俺はクラウディアのステータスを弄(いじ)ることが――クラウディアを思うままに育てることが……出来る？

		

	
		
			２－４　えっちなご主人様

			　

			　クラウディアのステータスウィンドウを見ながら、俺はその最後の一行を指さす。

			「なぁ、そのＳＰって。クラウディアは使えないんだよな？」

			「ＳＰ……って、なんのことですか？」

			　クラウディアは意味が分かっていないようだ。それどころか、俺が指をさしても、そこにはなにも書いていないという。もしかして、条件を満たしてないと見えないのかな？

			「ちょっと、ステータスをいじってみても良いか？」

			「え？　えっと……ステータスウィンドウに触るなんて出来ませんよ？」

			「いや、俺の称号にそういうのがあるんだ」

			　親しい相手限定みたいだから、クラウディアのステータスを弄(いじ)れるか分からないけど……なんて考えつつ、ステータスウィンドウにあるスキルの項目を指で触れる。

			「――ひゃんっ」

			　とたん、クラウディアが甲高い声を上げた。

			「……え？　なに、どうしたんだ？」

			　驚いて振り返ると、口を押さえて赤くなるクラウディアの姿があった。

			「わ、分かりません。ただ、急に身体の内側に触れられたような感覚が」

			「身体の内側……って、もしかして」

			　俺が視線を向けたのはステータスウィンドウ。これはクラウディアのステータス。つまりは、内面を表すウィンドウだ。ということで、俺はもう一度ステータスにツツツと触れる。

			「ひゃ――んくっ。んんぅっ」

			　手のひらで口を塞いだのだろう。背後からくぐもった声が響いた。

			　……ふむ。ステータスウィンドウと、クラウディアの心が繋がっているということか？　これはエロい。じゃなかった、興味深い。

			　知識の探求者として実験をせねばなるまい。いつからそんな存在になったのかはともかく。知的好奇心を満たすのは重要なことだからな。

			　という訳で、俺はまず、ステータスウィンドウを指で突いてみる。

			　虚空に浮かび上がっている、実体のない拡張現実(ＡＲ)的な映像のはずなんだけど……触れているという感触がある。まるで艶やかな肌のように弾力的だ。

			「ひゃ――んくっ。んんぅっ」

			　手のひらで口を塞いだのだろう。背後からくぐもった声が響いた。

			「……どうしたんだ？」

			　なにも知らないフリをして振り返ると、口を押さえて真っ赤になるクラウディアがいた。

			「い、いえ、なんでもありません。ちょっと、その、しゃっくりが出ただけです」

			「そうか、しゃっくりか」

			　性的な快感を得て思わず声を上げた――なんて言えなかったのだろう。クラウディアはそんな風に誤魔化した。

			　そんなクラウディアを目の当たりにし、俺の中でエロい好奇心が首をもたげていく。

			「もしかして……体調が悪いのか？」

			　なんて、素知らぬ顔で聞きつつ、後ろ手でステータスウィンドウをゆっくりと撫でつける。

			「いえ、そんな……ぁっ、ことはっ、んっ、ないです、よ。ふぅうううう」

			　クラウディアは、なんでもありませんとすまし顔を浮かべる。だけどその身体は、俺の指の動きに合わせてビクビクと震え、その肌は朱色に染まっている。

			　クラウディアにとっては、ご主人様の前で、知らない誰かに痴漢されているような状況で、それを必死に隠そうと身を震わせている。

			　だけど、俺はそれを知っていて、しかもそれをおこなっているのは俺自身。俺がゆっくりとステータスウィンドウを撫でると、クラウディアはその身をいやらしく震わせる。

			　この状況で興奮しないはずがない。

			　クラウディアの透明感があって綺麗な声が、エッチに乱れていく様を体験したい。もっと綺麗な声を押し殺して喘ぐ様を見てみたい。

			　俺は執(しつ)拗(よう)にウィンドウを撫で回し――

			「なあ、顔が赤いけど、本当に大丈夫なのか？」

			　唇を噛んで声を押し殺す。クラウディアを気遣うフリをして、声を出させるように仕向ける。

			「だ、大丈夫、ひぅ。んんっ。です。ただ、んぁ。……はぁん。んんっ。その、しゃ、ひぅ。しゃっくりがとまらなくて。ひゃぁん」

			「そうか……。もし辛かったら、言ってくれよ？」

			「は、い――っ。ぁあ。ひゃん。ふぅふぅ。そう、させて、いただき、ぁん、ます、ね」

			　……凄いな。もしかしたら、いってるんじゃないか？　そう思うほどに身体は敏感に反応しているのに、クラウディアはすまし顔を必死に取り繕(つくろ)っている。

			　健(けな)気(げ)で可愛い。そんなクラウディアを騙(だま)すような形でイジメていることに罪悪感が湧かないと言えば嘘になる。

			　だけど、だけど――だ。

			　クラウディアはそういう覚悟も出来ていると言っていた。だから――と言うか、いや、そうじゃなかったとしても、こんなえっちぃ姿を見せられて我慢できるはずがない。

			　俺は、更に執(しつ)拗(よう)に責めようと――

			「ご、ご主人さまぁ」

			「ん？」

			「ステータスウィンドウは、はぁ……もっ、う、ひぅ。良いんですか？　良いなら、閉じたいんです、はくぅ、けど？」

			「む……ちょっと待ってくれ」

			　閉じられたらこのコッソリいたずらタイムが終わってしまうと、俺は仕方なくクラウディアに背を向け、ステータスウィンドウに向き直った。

			　取りあえずは、真面目にステータスを弄(いじ)れるか確認するか。……うん。ちゃんと自分のウィンドウと同じように操作できる。これなら、ちゃんと習得も出来そうだな。

			「はぁ、ひぅ……あっ。んぁ……」

			　ええっと、残りＳＰは……５２４か。ヤンデレ化耐性を真っ先に上げたいけど、ＳからＳＳに上げるにはまったくＳＰが足りないな。

			　そうなると……まずは、得意分野を伸ばして、俺のサポートが出来るようにするべきか。

			　魔力補正がＡで、高速詠唱もあるから、習得するなら魔法だな。ただ、２ランクダウンがあるから、使えそうな魔法は……才能のある支援系かなぁ。

			「ええっと……ここを見て、こっちを……」

			「……ぅくっ。……ふぅ、ふうぅぅ……んぁ。はぁ……」

			　俺がステータスウィンドウを操作していると、背後から甘い声が響く。

			　けど、しゃべる必要のなくなったクラウディアの声はくぐもっているし、その感じまくっている姿を見ることも出来ない。

			　それでも十分にエロい。エロいけど！

			　さっきの状況を考えると、蛇の生殺し状態。誰かなんとかしてくれ！

			『――呼ばれた気がしましたわ』

			　ログウィンドウにメディアねぇのメッセージが表示される。

			『わたくしのこと、メディアお姉ちゃんって呼んでくれたら――』

			　メディアお姉ちゃん、お願いします！

			『……早いですわね』

			　テキストだけど、ちょっと呆れている気がする。

			『まあ……良いですわ。優しいメディアお姉ちゃんのサービスですわよ』

			　メディアねぇのメッセージが表示された直後、俺の目の前にあらたなウィンドウがポップ。そこには……正面から捕らえたクラウディアの姿があった。

			　クラウディアは両手で口を塞ぎ、フトモモを切なげに擦りあわせている。

			　これは……エロい。凄くエロいです。

			　だがしかし、メディアねぇのサービスはそれで終わりではなかった。そのライブ映像の下に、メッセージが表示されていく。

			『あう。な、なんなの、まるで、胸やあそこを触られてるみたいな感覚。あたし、感じちゃってる？　どう、して？　どうして、こんなに気持ちよくなっちゃうのっ』

			　これはまさか、クラウディアの考えてることか？

			『はぁん。凄い、よぅ……気持ちよすぎて、おかしくなっちゃいそう。んっ、これって、もしかして……ご主人様が、ステータスウィンドウを、はぁ。触ってるせい、なのかな？』

			　あ、バレた。なんて思ったけど、原因がバレたとしても、俺がそれを知っているとバレなければ問題ないと開き直る。

			　それよりも、口ではしゃっくりだなんて言いながら、心の中では気持ちいいと認めている。そんなクラウディアの本音を知って、俺は思わずステータスウィンドウを強く擦った。

			『はああああぁん、ひゃあ、あっ。あぁんっ！　きゅ、急に、強く、凄いの、きたぁ！　凄い、これ凄いよぅ。気持ちいいっ』

			　頭の中では感じることで一杯なのに、映像に映るクラウディアは、必死に口を押さえて、その身を震わせている。

			『なんで、こんなぁっ、ご、ご主人様が目の前にいるのにぃ。ひゃん。ダメっ、気付かれちゃうかもしれないのにぃ。ああぁ。凄く、凄く感じちゃってる！　はぁん。気持ちいいよぅ』

			　うん。ごめん。気付くどころか、ライブ映像を見ながら、その心の中まで覗いてます。

			　凄くエッチぃです。

			『お、お願い、気付かないで、ご主人様。はっ、はぁん、ダメ、ダメダメ、あたし、もうっ、いっちゃう。いっちゃうよ、ご主人様が目の前にいるのに、あっ、あぁぁん。ステータスウィンドウ触られて、あっ、内緒で、あっあっ、いく、いくいくっ、いっちゃ――』

			　クラウディアがいくその寸前、俺はステータスウィンドウから手を放した。

			　そして――俺は無言でクラウディアのライブ映像に視線を向ける。

			『はぁ、はぁ……どう、して。あと少しでいけたのに　こんな、切ない。切ないよぅ』

			　上り詰める寸前にはしごを外されたクラウディアは、どうしてと切なげにフトモモをすりあわせている。たぶん、ローブの下はとんでもないことになっているだろう。

			「ご、ご主人様、ステータスウィンドウ、もう触らないんですか？」

			「ん？　いや、ちょっと考え中なんだ」

			「そう、ですか……」

			『あぁん。こんなタイミングで考え中だなんて。はぁ、はあああ、切ない。こんなの、我慢できない。あぁ……んっ。……こ、こうなったら、自分で』

			　そんな風に考えた後、ライブ映像のクラウディアは視線を少し上げた。たぶん、俺の背中を見ているんだろう。

			『大丈夫、だよね。さっきもしゃっくりでごまかせたし、考え事をしてるなら、あたしの行動なんて気にしないよね』

			　気にしないどころか、ライブ映像でガン見してますけどね。

			　このまま放置しておけば、クラウディアのオナニーが始まるんだろう。それはそれですっごく興味があるんだけど……俺はクラウディアに自分で性欲を処理するように仕向けたくない。

			　――ということで、クラウディアの細くしなやかな指が、ローブの裾を手繰り寄せ、その中へと入り込んでいく――その瞬間、クルリと振り返った。

			「なぁ、クラウディア？」

			「ひゃあああああっ!?　な、なななっなんですか!?」

			「……なにをそんなに慌てているんだ？」

			「な、なんでもないですよ？　ただちょっと、大きなしゃっくりが出ただけです」

			　……それはさすがに無理が……いや、さっきからずっと無理があったけど。なんて考えながら、さり気なくローブの裾を見る。

			　ローブが不自然に捲りあがって、生足がむき出しになっている。

			　実にエロい……けど、あまり見ているとバレるからな。

			「あのさ、実はステータスウィンドウのことなんだけど」

			「は、はい？　なんでしょう？」

			「なんか、ステータスウィンドウを触ると、相手に負担が掛かるそうなんだ」

			「負担……ですか？」

			　クラウディアは考えるそぶりを見せる。

			　ちなみに、俺がどっちを向こうが、自分の出したウィンドウは正面にある。つまり、今もクラウディアのライブ映像は見えていて……そこには、彼女の心の中が表示されている。

			『負担って、さっきの快感のこと、だよね。そっか、ご主人様は、あたしが苦しんでるって、誤解してたんだ。だったら……黙ってれば、大丈夫だって言えば、もっと触ってもらえる？』

			　うん。凄くエロエロなことを考えてるな。

			「クラウディアが大丈夫なら、ステータスウィンドウをいじり回したいんだけど」

			「い、いじり回すんですか？」

			『さっき控えめに触られただけで、あんな風になっちゃったのに、いじり回されるなんて、あたし、一体どうなっちゃうの？　恐い。恐いけど……でも……』

			　クラウディアの内心が表示される。その直後、クラウディアは「えっと……その、あたしは大丈夫です」と呟いた。

			「……本当に、大丈夫なのか？」

			「はい。たしかに少しだけ負担はありますけど、本当に大丈夫です。だから、その……気兼ねなく、思いっきり、ステータスウィンドウを弄(いじ)り倒して、ください」

			『言っちゃった、言っちゃったよぅ。で、でも、大丈夫だよね。ご主人様は、あたしがエッチな気持ちになってるって、知らないし。大丈夫、だよね』

			　俺はそんな内心に気付かないフリをしつつ、そう言ってくれるのなら――と、俺はクラウディアの背後に回り込んで、その華(きや)奢(しや)な身体を抱き上げた。

			「……ご主人様？」

			「クラウディアに負担が掛かって、なにかあったら大変だからな。こうして膝の上に抱っこしておけば、なにかあってもすぐに分かるだろ？」

			「え、いえ、それはそのっ」

			『ど、どうしよう。こ、こんな体勢じゃ、感じたらすぐに気付かれちゃうよっ！　うぅん、それどころか、濡れてるのだって気付かれちゃう！』

			　うん、そう思うよな。

			　だけど、だからこそ、あえてこの体勢にしたんだけどな。なんて、鬼(き)畜(ちく)なことを考えつつ、俺はステータスウィンドウを弄(いじ)って、クラウディアのスキルを実際に習得していく。

			　習得するのは、支援になりそうなスキル。ヘイスト：Ｆ、サンクチュアリ：Ｆ、ミラージュ：Ｆの三つを順番に習得していく。

			　まずは……対象の速度が上がるヘイストを２００ＳＰ消費して習得、っと。

			「はぁ……んっ、うくっ。なにかっ、力が、あたしの中に、流れ、込んでっ」

			　スキルの習得は、ステータスウィンドウを触られるのとはまた違った快感があるらしい。クラウディアが、俺の膝の上で身を震わせた。

			　それじゃ次は……サンクチュアリ。格下の敵を遠ざけ、少しずつ体力を回復するフィールドを展開する魔法だ。

			　これも同じく、２００ＳＰを消費して習得する。

			「あっ、つい……はぁ、んくっ。ふぅ……」

			　苦しげな声。本当に苦しんでいるのかとちょっと心配する。だけど、ウィンドウに表示されているセリフを見ると、快楽に溺れきったクラウディアの内心で埋め尽くされていた。

			　それを確認した上で、俺はステータスウィンドウを撫でながら、クラウディアの耳元に唇を寄せ「大丈夫か？」と問いかけた。

			「ひゃうんっ。ら、らいひょうぶ、です。だから、もっと、もっと触って良いです、よ」

			「触って良い、か。本当は、もっと触って欲しい、だろ？」

			「えっ。あっ、ぁんっ、なに、を、はくっ。言って、いるんですか？　あうっ」

			「本当は、快感に溺れて、いきたくてしょうがなくて、触って欲しいって言ってるんだろ？」

			　俺は指の動きを止めて、クラウディアに甘く囁くように問いかけた。

			「え？　え、その……えっと？」

			「さっき、ステータスウィンドウを触ると負担が掛かるって言っただろ？　でも、本当はそうじゃない、よな？」

			「あ、あぁ……まさか、まさかっ！」

			「そのまさかだ。ステータスウィンドウを触られると、物凄く気持ちよくなるって知ってる」

			「そんなっ。そんなぁ――っ」

			　苦痛に耐えながら、健(けな)気(げ)にもご主人様の要望に耐える奴(ど)隷(れい)のフリをしていた。だけどその内心は、快楽に溺れて、もっとして欲しいと欲情していた雌。

			　その事実が俺に知られていると理解し――クラウディアは羞(しゆう)恥(ち)に身を震わせた。

			「ひっ、酷いです、ご主人様！」

			「そうだな。でも、クラウディアが可愛すぎるのが悪いんだぞ？」

			「かわっ。そ、そんなことないです。あたしは酷い火傷(やけど)の痕があって……」

			「それでも、喘いでたクラウディアは凄く可愛くて、エロエロだったよ。俺の膝の上に座っているんだから……分かるだろ？」

			「…………あ」

			　俺の分身が自己主張しているのに気付いたのだろう。クラウディアがただでさえ赤い肌を更に赤らめる。

			「……さて、クラウディアに質問だ。俺はクラウディアのスキルを二つ習得した。まだ一つ、習得出来るんだけど……どうして欲しい？」

			「……え？　それは、その、どういう？」

			「少し調子に乗ったけどな。クラウディアが本気で嫌がることはしない。もうステータスウィンドウを触らないで欲しいって言うなら、触らないでおくよ？」

			「う、あ……それは……その」

			　真っ赤になりながらも、クラウディアは答えられないでいる。

			　もちろん、ウィンドウにはクラウディアの本心が埋め尽くされているはずだけど……俺はあえてそれを見ないでおく。クラウディアの口から、その事実を聞きたいから。

			「さぁ、どうする？」

			「それは……その。えっと……」

			「じゃあ、聞き方を変えよう。デスペルを覚えるには、ＳＰが足りないけど……支援魔法を覚えて、俺と一緒にダンジョンに潜れば、いつかは自力でデスペルだって覚えられるぞ？」

			「デスペルを……ですか？」

			「そうだ。そのために支援魔法……覚えたくないか？」

			　究極の免罪符。俺の腕の中で、クラウディアがゴクリと生(なま)唾(つば)を飲み込んだ。そして、クラウディアは消え入りそうな声で「……触って、くださ……ぃ」と呟いた。
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			「ごめん。聞こえなかった。もう一度、どうして欲しいかはっきりと言ってくれないか？」

			「～～～っ。ご主人様のいじわるぅ。あたしのステータスウィンドウ、触って、ください！　もうおかしくなりそうなんです。だから、触って。一杯、触ってよ――ぁんっ」

			　クラウディアが最後まで言い終わるより早く、ステータスウィンドウの操作を開始。１００ＳＰを消費して、ミラージュの魔法を習得した。

			「ひゃああああっ、あっつい、あついのが、あたしのなかにぃ、流れ込んで。はぁんっ、あ、あっ、んぁ。はぁん、ひゃう、うっく…………う？」

			「……終わったぞ？　これで、良いか？」

			「い、いじわる、いじわるいじわる！　ごひゅじんひゃまのイジワルっ！　もっと、もっと触って、あたしを、気持ちよくしてくださいっ！　あっ、ひゃん、ひうっ。ぁくっ、はっ。あぁあああ、んっ、いく、いっちゃっ、こんどこそ、いっちゃ――あんっ、んんんんんんっ」

			　俺の腕の中、クラウディアが思いっきり身を突っ張らせて痙(けい)攣(れん)。そのままくたりと脱力してしまった。時折ピクピクと震えるクラウディアが壮絶に可愛い。

			「それじゃ、クラウディア、次は俺を……クラウディア？」

			　呼びかけるが反応がない。腕の中にいるクラウディアの顔を覗き込むと、完全に気絶してしまっていた。

			　……やりすぎた。

			　俺は慌ててお姫様抱っこをしたまま立ち上がり――クラウディアをベッドの上に寝かす。これでクラウディアは大丈夫なはずだけど……俺が大丈夫じゃない。

			　こんな生殺しで放置されて、一体どうすれば。

			『柚希くん、柚希くん』

			　再び表示される、メディアねぇのメッセージ。

			『クラウディアの痴態を収めたライブ映像、録画してありますけど……再生しますか？』

			　なん、だと……

			　俺は葛(かつ)藤(とう)する。さすがに意識を失ったクラウディアを襲うつもりはないので、見たいか見たくないかと言えば見たい――けど、それは見て一人でするということだ。

			　一人でするのは仕方がないとしても……クラウディアの痴態を簡単に盗撮してしまうメディアねぇがいるこの世界。一人でするのは……

			『さぁ、どうするんですか、柚希くん』

			　決断を迫り来るメディアねぇ。

			　だけど……生殺し状態。俺に選択の余地は残されていなかった。

		

	
		
			２－５　ダンジョン探索

			　

			　クラウディアの復活を待って――ぷんすか怒るクラウディアをなだめすかして昼食を取った後、俺達はギルドへとやって来た。

			「お、おい、あいつ。さっきのヤツじゃないか？」

			「うお、マジだ――って、誰か連れているぞ。もしかして……ヤンデレ!?」

			　フロアにいた冒険者の一部が俺達を見るなりざわめき始める。クラウディアはフードを深く被っているから、性別すら分からないはずなんだけどな。

			　俺が連れている＝ヤンデレという推理っぽい。

			「……あの、ご主人様、なんか注目されてませんか？」

			　クラウディアが不安げに俺の服の袖を掴んだ。

			「俺のヤンデレに死ぬほど愛される：ＳＳＳが知られてるんだよ。それで注目されてるだけだから気にしなくて良い」

			「納得です」

			「……納得なのか？」

			「能力を考えたら、逃げられたってしょうがないと思いますよ？」

			　しょんぼりである。

			「でも、あたしなら、ご主人様の奴(ど)隷(れい)だし、ヤンデレ化耐性があるから逃げませんよ？」

			　フードで顔を隠しているから表情は分からないけど、優しく微笑んでいるのだろう。

			　その気持ちはありがたいけど……自分で落ち込ませておいて、自分でフォローするのは……正直どうなんだろうな。

			　取りあえず、「はいはい、ありがとうな」と、フードの上から頭を軽く撫でつけた。

			「ちょっとご主人様、あたしを子供扱いしないでくださいよ」

			「はいはい」

			「ご主人様!?」

			　じゃれ合いつつ受付の方へと向かっていくが――

			「坊や、ちょっと良いかしら？」

			　なにやら妖(よう)艶(えん)なお姉さんが立ち塞がった。なんとなく、身に纏(まと)う雰囲気がヤバそうで、俺はクラウディアを隠すようにあいだに入った。

			「俺になにか用でしょうか？」

			「せっかちだね。あたいは、ユノって言うんだ。坊やだろ、今日ギルドに登録しに来た子は」

			「……そうだと思いますけど、だったらなんなんですか？」

			「冷たいねぇ。新人なら、あたいが手取り足取りねっとりと教えてあげようと思ってね」

			「――間に合ってます」

			　間髪を容れずに答え、クラウディアの手を引いて即座に離脱した。あれは分かる。俺じゃなくても分かる。絶対、ヤンデレを発症させて、俺に引き寄せられてきた口だ。

			　後ろから引き留める声が聞こえてきたけど、俺は無視して受付まで逃げた。

			　そしてほっと一息――

			「ミナセくんの連れている女の子は誰かしら？」

			　――吐(つ)く暇もなく、応対した受付嬢、シルフィーさんにヤバイくらいの笑顔で迎えられ、俺はびくりと身を震わせた。

			　そそそっ、そういえば、シルフィーさんの存在を忘れていた。ヤバイヤバイヤバイ、どうする、なんて答える!?

			「初めまして。あたしはご主人様の奴(ど)隷(れい)で、クラウディアと申します」

			　俺がパニクっているあいだに、事情を知らないクラウディアが自己紹介をした。

			「あら、そうなの。私はシルフィー、ミナセくんの専属の受付よ」

			　専属……まあ俺の応対は、シルフィーさんということにはなってたけど、なんとなく、それ以上の意味があるように聞こえるような気が……気のせいだろうか？

			　なんて思ってたら、シルフィーさんが少し顔を近づけてきた。

			「ところで、さっきユノさんに話しかけられてたわよね？」

			「あぁ、さっきのお姉さんですね。なんか恐かったので速攻で話を打ち切りましたが」

			　そう答えたら神妙な顔で頷かれた。

			「それで正解よ。彼女は加虐性癖のスキル保持者で、しかもあたしなんか目じゃないくらい、重度のヤンデレを発症させてるから気をつけて」

			「……マジですか？」

			「マジよ。ミナセくんなんて、直ぐに監禁されちゃうんだからね」

			　……と言うか、監禁がデフォなのか。なんか嫌すぎるな、この世界。なんて思っていたら、クラウディアがちょんちょんと俺の脇をつついてきた。

			「どうかしたのか？」

			「いえ、どうしたというか、さっきから出てくるミナセって――」

			　俺は驚異的な反射速度でクラウディアの口を塞いだ。

			　クラウディアにはステータスウィンドウを見せたけど、漢字で書かれている名前を読めなかった。なので、ユズキという名前しか教えていないのだ。

			　対して、シルフィーさんに苗字を名乗ったのは、ローズの追っ手を誤魔化すため……なんだけど、クラウディアに『ミナセって誰です？』とか言われた日には、シルフィーさんに刺し殺されても文句は言えない。

			　いや、さすがに文句は言うけど。……スキルで生き返ってから。

			「……ご主人様？」

			「シルフィーさんは、俺のスキルでヤンデレを発症させてるんだ」

			　どうしたのかと目で問いかけてくるクラウディアの耳元で、必要最低限の事実を告げる。それだけで色々察したのだろう。クラウディアはビクンと身を震わせて大人しくなった。

			「ミナセくん。彼女は奴(ど)隷(れい)で、さっき購入したのよね？」

			「そ、そうですけど？」

			「それにしては、なんだか仲が良くないかしら？」

			　後ろから羽交い締めにして、クラウディアの口を塞いでいる。そんな俺を見て、シルフィーさんが疑いの眼差しを向けてくる。俺は光の速さでクラウディアから離れた。

			「き、ききき、気のせいですよ!?　な、クラウディア」

			「そ、そそそ、そうですよ！　あたしとご主人様は、別に仲良しじゃないです！」

			「……本当かしら」

			「「もちろんです！」」

			　二人同時に断言した。

			「……でも、なんだか息ぴったりな気がするのだけど」

			　今度は二人同時に沈黙。なんで俺と同じ行動取るんだよ！　と、視線を向けると、クラウディアも同じように俺を見ていた。

			「……クラウディア、さっそく出番だ。俺を護ってくれ」

			「こんな良い笑顔で殺気を放つ人、あたしには無理ですよぉ……」

			　泣きそうな声。まぁ……取りあえずは普通のヤンデレから護ってもらうって約束だしな。シルフィーさんはどう見ても普通のヤンデレじゃない。

			　仕方ないので、後は俺がしゃべるからと一言、俺はクラウディアを後ろに隠した。

			「えっと、すみません。俺達、なにか腕試しをしたいんですけど……シルフィーさん、俺にお勧めがあったら、教えてくださいませんか？」

			　話を逸らすのが強引だったかなと思ったんだけど、シルフィーさんは「ミナセくんに頼られるなんて――っ、お姉さんにお任せよ！」と、やる気になった。

			　今更だけど、シルフィーさんは、俺にとって頼りになる受付のお姉さんであろうとするタイプなのかな？　で、それが出来なくなったら、ヤンデレとしてヤバイ感じに……

			　ありそうだ。気をつけよう。

			「ところでミナセくん、腕試しと言ったけど、総合評価はどのくらいあるの？」

			「えっと……１０，０００くらいです」

			「――嘘ね」

			「なななっ、なぜ、そう思うんですか？」

			「動揺しすぎよ。と言うか、ヤンデレに死ぬほど愛される：ＳＳＳがある時点でそんな低いはずないじゃない。６０，０００くらいあるでしょ？」

			　そ、そうだったぁ……

			「すみません。その通りです。ただ、戦闘系の能力だけを考えると一般人くらいです」

			「なるほどね。そっちの彼女も似たような感じかしら？」

			「彼女は戦力外です」

			　きっぱりと答える。そんな俺の後ろから「むぅ～」と可愛いうなり声が聞こえたけど、魔法を使えるようになったとは言え、２ランクダウンは健在。

			　その辺の子供並みの戦力だからな？

			「まあ……どっちにしても、ダンジョンで問題ないと思うわ。この街のダンジョンは最下級だから、大人なら装備とかなくても二層くらいまで潜れるしね」

			「ダンジョンですか？」

			「ええ。知ってると思うけど、この街の地下にダンジョンが広がっているの。魔石を集めればお金になるし、自分の腕にあった階層まで進めるから、ちょうど良いと思うわ」

			「ふむふむ。……ちなみに、冒険者ランクも上がります？」

			「魔石を持ち込んだ量でポイントが入るわね。一層なら子供でも大丈夫なレベルだから、ランクを上げるのは厳しいと思うけど……お試しには向いてると思うわ」

			「なるほど、ありがとうございます」

			　まずは装備を――なんて思ってたんだけど、子供でも大丈夫なレベルなら大丈夫だろう。ちょっと魔法を試しに行ってみよう。

			「ちなみに、ダンジョンはどこにあるんですか？」

			「ギルドの裏よ」

			　……思った以上に近かった。

			　

			　そしてやって来たのは、ギルドの裏にあるダンジョンの入り口。そこには見張りの兵士が二人、並んで立っていた。二人は俺達を見つけると、愛想の良い笑みを浮かべる。

			「やあ、ここはバンドールダンジョン入り口だ。見ない顔だが新入りか？」

			　バンドールという街にあるダンジョンがバンドールダンジョン。意外とシンプルだな。

			「こんにちは。新入りも新入り、今日が冒険者デビューです。ダンジョンに入りたいんですが、色々教えてもらっても良いですか？」

			「もちろん、かまわない。と言うか、立ってるだけだから退屈でな。俺は元冒険者だし、役に立つ情報を教えてやれるぜ」

			　兵士の片割れ、苦労人っぽい面持ちのおじさんが、びっと親指を立てた。という訳で、俺はその兵士に、ダンジョンについて色々と教えてもらった。

			　それを纏(まと)めると、こんな感じだ。

			　

			　１、ダンジョンには階層があり、深く潜るほど敵が強くなる。

			　２、階層ごとに、ボスが存在している。

			　３、敵は倒しても、近くに人がいないと一定の間隔で再ポップする。

			　４、敵を倒すと必ず魔石をドロップし、まれにアイテムもドロップする。

			　５、魔石はギルドで買い取りをしているが、一割を手数料として納める必要がある。

			　６、各階層には転移の魔法陣が存在していて、条件を満たせば行き来できるようになる。

			　

			　そのほかは、シルフィーさんから聞いたのと大差ない。とにかく、一層なら子供でも潜れるレベルだそうだ。

			「取りあえず、ものは試しで潜ってみるかな。あぁでも、松(たい)明(まつ)くらいは必要ですよね」

			「いや、既に人が何度も入ってるような階層には、ダンジョンの魔力を使って光を放つ光源が設置されている。低層に試しではいるくらいなら問題ない」

			「……光源？」

			　なんだろうと思って尋ねると、魔力を流すだけで光を放つ、安価な魔導具が存在しているらしい。本来なら、そういった魔導具には魔石が必要となるんだけど、ダンジョンは魔力があふれているので、魔導具を設置するだけで周囲が明るくなるとのこと。

			　ちなみに、ダンジョンに魔物がポップするのも魔力が原因だと言われていて、ポップした魔物には、魔力の結晶である魔石が宿っているそうだ。

			　なので、冒険者がダンジョンに潜るのは、魔導具の動力源となる魔石を集めること。たとえるなら、炭鉱に潜る日雇いのバイトみたいなものだな。

			「それじゃ、ちょっと入ってみます」

			「おう、気をつけてな」

			　見張りの兵士二人に見送られ、俺達はダンジョンに踏み込んだのだが――

			「なんじゃこりゃ……」

			　ダンジョンの一層まで降りた俺は、思わずその広さに驚いてしまった。とても自然に出来た洞窟とは思えない広さだ。

			　しかも、いくつも別れ道が見えるし、向こうの方には大きな部屋まで見える。

			「……なにをそんなに驚いているんですか？」

			「なにをって……ここ、広すぎじゃないか？」

			「そうですか？　あたしも直に見るのは初めてですけど、普通の大きさだと思いますよ？」

			「いやいやいや、これが普通って、そんな馬鹿な。こんなのが町の地下にあったら、地盤が崩壊するだろ？」

			　通路の横幅が目測で五メートル以上あり、規模も町全体にありそうなイメージ。しかも、階層がいくつも連なっていて地盤が持つはずがない。

			　なのに、クラウディアには、なにを言ってるんですかと呆れられてしまった。

			「普通のトンネルなら崩れますけど、ダンジョンが崩れるはずないじゃないですか」

			「えぇ……なにそれ。どういう理屈？」

			「どういう理屈と言われましても……そう言うものですとしか」

			　ま、まあ、異世界だしな。魔物も一定時間でポップするとか言ってたし、多少は物理法則が違ってもしょうがないか。

			「とにかく、奥に行って敵を探してみるか」

			「あ、ちょっと待ってください」

			　進もうとしたところで、クラウディアに袖を引かれてつんのめった。

			「どうかしたのか？」

			「いえ、せっかくですから、支援魔法を試してみたいなぁと思いまして。ご主人様に弄ばれてまで覚えたんですから、使わないともったいないですよね」

			「使うのは良いけど、それだと俺が酷いことをしたみたいなんだけど」

			「……息も絶え絶えのあたしに、おねだりまでさせて。しかもそのあとは、あたしが気を失うまで責め立てて。自覚がなかったんですか、この鬼(き)畜(ちく)ご主人様は」

			「……すまん。存分に支援魔法を試してくれ」

			　申し訳なく思ったので、好きに試してもらうことにした。

			　なので、別に、クラウディアが魔法を使う喜びに目覚めて、俺に新しいスキルを習得したいってお願いしてくるのを期待したわけではない。ないったらないのだ。

			「それじゃ、ご主人様にヘイストを掛けてみますね」

			「……うん」

			　クラウディアのヘイストはＦで、２ランクダウンの呪いがある。マイナスランクになって、逆に遅くなったりしないだろうか？　とか、ちょっとだけ思ったり。

			　まぁ……それをたしかめるためにも、ここで使ってもらった方が安心だな。ということで、試しに使用してもらうことにした。

			「えっと……まずは対象を意識して……」クラウディアは俺をじっと見つめ――「べ、別にご主人様のことなんて意識してませんからね！」ぷいっと顔を背けた。

			「……誰がそんなあざといことを言えと？」

			「あ、あざとくなんてないですよ!?　も、もう、今度こそ使いますからね！」

			「はいはい」

			　呆れつつも、俺は少しだけこの時間を楽しいと感じていた。

			　前世の俺の周りにいた女の子は、みんな自分勝手なヤンデレばっかりで、こんな風に普通のやりとりを楽しむことなんて今までなかったからだ。

			　スローライフではないけど、普通の女の子と充実した時間を過ごしてる気がする。

			　ともあれ、対象のイメージは終わったようで、クラウディアは「ヘイスト」と呟いた。その直後クラウディアを中心に、光の魔法陣が描かれていく。

			　そしてわずか数秒、魔法陣は完成した。

			「ご主人様のえっち」

			　なぜ急に罵(ののし)られたんだと思ったら、魔法が発動した。

			　どうやら今の言葉が、魔法の軌道に使われたらしい。なんか釈然としないけど……俺の中に魔力らしきものが流れ込んでくるのを感じる。

			　とは言え、ちょっと飛び跳ねたり、手を動かしたりしてみても、特に早くなったような感じはしない。まあ、逆に遅くなった感じもしないから、ある意味セーフだけど……とクラウディアを見ると、なぜかエメラルドグリーンの瞳をまん丸に見開いていた。

			「……そんなに驚いてどうかしたのか？」

			「えっと、その……なんと言いますか、スキルは習得するだけでも大変で、習得したとしてもＥランクに上げるだけで早くても１００回、多ければ１，０００回近い修練が必要なんです」

			「それは想像が付くけど……って、まさか!?」

			「はい。その……ヘイストのランクが一つ上がりました」

		

	
		
			２－６　束の間の幸せ

			　

			　クラウディアいわく、一般的なスキルは１００～１，０００回くらいの修練でようやく、ＦからＥランクにアップするとのこと。それなのに、クラウディアはたった一回ヘイストを使っただけで、ランクがＦからＥに上がってしまったらしい。

			　まるで意味が分からない――と、普通なら思うところだけど、心当たりがあるんだよなぁ。

			「クラウディア、ステータスウィンドウを見せてくれ」

			「ふえっ!?　ご、ごご主人様のエッチ！　またあたしを弄ぶつもりですか!?　こんなところでしたら、あたしの声が響きますよ!?」

			「……人聞きが悪いことを言うな。それこそ声が響いてるぞ」

			　聞きようによっては――と言うか、普通に聞いたら誤解されそうなセリフが、洞窟の奥へと響いている。見える範囲に他の冒険者はいないけど、ちょっと勘弁して欲しい。

			「……違うんですか？　だったらご主人様は、あたしにステータスウィンドウを開かせて、一体どうしようって言うんですか？」

			「……本来、ステータスウィンドウは見るものだと思うんだけど？」

			「じゃ、じゃあ、ホントに見るだけですか？　変なことしませんね？」

			　深く被っているフードで顔は良く見えないけど、恐らくはジトォと俺に疑いの眼差しを向けているんだろう。クラウディアは俺をジーッと見上げている。

			「もしかして、またステータスウィンドウを触って欲しいって思ってるのか？」

			「んなっ!?　そ、そそっそんなこと思ってません！　ここはダンジョンですよ!?」

			「つまり、時と場所を選んで触って欲しいと？」

			「そ、そんなことはっ、その、言っては……ないです」

			　もじもじしながらそんなことを言っても、説得力ないなぁ……なんて思っていたら、クラウディアは消え入りそうな声で「……ご主人様の命令なら従いますけど」と付け加えた。

			　なにこの、エロ可愛い生き物。

			　顔をフードで隠している今ですらこんなに可愛く見えるなんて、火傷(やけど)のない顔で照れくさそうな微笑みを見せてくれたら、どれだけ可愛いんだろう。

			　……火傷(やけど)の痕が消えたクラウディア、見てみたいな。

			　そのためにも、まずはヘイストのランクが上がった原因究明だ――と、俺はあらためて、クラウディアにステータスウィンドウを開くようにお願いする。

			「分かりました。あたしのステータスを見せれば良いんですよね？　ステータスオープン」

			　クラウディアがステータスウィンドウを開く。そこにはたしかに、ヘイスト：Ｅと書かれていた。習得したのは俺だから、間違いなくランクが上がっている。

			　そして、最後の一行には……残りＳＰ25と書かれている。

			「ＳＰも１増えてるな」

			「えっと……昨日も言いましたけど、それはあたしには見えないので」

			「あぁ、そうだったな」

			　昨日は５２４から24になったはずなので、たぶん１増えている。

			「ちょっとミラージュの魔法を自分に使ってみてくれ」

			「はい、分かりました」

			　クラウディアは意識を集中して……さっきも思ったけど、詠唱がずいぶんと長いな。

			　高速詠唱があるはずだけど、２ランクダウンの呪いで、役に立ってなさそうだ。それどころか、使用スキルのランクがＦより落ちて、詠唱時間が延びてる気がする。

			　結局、十数秒くらいで、クラウディアはミラージュの魔法を発動した。その結果、クラウディアの輪郭が数ミリほどぶれて見える。

			　ランクが低いからだろうけど……これはまったく意味がないな。

			　とは言え、重要なのは魔法の効果ではなく、ランクやＳＰに変化があるかだ――と、俺はクラウディアのステータスウィンドウに視線を向ける。

			　けど、ランクはもちろん、ＳＰも増加していない。普通に考えたらＳＰは増えるはずなんだけど……上昇量が小数点以下で表示されてない感じかな。

			「……特に変化がありませんね。やっぱりさっきのは偶然だったんでしょうか？」

			「いや、たぶんだけど……次は、ミラージュの対象を俺にして使ってみてくれ」

			「分かりました」

			　そして、クラウディアが同じ手順で魔法を発動した結果――

			「あ、ミラージュのランクがＥになりました！」

			「やっぱりか」

			　ステータスに目を向けると、ＳＰが26に上昇していた。

			「どういうことなんですか？」

			「なんか、総合評価が高い相手にあれこれした方が、成長しやすいんだろ？　で、俺の総合評価は１００，０００を超えてるから」

			「……もしかして、ご主人様に魔法を使ったのが原因ですか？」

			　確証は持てないけど、その可能性は高いだろうと頷く。

			「一応、サンクチュアリも使ってみてくれるか？」

			「えっと……はい、分かりました」

			　クラウディアは意識を集中して呪文の詠唱を開始……やっぱり長い。

			　さっきより断然長い。もともと詠唱の長いスキルなんだろう。なんか一分以上掛かって、ようやくサンクチュアリは発動した。

			　地面に緑色の光を放つ魔法陣が浮かび上がり、あたりを心地良い空気が満たしていく。

			「はぁ……はぁ。使いましたけど……ダメですね。ランクは上昇してません」

			「みたいだな。ＳＰも変化がないし、やっぱり対象が直接俺の時だけ、って感じなのかな」

			　仮説だけど、ランクの上昇に必要な修練は、対象の総合評価に影響するんだろう。そして俺が対象の場合、最低値の１０００倍くらい修練が進む、と。

			　ただし、自分自身にファイア・ボルトを打った俺はランクが上がってないので、他人が俺になにかをした場合限定だな、たぶん。

			　他にもテストしたかったんだけど、慣れない魔法の連続使用は負担が大きいのだろう。クラウディアが疲れているようだったので、テストは切り上げて魔物退治を試すことにした。

			　

			　そんな訳で、別れ道だけ忘れないように記憶しながら進むこと数分。ダンジョンでポップしたとおぼしき魔物と遭遇したのだけど……

			「……魔物？」

			「魔物です」

			「これが？」

			「魔物ですよ？」

			「……なんか、ウサギに角が生えてるようにしか見えないんだけど」

			　白くてモフモフのウサギ。全長は30センチくらい。角を突き出して、素早く飛び掛かってくるけど、当たっても「あいたた……」くらいの感想である。

			　素肌を突かれたら擦り傷くらい出来るかもしれない。それに、もし目にでも当たったら危ないけど……そんなにジャンプ力はないっぽい。

			「一層にいる魔物なので、ランクＦですね。目安は……たしか『普通の子供でも、素手で対抗できる強さ』だったと思います」

			「それはまた、ずいぶんと弱いんだな」

			　と言うか、角があっても、見た目はモフモフのウサギ。こんな愛らしい生き物、攻撃できる訳がない……いてぇ。

			　暢(のん)気(き)に考えていたら、脛のあたりをブスッと突かれた。いや、刺さってはないけど、結構痛かった。って、いた、いたた。

			「こいつ、結構凶暴だな」

			　俺はファイア・ボルトで倒そうとする。だけど魔法陣を展開中に敵の攻撃を避けたら、魔法陣が喪失してしまった。そう言えば、Ｆランクだと動きながら使えないんだった。

			　これは……ランクを上げないとダメだな。

			「これくらいなら、魔法よりこうした方が早いですよ――っと。えいっ！」

			　クラウディアが可愛らしいかけ声とともに、ウサギもどきをぐしゃっと踏みつけた。

			　あわわ……なんか、骨の砕けるような、嫌な音が……音がぁ――っ！

			「あ、あの、クラウディアさん？」

			「え、どうしたんですか？　いきなりあたしのことをさん付けで呼んだりして」

			「いや、だって、いま、ウサギもどきをぐしゃって……ぐしゃって……」

			「え、ダメでしたか？」

			　フードで顔を隠しているので表情は見えないけど、きょとんと聞き返すようなイメージ。もしかして、クラウディアもヤンデレなんじゃ……

			　いやでも、ヤンデレってステータスがあるそうだけど、クラウディアにはそのスキルがない。そう考えるとヤンデレじゃないはず、なんだけど……

			　もしかして、隠しステータス的なものが存在したり？　それとも、ヤンデレのスキルというか性質とは関係なく、クラウディアはヤンデレじみた性格……？

			「あの……ご主人様？」

			「いや、すまん。クラウディアがあっさりウサギもどきを踏み潰したから予想外で。もしかして、倒しなれているのか？」

			「いえ、まさか。あたしが魔物を倒すのはこれが初めてですよ」

			「……そうなんだ。なんと言うか、こう……抵抗とかないのか？」

			「ええっと……動物の命を奪うなら分かりますけど、魔物を倒すのに、抵抗……ですか？」

			　怪訝そうな声。その言葉を聞いて、俺もあれっと思った。

			「魔物って、命がないのか？」

			「ないと思いますよ？　だって、魔力をもとに発生して、魔石で動いてるだけですし」

			「あぁ……なるほどね」

			　俺の感覚ではちょっと凶暴な生き物って感じなんだけど、クラウディア――というか、この世界の住人にとって魔物は、魔石で動く精巧な作り物みたいな認識なんだな。

			　でも、見た目は結構リアルな生き物……とか思っていたら、ウサギもどきは光の粒子になって消え去った。そしてその後に、小さな紅い石が残った。

			　クラウディアはそれを拾い上げ、俺に差し出してくる。

			「これは？」

			「魔石ですね。本当に小さな魔石なので、銅貨一枚くらいの価値しかありませんが」

			「へぇ……」

			　パン一個分くらいの値段。日本円で言えば百円くらいだろうか？

			　ダンジョンが広くて、一体と遭遇するのに結構な時間が掛かったから、そんなにポコポコは倒せないと思うけど、頑張ればバイトくらいの収入は得られそうな気がする。

			「なんにしても、魔石初ゲットおめでとう」

			　俺はそう言って、紅い石をクラウディアの手のひらの上に置く。

			「ええっと……なにをおっしゃるんですか？　あたしは奴(ど)隷(れい)なので、魔石は全てご主人様のものですよ？」

			「俺は奴(ど)隷(れい)じゃなくて、仲間が欲しいって言っただろ？　だから、冒険で手に入れたものはちゃんと二人で分ける予定だ。でもって、それはクラウディアが初めて魔物を倒して得た魔石だから、記念に持っておくと良いよ」

			「……ご主人様、ありがとうございます。この魔石、大切にしますね！」

			　嬉しそうな声を上げて、フードの奥で少しだけ微笑みを浮かべる。その顔の右半分は火傷(やけど)の痕で引きつっているけど……俺はそんなクラウディアが可愛いと思った。

			　

			　その後、二時間ほどで、合計で20体のウサギもどきを狩った。ステータスなんかを確認しながら狩っていたので、結構少なめだと思う。

			　ちなみに、その20体でスキルのランクは上昇しなかったけど、ＳＰは１ずつ上がった。

			　データが少ないから推測になるけど、ウサギもどきは一体につき０・１ＳＰ。二人で半分くらいって感じなんだと思う。この辺は要検証、だな。

			　それから、魔石は全部で20個、手数料として二つ渡して、お互い最初に倒した敵からゲットした魔石は記念品に。残り16個を売り飛ばして二人で分けた。

			　金額にしたら、夕食一回分になるか、ならないか程度なんだけどな。誰かと一緒に頑張って、そうして得た報酬を半分こっていうのは凄く楽しかった。

			　やっぱり普通の女の子――いや、クラウディアと一緒にいるのは楽しい。

			　そんなこんなで、初めてのダンジョン探検は終了。ギルドを出てログウィンドウの時計を確認すると十七時を回ったところだった。

			「宿に戻るには少し早いし、なにか買い物でもしようか」

			「買い物、ですか？」

			「うんうん。これからもダンジョンに潜るなら装備を買わないとな」

			　ダンジョンの一層なら問題ないと言われたから、本当になんの準備もせずに潜ったけど、二層三層と降りていくなら、最低限の武器防具くらいは揃えたい。

			「クラウディアも欲しいものがあったら遠慮なく言ってくれ」

			「あたしも……ですか？」

			「もちろんだ。それにお金は心配しなくて良いぞ」

			「良いんですか？　報酬を折半って言うから、お金を貯めて自分で買えって言われるかと思ってたんですけど」

			「将来的にはな。けど、今の収入はないようなものだから、当面は俺が出すよ」

			　奴(ど)隷(れい)の購入に予想していた費用がだいぶ安くてすんだからな。二人で生活しても、一年くらいはなんとかなりそうな資金が残ってる。

			　余裕のあるうちに、必要なものは買い揃えるべきだろう。

			「あ、ありがとうございます。そ、それじゃ、その……下着と、着替えを……その、買って頂いても、よろしいですか？」

			「あぁ、そういえば……俺も着替えの服や下着を買わないと。ヤンデレから逃げてきたせいで、着替えとかが一切ないんだよな」

			　ちなみに、今日までは寝る前に洗って……という感じでなんとかしていた。

			「いえ、あの、あたしは、その……」

			　両腕を合わせてもじもじとする。それによって、ローブにクラウディアの身体のラインが綺麗に出てしまっている……って。

			「そ、そういえば、店でローブを脱いでもらったとき、下になにも着てなかったよな？　もしかして……今も？」

			「えっと……その、はい」

			「おぉう……」

			　あれか。宿屋で甘い声を漏らしてたときとかも、裸ローブだったのか。

			　いや、それどころか、初ダンジョンで『えいっ！』とか言ってウサギもどきを踏みつけたときも、ローブの下は素っ裸。

			「……クラウディアは露出狂と」

			「ちちちっ違いますよ!?」

			「いやだって、裸ローブで街どころかダンジョンまでうろついてた訳だろ？」

			　そこまで薄い生地じゃなければ、露出がある訳でもない。けど……ダボダボローブの下は素っ裸って、結構あれだと思う。

			「そ、それはだって、服も下着も持ってないんだから仕方ないじゃないですか。と言うか、奴(ど)隷(れい)に服を買い与えるのは、ご主人様の役目ですよ？」

			「そうなのか。それは悪かった……って、それでも、催促すれば良かったんじゃないか？　やっぱり、クラウディアは露出――」

			「は、恥ずかしいから連呼しないでください！　と言うか、恥ずかしいから言えなかったんですよ！　もう、もうもうっ、ご主人様のイジワルイジワルっ！」

			　ローブの奥、火傷(やけど)を負っていてもなお、分かるくらいに顔が紅く染まった。やっぱり、クラウディアは火傷(やけど)をしていても可愛いと思う。

			　だからイジメたくなるのだ……とは、口が裂けても言えないけど。

			「ごめんごめん。じゃあ、先に服を買いに行くから許してくれ」

			「……ホントですか？」

			「ホントだから。ただ、俺はこの街を知らないから案内してくれ」

			「あたしもあんまり知らないんですけど……えっと、たぶんこっちです」

			　お店が建ち並ぶ区画。二人分の着替えや下着を買うために、洋服のお店へとやって来た。

			　一度は服飾の仕事を目指した人間として、異世界の洋服店は楽しみにしていたんだけど、正直に言えば……落胆してしまった。

			　中世のヨーロッパくらいと考えれば当然だけど、生地の品質はいまいちだし、色も地味で種類が少ない。それに平面製図の練習で最初に引くような面白みのないデザイン。

			　縫い目は丁寧だから、この世界ではこれが普通なんだろうな。

			　まあ、ないものは文句を言っても仕方ない。いつか、自分で洋服を作れたら楽しいな……なんて思いながら、着替えを揃えていく。

			　そして、そんな俺の横でクラウディアも洋服や着替えを選んでいた。

			　そのうちの一式は着て帰るということで、今は店の奥にある試着室で着替えている。……裸ローブがよっぽど恥ずかしかったのだろう。

			「……ご主人様、どうですか？」

			　しばらくして、試着室からクラウディアが出てきた。

			　顔は薄手のヴェールで隠し、ブラウスも長袖で首元も隠れるようなデザイン。そしてスカートだけが、膝丈で少しだけ露出している。

			　有り体に言えば、アンバランス。だけど、火傷(やけど)の痕があるクラウディアにとってはきっと、目一杯のオシャレなんだと思う。

			　だから……

			「うん。よく似合ってるよ」

			「……本気で言ってますか？」

			「嘘はつかないよ。ただ、どうせ足を出すのなら、もう少し変化を付けた方が面白いかな？」

			　俺はそう言って、店主へと視線を向けた。

			「すみません。もう少し立体的なデザインのスカートはありませんか？」

			「……立体的、ですか？　それは、パニエを下に穿くという意味でしょうか？」

			　店主は首をひねった。

			　ローズが来ていたゴシックドレスは比較的立体的なデザインだったんだけど……やっぱり、そういうデザインは貴族が着るような高級品だけ、なのかな。

			「えっと……すみません。このスカートを少し弄(いじ)りたいのですが、少し場所をお借りしても良いですか？　もちろん、ご迷惑でなければ……ですが」

			　目の前で完成品を改造するのは失礼かなと思って、少し控えめに聞いてみる。けど、店主は興味を抱いたらしくて、かまいませんよと快く裁縫セットを貸してくれた。

			「ちょっと触るぞ」

			　俺はクラウディアのスカート前面をつまみ上げた。

			「……ご主人様？」

			　ジーッと俺の顔を見つめる。その目が、まさか人前であたしを辱めるんですか？　とか言ってる気がしないでもないけど、たぶん気のせいだろう。

			「少し改造するだけだから、そのままでいてくれ」

			「そういうことなら……分かりました」

			　本人の了承を得て、ちょいちょいとたくし上げたスカートの前面を、ウエストの裏で縫い留め、アシンメトリーのスカートに改造した。

			　それだけで、シンプルだったスカートが少しだけ立体的に広がって見える。

			「ご主人様、凄いです。なんだか、ふわぁって広がりました」

			「……たしかに、わずかに手を加えるだけで、このような変化をもたらすとは」

			　完成したスカートを見て、クラウディアと店主が感嘆のため息をつく。

			　スカートの前面を少し短くしただけの、ささやかな改造……なんだけど、どうやらクラウディアは気に入ってくれたみたいだ。

			　ちなみに、側面を短くするか、前面を短くするか迷ったんだけど、俺がクラウディアの白い太ももをよく見たかったという理由で前面を選択したのは秘密である。

			「どうかな？　嫌だったら元に戻すけど……？」

			「嫌なんて、そんな。凄く素敵です」

			「気に入ってくれたなら良かった」

			「もちろんです。ところで……ご主人様から見ても、似合ってますか？」

			「うむ。その太ももに飛びつきたいと思う程度には」

			「……ご主人様のえっち」

			　つんっとそっぽを向く。けど、その声はまんざらでもなさそうだ。宿に戻ったら、ご主人様権限で膝枕をお願いしてみよう。――なんて、馬鹿なことを考える。

			　……いや、わりと本気だけども。

			　それはともかく、洋服を買い終えた俺達は武器防具のお店へ。

			　鎧というか、冒険用の丈夫な服をそれぞれ一着ずつ購入。それに剣と短剣を一本。それにダンジョンに潜るのに必要な小物を購入した。

			　そうして今日の買い物は終了。日もすっかり暮れたので、俺達は宿屋へと戻ることにした。

			「……なんだか色々な装備を買いましたね。そんなに持ち歩くのは大変だと思いますよ？　と言うか、普通は奴(ど)隷(れい)のあたしが持つものだと思うんですけど……」

			「さっきから言ってるだろ。クラウディアを奴(ど)隷(れい)として扱う気はないって。それに、荷物なら大丈夫だ。アイテムボックスを持ってるからな」

			　アイテムボックスをアクティブにして、買い込んだ装備を放り込んだ。それを見たクラウディアは驚く――のではなく、なぜか呆れていた。

			「ご主人様……そんなに無造作に放り込んだら、中でごちゃごちゃになりますよ？」

			「……はい？」

			　なにを言ってるんだと、アイテムボックスに意識を向ける。そうするとたしかに、中の空間で、放り込んだものがごちゃごちゃになっていた。

			「……なにこれ。異次元空間みたいな感じで、綺麗に纏(まと)められたりするんじゃないのか？」

			「アイテムボックスのランクが高いと、そういうこともあるみたいですね。でもＦランクだと、ただの小さな倉庫って感じらしいですよ」

			「なるほど……」

			　軽くアイテムボックスの詳細を確認すると、たしかにそのようなことが書かれていた。知らずに食べ物と服とかを一緒にしたら、大惨事になるところだったな。

			「教えてくれてありがと。やっぱり、クラウディアがいてくれて助かったよ」

			「ご主人様のお役に立ててるなら嬉しいです――」

			　クラウディアのセリフを遮るように、どこからともなく鐘の音が聞こえてきた。それを聞いた瞬間、クラウディアが表情を引きつらせる。

			「……ご主人様、早く宿に戻りましょう」

			「急にどうしたんだ？」

			「どうしたもこうしたも、今のは十九時の鐘……そう言えば、ご主人様は別の世界から来たって言ってましたね。歩きながら説明するので、急いで宿に戻りましょう」

			「え、ちょっと、おい？」

			　クラウディアに強引に腕を引かれ、俺は転ばないように慌てて後を追う。

			　

			「なにをそんなに急いでるんだ？」

			「この世界は、ヤンデレの女神、メディア様の作った世界であることはご存じですよね？」

			「ああ、それは知ってるよ」

			　……と言うか、やっぱりメディアねぇはヤンデレの女神って言う認識なんだな。予想どおりと言うか、なんと言うか……

			「それと、クラウディアが急に焦り始めたのと、どんな関係があるんだ？」

			「夜――具体的には十九時から六時までは〝ヤンデレタイム〟なんです」

			「……は？　なんだって？」

			「ですから、ヤンデレタイムです。その時間はメディア様の力が強くなるんです」

			「……メディアねぇの力が強くなる？　それって……まさか!?」

			　驚く俺に対し、クラウディアがこくりと頷いた。

			「ご主人様の予想どおりだと思います。夜になると20％ほどヤンデレ化しやすくなり、既にヤンデレの人は一時的に２ランクアップするんです」

			「そういう、ことか……」

			　思い返せば、ギルドマスターも、奴(ど)隷(れい)商の主人も。そろって夜がどうのと言っていた。

			　それに今にして思えば、ローズが豹変する直前にも、十九時の鐘が鳴っていた。そして、俺が拘束されたり、陵(りよう)辱(じよく)されたのも、やっぱりクラウディアの言うヤンデレタイムだった。

			　とは言え――

			「夜がヤバイって言うのは分かったけど、クラウディアはヤンデレ化耐性があるから平気なんだろ？　それとも、クラウディアもヤバイとか言うのか？」

			「……ええ、さっきからご主人様を監禁したくて仕方がありません」

			「マジで!?」

			　俺は思わず足を止め、クラウディアの顔を覗き込む。

			　クラウディアは……クスクスと笑っていた。

			「冗談ですよ。散々イジメられたお返しです」

			「……ホントにホントか？　冗談だと言って、実はってオチじゃないよな？」

			「大丈夫ですって。耐性持ちは伊達じゃありませんから。ただ、既にヤンデレを発症してる人は一気にヤバくなります。ご主人様のスキルと夜の相乗効果を考えると――ご主人様！」

			　いきなり、クラウディアに押し倒された。

			「え、ちょっと、クラウディア!?」

			　マジでヤンデレ化したのか？　俺はフェミニストがあるから、覆い被さられた状況ではどうしようもない。ヤバイ、これはヤバイと焦った俺の耳に響いたのは――

			「ご主人、様。無事、です……か？」

			　――クラウディアの苦(く)悶(もん)に満ちた声だった。

		

	
		
			３－１　逃亡の果てに

			　

			　人(ひと)気(け)のない夜の路地で、クラウディアに押し倒された。最初はヤンデレ化したのかと焦ったけど……なんだか様子がおかしい。

			「……クラウディア？　おい、どうした――っ!?」

			　クラウディアに触れていた俺の手に、熱くてヌメリのあるなにかが触れた。慌ててクラウディアの下から抜けだし、その身体に視線を向ける。

			　――クラウディアの背中に、矢が突き刺さっていた。

			「な、なんで矢が!?」

			　いや、結果を見れば明らかだ。何者かが矢を射かけて、それが俺に当たる寸前、クラウディアが俺を庇(かば)ってくれたということ。

			　つまりは――

			「逃げて、ください……」

			　クラウディアが息も絶え絶えに告げる。それを聞くよりも早く、俺は矢を放った犯人を見つけるべく、周囲へと視線を走らせていた。

			　そして――見つけた。俺達が来た道の真ん中に、三人の女性の姿があった。彼女達は冒険者風の出で立ちをしていて、一人は弓を持っている。

			「お前らの仕業か！　一体どういうつもりだ!?」

			「はっ、どういうつもりか、だって。それはこっちのセリフだよ！」

			　三人の真ん中に立つ女性が姉御口調で言い放った。

			「……こっちのセリフって、どういう意味だ？」

			「あんたが悪いんだよ！　あたいの誘いを断って、他の女とイチャイチャしたりするから！」

			　まるで意味が分からない――と言いたいところだけど、なんとなく分かってしまった。

			「お前、ギルドで話しかけてきた女だな」

			　シルフィーさんが気をつけろと忠告してくれた、加虐性癖で重度のヤンデレ女。

			　名前は……たしか、ユノとか言ったな。ヤンデレ女神ヘラと、同一人物として扱われている女神と同じ名前だったから、なんとなく覚えている。

			「ふふん、あたいのことを覚えててくれたんだね。そこは評価してあげても良いよ」

			「……そりゃどうも」

			「だけど、イチャついてたことは許せないね。その女を殺して、あんたにもたっぷりお仕置きしてあげるから、覚悟しなよ」

			「それは勘弁して欲しいな」

			　適当に相づちを打ちつつ、これからのことについて考える。

			　はっきり言って、この手の相手と話しても無駄だ。話し合いでなんとかなるような相手なら、路地とはいえ街の中で矢を放ってきたりはしないだろう。

			　クラウディアに怪我を負わせた落とし前を付けさせたいところだけど……俺はフェミニストのスキルのせいで、女性に対して攻撃が出来ない。

			　情けないけど、クラウディアの治療をするためには逃げるしかないだろう。

			「……クラウディア、走れるか？」

			　俺はヤンデレ女に視線を向けたまま、小声でクラウディアに問いかける。だけど、クラウディアは座り込んだままで呼吸が荒い。

			「クラウディア、しっかりしろ」

			「……ごめん、なさい。あたしのことは良いから、逃げて、ください」

			「バカ言うな。立てないなら、抱きかかえて逃げるから、舌を噛むなよ」

			「……え？　あの。ひゃあ……」

			　驚くクラウディアをお姫様抱っこで抱き上げ、俺は全力で逃げることにした。

			「ちょ、待ちな！　逃げられると思ってるのかい！　って、はやっ!?」

			　筋力やら敏(びん)捷(しよう)度はざっと三割増し。軽いクラウディアを抱きかかえたくらいで、捕まるような脚力はしていないと全力で走る――が、背中に激痛が走った。

			　どうやら、矢を射かけられたらしい。

			　痛みに膝をつきそうになるけど、ここで足を止めたら俺はともかくクラウディアがやられると、俺は必死に走り続け、なんとか追っ手を撒くことに成功する。

			　だけど――

			「か、は……なん、だ。意識が、遠く……はぁっ」

			　急激に身体が異常を訴えはじめ、俺は走れなくなってしまった。あまりの気持ち悪さに、そのまま座り込んでしまいそうだ。

			　でも、こんな道の真ん中で倒れたら、絶対にヤンデレ女に見つかってしまうと、俺は身体に鞭(むち)を打って、路地裏の物陰まで必死に歩いた。

			　だけど……それが限界だった。

			「……はあ、はっ。どう、して……」

			　矢が刺さったのは痛いけど、そこまで重症じゃないはずだ。それに、前世で陽菜乃に刺し殺されたときだって、こんなに急に気が遠くなったりしなかった。

			　一体なにが……と、必死にステータスウィンドウを開いた俺は、ログにランクＤの毒に冒された的なことが書かれているのを見つけた。

			　――毒、か。ということは、クラウディアが苦しんでるのも、たぶん同じ理由だな。

			「たしか、キュア・ポイズンが……よし、覚えてるな」

			　俺は消えそうな意識を必死に繋ぎ止め、ターゲットをクラウディアに設定。キュア・ポイズンと唱えて魔法陣を展開。クラウディアの毒を消そうと魔法を使用するが――

			　クラウディアの苦しげな表情は変わらない。

			　……そうだ。クラウディアは衰弱の呪いで、回復魔法を受け付けないんだった。

			　まずい。これはまずい。ローズの毒を治すには、解毒剤の類いを投与する必要があるということ。だけど、俺は当然そんなものは持っていない。

			　ギルドなら、毒消しくらいはある、かな？

			　分からないけど、他に心当たりはない。とにかく行くしかないのだけど……毒矢が刺さったまま走り回ったせいか、俺の方が症状が酷い。このままだと、俺が先に倒れそうだ。

			　俺はもう一度キュア・ポイズンを詠唱。今度は自分を対象にして使用する。

			　だけど……気分が軽くなったのはほんの少しだけ。どうやら毒のランクに対して、キュア・ポイズンのランクが低すぎるらしい。

			　何回も使えば毒は抜けるかもしれないけど……精神力が持つかどうか。それ以前、そんなに悠長なことをしていたら、クラウディアが毒で死んでしまうかもしれない。

			「……ご主人、様。大丈夫、ですか？」

			　こんな状況でも、自分のことよりも俺の心配をしている。そんな優しいクラウディアを見殺しに出来るはずがない――と、俺は覚悟を決めた。

			　対象を自分に定めて、ファイア・ボルトを詠唱。まだ恐怖はあるけど……大丈夫。もう三回目だし、おおよそのコツは掴んだ。それになにより、クラウディアのためだから。

			　だから、一発で死んでみせる――と、ファイア・ボルトを発動。

			　俺はこの世界に来て、三度目の死を体験した。

			　

			　モノクロの世界で即座に不老不死のスキルにある復活の項目を選択。

			　メディアねぇが虚空より出現――

			「メディアねぇ、直ぐに生き返らせてくれ！」

			「ええ。わたくしはずうぅっと柚希くんを見てるから、ちゃんと状況を把(は)握(あく)してますわ。直ぐに生き返らせるから、頑張ってくださいね」

			　本当にずっと見ていたのだろう。顔を見るなり叫ぶ俺に対し、メディアねぇは即座に魔法を詠唱。俺の意識は修復された身体へと引き戻された。

			「……よし、毒は消えてる。直ぐにギルドに連れて行くから、もう少しだけ頑張ってくれ！」

			　顔色の悪いクラウディアを抱き上げ、ギルドへと向かってひた走る。だけど――路地から大通りへと出る寸前、ヤンデレ女とそのツレに道を塞がれた。

			　また矢を射かけられてはたまらないと反転する――が、背後にも一人、ヤンデレ女のツレがいて、道を封鎖していた。

			　どうやら、俺は見事に待ち伏せにはまったらしい。

			　なにか、なにか方法は――と、考えを巡らせるけど、逃げ道を塞がれていて、クラウディアは動けない。更には俺はフェミニストの効果で攻撃できない。

			　どう考えても詰んでいる。

			「ふふ、あはは……ようやく追い詰めたよ。あたいの愛しい人」

			　誰が愛しい人だ、気持ち悪いんだよ！　と、叫ぶのは簡単だけど、クラウディアを救うのを最優先に考えれば、彼女達を怒らすわけにはいかない。

			　俺は血が出そうなほど奥歯をかみしめ――クラウディアをその場に下ろした。

			「……ご、ご主人、様？」

			「こんなことに巻き込んでごめんな。せめて、クラウディアだけは助けるから」

			「ダメ、ダメです。あたしのことは良いから、逃げて、逃げて、ください……っ」

			　クラウディアが必死に逃げろと言う。だけど俺は無言で首を横に振った。

			「俺の負けだ。俺に出来ることならなんでもするから、クラウディアを助けてくれ」

			「へぇ……いま、なんでもするって言ったのかい？」

			「ああ、言ったよ。クラウディアを救ってくれるならなんでもする」

			　ヤンデレの――ユノの言いなりになるなんて死んでも嫌だ。

			　でも……クラウディアは俺が初めて出会った、ヤンデレじゃない女の子。出会ってたった半日だけど、俺にとっては唯一心を許せると思った女の子なんだ。

			　だから――

			「頼む、クラウディアを救ってくれ。毒が回ってるんだ」

			　俺は深々と頭を下げた。

			「はんっ、あたいの愛しい人にちょっかいを掛けたんだから当然さね」

			「……クラウディアを助けてくれなかったら、舌をかみ切って死ぬからな？」

			「――ちっ。分かったよ」

			　ヤンデレ女は忌々しそうに吐き捨てた。だけど、それでクラウディアの治療を始めるかと言えばそんなこともなく。なにかを考えるようなそぶりを始めた。

			「……そうだね。治療をしてやってもいい。だけどその女を治した瞬間、手のひらを返されたらたまらない。まずは、両手足を縛らせてもらうよ。おい――」

			　ヤンデレ女が指示を出し、隣にいた女が俺の手足を縛り始めた。なんかその際、どさくさであちこち触られた気がするけど、俺はクラウディアのためだと我慢する。

			　ほどなく、俺は両手両足をロープで縛られてしまった。

			「よし、それじゃ次は……あたいの足を舐めな」

			「おい、クラウディアの治療が先だろ！」

			「これが聞けないなら、治療はしないよ」

			　ユノは意地の悪い笑みを浮かべる。

			「ふざけるな！　クラウディアを救ってくれないなら、舌をかみ切って死ぬって言ってるだろ」

			「無駄だよ。こっちにはヒーリングを使えるやつがいるんだ。舌をかみ切ったくらいなら、直ぐに治療できるさ」

			「――くっ」

			　こんなヤンデレと交渉しようとしたのが間違いだった。

			　ただでさえ、相手は重度のヤンデレ。しかも今は、ヤンデレタイムで２ランクアップしている。会話が成り立つだけでも奇跡だったのだ。

			「さぁ、どうするんだ？」

			「クラウディアを救ってくれないなら従うはずないだろ！」

			「そうだねぇ。でも……従ってくれたら、気が変わるかもしれないよ？」

			「こっの……」

			　ユノにクラウディアを救う気があるとは思えない。けど、ユノの言うとおり、俺がここで拒否をしたら、限りなく低い可能性がゼロになる。

			　だから、俺に出来るのは、ユノが心変わりするように最善を尽くすことだけ。

			「……分かった。言われたとおりにする。だから、クラウディアを救ってくれ」

			「それは、あんたの頑張り次第だよ。まずはこっちまで這ってきな」

			「……分かった」

			「――ごしゅじん、さま……」

			　後ろで、クラウディアの悲しげな声が響いて胸が痛むけど、俺は歯を食いしばって黙殺。両手足を縛られた状態で、膝と手を使ってヤンデレ女のところまで這って進んだ。

			「よし、それじゃ、あたいの足を舐めな！」

			　ヤンデレ女が、片足を俺の目前に突き出してくる。けど、ヤンデレ女はブーツを履いていて、膝上まで防具的な生地で覆われている。

			「……ブーツを舐めろって言うのか？」

			「そっちじゃないよ。もっと上に、決まってるだろ？」

			　上……？　と、視線を上げれば、タイトスカートの奥が見えている。要するに、そこを舐めろということらしい。

			　……気持ち悪い。

			　ヤンデレの中でも最悪に自己中心的。俺を刺し殺した陽菜乃と同じくらい気持ち悪い。そんな女に自ら舌を這わすなんて嫌だ。殺されたってお断りだ。

			　だけど――

			「どうしたんだい？　ためらってる時間はないんだろ？」

			「……分かってる」

			　俺は膝立ちで上半身を浮かせ、ヤンデレ女の足の付け根に舌を――

			「あぁ、もう！　じれったいんだよ！」

			　ヤンデレ女が俺の髪を掴み、自分の足の付け根へと俺の頭を誘う。

			　そして――

			「あああああああああああああああああっ!?」

			　ヤンデレ女が悲鳴を上げた――けど、俺はまだなにもしてない。一体なにがと顔を上げると、顔に熱いしぶきが降り注いだ。

			　……え？　ちょっと、なに、なんなの？　なんの液体!?

			「腕がぁっ！　あたいの腕がぁ――っ！」

			　……腕？　と、視線を向ければ、ヤンデレ女の両腕が真っ赤に染まっていた。それどころか、ヤンデレ女の連れも、同じように腕から血をまき散らして悲鳴を上げている。

			　……なんだ、降り注いだのは血飛沫(しぶき)だったか。聖水的なものじゃなくて良かった……って、はい？　血飛沫(しぶき)？　なにごと!?

			「まったく……どこのどなたか知りませんけど、私のユズキお兄さんに、なんてことをさせるつもりですか。……腕を切り落としましたよ？」

			　……それは事後報告ですることじゃないと思う。けど、なにが起きたかはそのセリフで理解できた――と、俺は声の方へと視線を向ける。

			　そこには――漆(しつ)黒(こく)のゴシックドレスを身に纏(まと)う美少女が、護衛を従えてたたずんでいた。

		

	
		
			３－２　クラウディアの願い

			　

			　ゴシックドレスを身に纏(まと)う、金髪ツインテールの美少女。護衛を引き連れて静かにたたずむのは、この島を支配する伯爵の娘――ローズ。

			「えへへ、ユズキお兄さん、ようやく見つけたよぉ～」

			　無邪気な微笑みを浮かべる。

			　その瞬間だけを切り取れば普通の可愛いらしい女の子だけど、騙(だま)されてはいけない。ヤンデレ達の腕を無慈悲に切り飛ばしたのはローズである。

			「ユズキお兄さん、ユズキお兄さん。そんな女なんて放っておいて、お家に帰ろうよぉ。私がエッチなご奉仕、一杯、いーっぱい、して、あげるから！」

			「ま、待ってくれ！　俺はこいつから解毒剤をもらわなきゃいけないんだ！」

			　ユノを無力化してくれたのは助かったけど、クラウディアが救われたわけじゃない。と言うか、ローズもヤンデレだから、状況はちっとも好転していない。

			　俺は必死に解毒剤がいるんだと訴えた。

			「……解毒剤？　もしかして、その女の言いなりになってたのって、解毒剤が欲しいから？」

			「あ、ああ。……そこで倒れてるクラウディアを助けるのに、解毒剤が必要なんだ」

			　ローズはそんな俺の視線をたどり、地面に倒れ込んでいるクラウディアに視線を定めた。

			「……この女がクラウディア？　お兄さんとどういう関係？　どうして、お兄さんがこの女のために解毒剤を欲しがるの？」

			　金色の魔眼は爛(らん)々(らん)と輝いているのに、右の蒼い瞳からはハイライトが消えている。

			　これは完全にヤンデレっている。俺がローズの元から逃げたことに加えて、ヤンデレタイムでヤンデレランクが上がっているからだろう。

			　そんなローズに、クラウディアのことを打ち明ける。それがどんな結果に繋がるのかは分からない。もしかしたら……という可能性もある。

			　でも、他に方法はないから。

			「クラウディアは、俺を庇(かば)ってくれた、大切な女の子なんだ」

			「……ユズキお兄さんの大切な女の子？　へぇ……そうなんだ……」

			　ローズは俺の言葉をかみ砕くように繰り返し……そして一呼吸置いて、クラウディアの元へと歩み寄っていく。

			「おい、ローズ？　クラウディアになにをするつもりだ！　ローズ!?」

			　手足を縛られて動けない俺は、必死にローズに呼びかける。だけど、ローズはそのままクラウディアの側に膝を突いて――

			「……キュア・ポイズン」

			　魔法陣を展開。解毒の魔法をクラウディアに使用した。
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			「……ローズ？」

			「焦りすぎだよ。私がユズキお兄さんの大切な、それも恩人の女の子に危害なんて加えるはずないでしょ？」

			「……そう、なのか？」

			　俺を監禁するために、魔眼を使ったり、手足を封じたりしたヤンデレのセリフとは思えないんだけど……ローズなりの基準があるんだろうか？

			　……まあ、この際それは良い。問題は、クラウディアが変わらず苦しそうなことだ。

			「衰弱の呪いの効果で、クラウディアには回復系の魔法が作用しないんだ」

			「……魔法が？　そっか。だから毒を治すには解毒剤がいるんだ。ねぇ……貴方。貴方はそれを知ってて、ユズキお兄さんを庇(かば)ったの？」

			「……だったら、なんだって……はぁ、言うん、ですか……？」

			「うぅん。なんでもないよ」

			　ローズは一瞬だけ優しげな微笑みを浮かべた――ような気がした。でも直ぐに立ち上がり、俺の直ぐ側でのたうち回っているヤンデレ女の元へと歩み寄っていく。

			「くっ、来るな！　来るんじゃないよ！」

			　ヤンデレ女は、慌てて逃げようとする。だけど、両腕を失って上手くバランスが取れないのだろう。無様に血だまりの上にすっころんだ。

			　ローズはそんなヤンデレ女のお腹を踏みつけ、その動きを封じてしまう。

			「ねえ、貴方。解毒剤はどこにあるんですか？」

			「げ、解毒剤？」

			「ええ、貴方が持っているんでしょ？」

			「そ、そんなものは持っていない！」

			「――嘘をつくな！　さっき、クラウディアの毒を治して欲しければ、自分の言うことを聞けって言っただろ！」

			　二人のやりとりを聞いていた俺は、思わず口を挟む。

			「……って、ユズキお兄さんは言ってるけど。もしかして……嘘だったのかしら？　だとしたら、今度はその舌を引っこ抜く必要がありそうですわね？」

			「ま、まままってくれよ。あたいは嘘なんてついていない！　キュア・ポイズンで、毒を治すつもりだったんだよ！」

			「……つまり、解毒剤は持っていないと？」

			「あ、ああ。魔法が効かないなんて、知らなかったんだよ！」

			　ヤンデレ女の言葉を聞き、俺は絶望の底へと叩き落とされた。だけど、そんな俺とは違い、ローズは即座に護衛を見た。

			「――リリア！」

			「既に診療所に人を走らせ、受け入れの準備をさせています。彼女を運べば、直ぐに処置をしてくれるでしょう」

			「良くやりました。直ぐに彼女を診療所に運ばせなさい」

			「――はっ！　直ちに！」

			　リリアと呼ばれた赤髪の女性――馬車を護衛していた女性剣士だ。その彼女が隊長かなにかだったのだろう。他の二人に命令、クラウディアはその二人によって運ばれていった。

			「それと、ユズキお兄さんを襲った連中を拘束して、憲兵に突き出しなさい。我がブラッド家の領地で不届きを働いたものを許してはなりません」

			「――はっ！」

			　矢継ぎ早に出されるローズの指示に従い、護衛がヤンデレ女を拘束。そのままどこかへ連行してしまう。

			　それからほどなく、ローズは俺の前に膝を突いた。

			「ユズキお兄さん、大丈夫？　拘束を解くから両手を出して」

			　さっきまで伯爵令嬢として振る舞っていたローズだけど、俺に対しては歳相応な普通の少女のように話しかけてくる。そんなローズに戸惑いながらも、俺は両手を差し出した。

			　直ぐに、両手を拘束する縄が切断され、次に両足を拘束する縄も切断される。

			「……ありがとう、助かったよ」

			「気にしないで。それよりもユズキお兄さん。クラウディアさんのことなんだけど……」

			「あぁ……聞こえてた。診療所に運んでくれたんだよな、ありがとう」

			「うぅん、お礼の必要はないよ。それに……間に合うかは……」

			「……え？」

			　意味が分からなかった。いや、分かりたくなかった。だけど、ローズはそんな俺に向かって淡々と告げる。クラウディアが助からないかもしれない、と。

			「……どう、して？　診療所がここから遠いのか？」

			「うぅん。そんなに遠くはないはずだよ。ただ、魔法と違って、解毒剤に即効性はないから。それに、背中に刺さった矢のこともあるし、正直……その、厳しいと思う」

			「そんな……」

			　これで助かる――と、希望を抱いていた俺は、絶望のどん底まで叩き落とされた。

			「……ローズ。キミから逃げておいて勝手なお願いだっていうのは分かってる。だけど、お願いだ！　俺をその診療所に行かせてくれ！」

			　クラウディアが無事なら、そのままローズに連れて行かれても良いと思っていた。だけど、助からないかもしれない。そんな風に聞かされて放ってはおけないと懇(こん)願(がん)する。

			「ユズキお兄さん……いいかげんにしないと、いくら私でも怒るよ？」

			「ごめん。でも、クラウディアは俺を庇(かば)ってあんな風になったんだ。だから……」

			「だーかーらー、私がユズキお兄さんの恩人をないがしろにするはずないってば。私がそんな酷い女の子に見えるの？」

			「え、それはその……見えてたんだけど……違うのか？」

			　三角にした目で、じとぉ……と睨まれてしまった。

			「……ユズキお兄さん？」

			「い、いや、だって……ローズはヤンデレ、だよな？」

			「たしかに私はヤンデレだし、ユズキお兄さんと出会ってからはランクが上がってるよ。でも、ヤンデレなのと、恩人に礼を尽くすかどうかは関係ないでしょ？」

			「それは……えっと、そう、なのかな？」

			「そうなの！」

			　……そうらしい。

			「それにね。私だってホントは、今すぐユズキお兄さんをお持ち帰りして、私のお部屋で朝から晩までエッチなことをして、愛してもらいたいって思ってる。だけど……」

			　ローズはそこで一度言葉を切り、少しだけ愁いを帯びた表情で微笑んだ。

			「ここでクラウディアさんを見捨てたら、ユズキお兄さんに嫌われちゃうじゃない」

			「……え？」

			「私はどんなことをしても、ユズキお兄さんに愛されたいって思ってる。だけど、だからこそ、ユズキお兄さんに嫌われることなんてするはずがないじゃない」

			「ローズ……」

			　ヤンデレと言えば、相手の気持ちを考えない自己中だって、そう思い込んでいた。だから、ローズの言葉は完全に予想外だった。

			　ローズは他のヤンデレとは違う。ちゃんと、俺のことを考えた上で全力なだけ……なんだ。

			　いや、それでもヤンデレとして色々ヤバイのは事実なんだけどさ。

			「と、取りあえず、俺を診療所に連れて行ってくれるってことで良いのか？」

			「うん。もちろんだよ」

			「……ありがとう」

			　そう言って両手を差し出すと、ローズは「どうしたの？」と首を傾げた。

			「いや、俺が逃げるかもだし、もう一度拘束するんだろうと。あ、それとも、その魔眼に向かって約束した方が良いか？」

			「必要ないよ。ここでクラウディアさんを置いて逃げるような人なら、私はユズキお兄さんのことを好きになってたりしないから」

			「……あ、ありがとう」

			　ヤンデレに死ぬほど愛されるスキルのせいなのか、なんなのか、俺は特に理由もなく言い寄られることがほとんどだったから、具体的な理由を挙げられて動揺する。

			　けど、今はクラウディアだ――と、立ち上がった。

			「それじゃ、悪いけど、診療所まで案内してもらって良いか？」

			「うん。もちろんだよ――リリア」

			「――はっ！」

			「貴方は私とユズキお兄さんを診療所に案内して。ほかの者は野次馬達に事情を説明して撤収させなさい！」

			「かしこまりました！」

			　

			　ローズの護衛騎士、リリアに連れられてやって来た診療所。俺とローズは廊下にある長椅子で、クラウディアの処置が終わるのを待っていた。

			　ほどなく、白衣的な服を着た先生が部屋から退出してきた。俺は慌てて立ち上がり、その先生の元に駆け寄った。

			「先生！　クラウディアの毒は抜けましたか!?」

			「解毒剤は飲ませたので、効果はじきに発揮すると思います」

			「じゃあ助かるんですね！」

			　喰い気味に問いかける。そんな俺に対して、先生の返事は――無言。俺の中で、まさかという考えが膨れあがった。

			「……教えてください。クラウディアはどうなったんですか？」

			「解毒剤を飲ませたので、やがて毒は消えると思います。ただ、毒に侵されてから時間が経ちすぎている。体中に巡った毒は、解毒剤でも直ぐには消せないでしょう」

			「……つまり？」

			「毒が消えるまで、彼女の身体は持たないだろう、ということです」

			　目の前が真っ暗になった。

			「……処置は、処置は続けているんですよね？　人工透(とう)析(せき)とか、生理食塩水の点滴とか。もし俺の血が必要なら言ってください！」

			「……じ、人工透(とう)析(せき)？　生理食塩水？　それに貴方の血、ですか？　それは呪術かなにか、なのでしょうか？　残念ながら、彼女に回復魔法の類いは利かないようなので……」

			「呪術？　なにを言って……」

			　いるんだという言葉は続けることが出来なかった。

			　魔石による明かりや上下水道などなど、なにかと便利な世界。だけど、俺が元いた世界のように科学が発展しているわけじゃない。だから、医学も中世のヨーロッパレベルなんだろう。

			　当然、血液中の毒素を――なんて概念は存在しない。

			　回復魔法を受け付けないクラウディアは、この世界においては既に処置する方法がない。つまりは――このまま、死を待つばかりだということ。

			　それを理解した俺は、その場にくずおれた。

			　不老不死というスキルがあり、回復魔法も一通り存在している。そんな世界だから、死はもっと遠いものだと思い込んでいた。

			　いや、実際に遠いものだったはずだ。

			　でも、クラウディアには回復魔法の類いが発動しない。それがどういう意味なのか、俺はもっと考えるべきだった。

			「ねぇ、お兄さん。クラウディアさんにはどうして、回復魔法が使えないの？」

			「それは……衰弱の呪いが掛けられているから、らしい」

			「だったら、その呪いを解除すれば、回復魔法が掛けられる？」

			「……あ、そうだ！」

			　俺とローズは先生へと視線を向ける。だけど、先生はゆっくりと首を横に振った。

			「呪いを解く魔法――デスペルの使い手をギルドに派遣してもらったんですが、彼女の呪いは解除できませんでした。かなり高ランクの呪いのようですね」

			「……彼女に掛けられた呪いはＡランクでした」

			「そう、ですか。どうりで……」

			　先生と、そしてローズまでもが沈痛な面持ちで顔を伏せた。そう言えば、奴(ど)隷(れい)商もこの島に、クラウディアの呪いを解ける魔法の使い手はいないと言っていた。

			　それだけ、クラウディアに掛けられた呪いが強力なんだろう。なにか他に方法は――と、考えた俺は、親しい相手限定で、他人のステータスに干渉できる能力を思い出した。

			「ローズ、俺にステータスウィンドウを見せてくれないか？」

			「……え、急にどうしたの？　私もデスペルは持ってるけど、Ｄランクだよ」

			「それでも、頼む。もしかしたら、なんとかなるかもしれないんだ！」

			　俺は深々と頭を下げる。

			「よく分からないけど……ユズキお兄さんになら、見せるくらいかまわないよ」

			　さしてためらいもなく、ローズはステータスが俺に見えるようにしてくれた。

			　そこに表示されているのは、なかなかにとんでもない表示の数々。だけど、今はそれらを気にしている場合じゃない――と、俺は魔法の項目に視線を向けた。

			　そこには、ローズの申告どおり、デスペル：Ｄと書かれている。

			　もちろん、このままじゃクラウディアの呪いは解除できない。だけど……と、俺は祈るような思いで、ステータスの最後尾。俺にだけ見えるという残りＳＰに目を向けた。

			　残りＳＰは６８０。

			　俺は自分のステータスを開き、デスペルの習得に必要なＳＰを見る。

			　基準値は……２００ＳＰ。つまりはＤまでが１，２００で。そこからクラウディアの呪いを解けるランク――ＡＡまでは……４，６００ＳＰ。ダメだ……まるで足りない。

			　俺は最後の希望が潰えたことを理解し、思わず天を仰いだ。そんな俺を見て、ローズは察したのだろう。慰めるように、俺の腕を抱きしめた。

			「えっと……ユズキお兄さん。辛いと思うけど、最期のお別れをした方が良いよ」

			「……最期。そう、だな……」

			　たった半日だけど、俺はクラウディアを買い取ってご主人様になった。もしクラウディアに最期の願いがあるのなら、聞き届けなくちゃいけない。

			「先生。クラウディアと話すことは出来ますか？」

			「……ああ。意識は辛うじて残っている。長くは持たないだろうから……急いだ方が良い」

			「分かりました、ありがとうございます」

			　俺は先生に頭を下げ、クラウディアのいる部屋へと足を踏み入れた。魔石による明かりでぼんやりと照らされた部屋の片隅。クラウディアは質素なベッドに寝かされていた。

			　処置に必要だったのだろう。ヴェールとブラウスが取り払われ、顔と胸に広がる火傷(やけど)の痕があらわになっている。

			　そして毒のせいか、火傷(やけど)に覆われた顔は腫れていて、目は真っ赤に充血している。俺は否応もなく、クラウディアに死期が迫っているのだと理解して、思わず泣きそうになった。

			　だけど、今はまだ泣くわけにはいかない――と、俺はベッドサイドへと歩みを進める。

			「クラウディア」

			「……ご主人、様？」

			　俺の呼びかけに弱々しい反応をしめす。その充血したエメラルドグリーンの瞳は、俺ではなく虚空を見つめている。もしかしたら、もう目が見えていないのかもしれない。

			「ああ、俺だ。クラウディアのご主人様、ユズキだよ」

			「良かっ……た。もう、会えない……かと、思い、ました」

			　輝きの失われたクラウディアの瞳に涙が浮かび――俺の視界が滲んでいく。

			　……おかしいな。泣いているのはクラウディアなのに、どうして俺の視界が滲むんだろう。
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			「あたし、ご主人、さまに、買われて、幸せ、でし……た」

			「……なにを、なにを言ってるんだ？　俺はクラウディアを護るって約束したのに、たった半日で、こんな……最低の主人だぞ？」

			「そんな、ことは、ありま……せん。……一緒に、幸せに、なろう……って、言って、くれて……すごく、すっごく……嬉し、かった……か、ら……」

			　弱々しい声で、自分の気持ちを紡ぐ。

			　そんなクラウディアのまぶたが、静かに……閉じられた。

			「……クラウディア？　おい、クラウディアっ！」

			　目を開けてくれと身体を揺すると、クラウディアの瞳がもう一度、少しだけ開かれた。

			「クラウディア、しっかりしろ、クラウディア！」

			「……あぁ、嫌、だなぁ……せっかく、すてき、な、ご、しゅじん……さま、に……出会えた、のに……ここで、終わり、なん……て……」

			「終わりなんて言わないでくれ！　これから、いくらでも時間はあるじゃないか！　まだ、一杯やりたいこととか、あるはずだろ!?」

			「そう……でした、ね……」

			「ああ、そうだ！　だから願いを言ってくれ！　今からでも遅くない。一緒に叶えよう！」

			「……ごしゅじん、さま……」

			　クラウディアの手が少し、ほんの少しだけ持ち上がる。その手が俺を求めていることに気付き、俺は慌ててその手を握りしめた。

			「あたしの、ぶんまで、しあわせに、なって、くだ……さい……」

			「……え？」

			「それ、が……あたし、の……さぃ、ご……の、望……み……」

			　その言葉を紡ぎきったクラウディアはまるで、自分の願いを叶えたかのように、幸せそうな微笑みを浮かべ――ゆっくりとその瞳を閉じた。

			「……クラウディア？」

			　呼びかけるけれど、クラウディアは答えない。

			「クラウディア？　なぁ……嘘だろ？　……クラウディア、目を開けてくれよ！」

			　せっかく、せっかくヤンデレじゃない普通の女の子と出会えたのに、これでお別れなんてあんまりだ。俺はもっともっと、クラウディアと一緒に過ごしたかったのに！

			　なんども、なんどもなんども、クラウディアの名前を必死に呼び続ける。だけど、それでも、クラウディアの瞳は――二度と、開かれなかった。

		

	
		
			３－３　わずかな可能性

			　

			　……どうして、こんなことになったんだろう――と、クラウディアの手を取りながら、俺はぼんやりと考えていた。

			　俺がヤンデレに対抗するなんて理由で、仲間を求めなかったら良かったんだろうか？　それとも、ローズの屋敷から逃げなければ良かったんだろうか？

			　いや……そもそも、ローズを助けたあと、そのまま別れれば良かったんだ。そうすれば、俺がクラウディアを買うことも、ローズがヤンデレに覚(かく)醒(せい)することもなかったはずだ。

			　……思えば、前世でもそうだった。

			　俺がヤンデレから逃げることで、周囲の人間を巻き込むことが頻(ひん)繁(ぱん)にあった。俺がヤンデレに抵抗するたびに、周りの人が不幸になる。

			　俺が、普通の幸せなんかを、望んだから……

			「……ユズキお兄さん、クラウディアさんにお別れは言えたの？」

			　おもむろに背後から声が響く。振り返れば俺の直ぐ後ろ。ローズがたたずんでいた。

			「お別れは……言えたよ。だから、もう、十分だ。俺を好きにしてくれ。俺はもう、キミに逆らったりしないから」

			　ローズにしてみれば望みどおりの結果で、満面の笑みを浮かべる――と俺は思っていた。だけどそこに浮かんだのは、どこか冷めた――失望するような表情だった。

			「……ユズキお兄さんは、諦(あきら)めるの？」

			「なにを、言って……」

			　諦(あきら)めるのかと聞かれたら、その答えはイエスだ。既に諦(あきら)めている。でもそれは、クラウディアが死んで、もうなにをしても手遅れだと思っているから……

			　いや、ローズだってそんなことは分かってるはずだ。なのに、諦(あきら)めるのかと尋ねるのは、諦(あきら)めなくても済む方法があるから……？

			「もしかして……なにか方法があるのか？」

			「リザレクション。死んだ人間を生き返らせる魔法……聞いたことないかな？」

			「あぁ……それは知ってるよ。でも、彼女には衰弱の呪いが掛かっているから……」

			　復活は不可能だと口にする寸前。俺はなにかが引っかかって口を閉ざした。そんな俺に向かって、ローズが淡々と告げる。

			「死亡した時点で、クラウディアさんの呪いは解除されているはずだよ」――と。

			「……そう、か。リザレクションで、クラウディアを復活させられる？」

			「リザレクションなら可能だよ。もっとも、リザレクションの使い手がいないけどね」

			「それは……この島にはいないってことか？」

			「そうだね。と言うか、リザレクションが使えるのは……王都にいる最高司祭くらい、かな」

			「なら、その人に頼めば良いんだな？」

			　俺の問いかけに、けれどローズは首を横に振った。

			「毎日、どれだけの人が死んでると思ってるの？　最高司祭に復活させてもらえるのはほんの一握りだけ。権力や、コネがある――特別な人間だけだよ」

			「特別な人間……」

			　俺は呟きながら、ローズを――ブラッド伯爵家のご令嬢を見る。

			「ユズキお兄さんのお願いだからなんとかしてあげたいけど……無理だよ」

			「そう、か……。だったら、自分でコネを作るしかない、か」

			　俺はこの世界で服飾の仕事をしようと思っていたし、日本での知識も残っている。内政チートの限りを尽くせば、最高司祭とのコネを作ることだって夢じゃないと、そう思った。

			　だけど――

			「無理だって言ったのは、そういう意味じゃないの」

			「……そういう意味じゃない？」

			「うん。もちろん、コネがないと無理なのは事実。そして、ブラッド家の力でも難しいって言うのも事実。だけど、それ以前に、ここから王都まで何週間もかかるから」

			「それは……まさか！」

			　俺は慌ててステータスウィンドウを開き、リザレクションの項目を表示する。

			　

			【リザレクション】必要ＳＰ２，０００。

			　二十四時間以内に死んだ人間を、復活させることが出来る。

			　

			　二十四時間以内――つまりは、二十四時間以内にリザレクションを使わなければ、クラウディアが本当に死んでしまうということ。

			「二十四時間じゃ……どうやっても間に合わないじゃないか！」

			　二十四時間じゃ、船でこの島を出てどこかの大陸に着くのがせいぜい。王都にはどうやっても間に合わない。だけど――俺はスキルを任意で習得出来る。

			　当然、リザレクションも対象だけど……問題はリザレクションの習得に必要なＳＰが２，０００で、俺のＳＰが一桁だということ。

			　現在は二十時過ぎだから、明日の二十時くらいまでに、およそ２，０００ＳＰを稼ぐ必要がある。

			　ウサギもどき――ホーンラビットと言うらしいんだけど、あの敵なら、約４０，０００体。ソロでなら、その半分くらいの可能性もあるけど……どのみち二十四時間で狩るのは不可能だ。

			　だけど、襲撃犯のリーダーなら４００人。恐らくは強い敵ほど、入手ＳＰが増える。そう仮定すれば、ダンジョンの深くまで潜るほどに入手ＳＰが増えるはずだ。

			　そして、あっさり倒せた襲撃犯のリーダーで５ＳＰなら、一晩で２，０００ＳＰは不可能じゃない？

			「その表情、なにか希望を見つけたみたいだね」

			「ああ。一つだけ可能性がある」

			　だけど……フェミニストのスキルを所持する俺は、ローズからは決して逃げられない。ローズに拘束されたら、クラウディアを救えるかもしれない、わずかな希望が潰えてしまう。

			　だから――見逃してくれ、と。俺は頭を下げた。

			「ユズキお兄さん、何度も言ってるけど、私のことを見くびらないで。ここでユズキお兄さんを拘束したりしないから」

			「……本当か？」

			　信じたいけど、俺の知っているヤンデレなら、俺が感謝した瞬間に絶望を……なんて平気でやりかねない。ましてや、ローズは俺が逃げないようにと手足を動かないようにした。

			　逃げても良いと言われて、簡単に信じることは出来ない。

			「本当だよ。私はユズキお兄さんのことが好きで好きで好きでたまらないから、ユズキお兄さんに振り向いてもらうためには手段なんて選ばない。クラウディアさんを助けることで、ユズキお兄さんの好感度を稼げるなら、全力でお手伝い、だよ！」

			「な、なるほど……」

			　凄く意外な答えだけど、目的のために手段を選ばないというのは納得出来る理由だ。

			「言っておくけど、お屋敷で監禁したときだって、約束の日が来てもユズキお兄さんの気持ちが変わらなかったら、ちゃんと解放してあげるつもりだったんだよ？」

			「……約束の日？」

			「二、三日なら滞在しても良いって言ってくれたでしょ？」

			「あぁ……そういうことか」

			　少し――いや、だいぶ意外だった。俺の知ってるヤンデレと言えば、俺の意思を無視して、物理的に自分のモノにしようとする相手ばっかりだったから。

			　だけど、ローズは本当に違うみたいだ。

			　手段を選ばないという意味では同じだけど、精神的にも俺を手に入れようとしているがゆえに、俺の気持ちも考慮してくれている。

			　ローズは良いヤンデレだ。

			「ありがとう。俺はヤンデレが嫌いだけど……ローズには感謝してるよ」

			「ふふ、その調子で惚(ほ)れてくれて良いんだよ？」

			「調子に乗りすぎだ。俺は基本的にヤンデレが嫌いだから」

			「つれないなぁ……でも、媚(こ)びないユズキお兄さんも大好き。二十四時間経ったら、また捕まえに来るからね」

			「それは……大人しく捕まれってことか？」

			　本当なら、ここで捕まえられても仕方がない。それを見逃してもらうのだから、二十四時間経ったら捕まるべきなんだろうか……？　なんて考えていたのが分かったのだろう。

			　ローズはクスクスと笑った。

			「良いよ、思いっきり逃げても。もう私からは逃げられないんだって、ユズキお兄さんが私から逃げるのを諦(あきら)めるまで追いかけるから」

			「ローズ……」

			　結構恐いセリフに聞こえるけど……これも慈悲をかけられている気がする。……いやまぁ。これも俺を振り向かせるための策略なのかもしれないけど。

			「念のために聞いておくけど、復活したクラウディアを人質にして俺を従わせようなんて考えてないよな？」

			「まさか。そんなことは考えてないよ。……あぁでも、ユズキお兄さんが望むなら、愛人としてお屋敷に住まわせてあげても良いよ。私だって、それくらいの甲斐性はあるんだからね」

			「……本当に手段を選ばないつもりなんだな」

			　それを甲斐性と言って良いものかどうか。なんにしても、悠長に話している時間はない。俺はもう行くよと立ち上がった。

			「クラウディアさんの遺体は……どうするの？」

			「あ、そうだな」

			　俺はスキルのアイテムボックスを開く。

			　Ｆランクの最大収納量は50キロまでで、生きている生物は入らないみたいだけど、今のクラウディアは生きていない。入るはずだと試したら……入ってくれた。

			　短剣とかも入ってるから重量的に心配だったんだけど、思ったよりクラウディアが軽かったのか……あぁいや、称号の効果で容量が増えてるのかもしれないな。

			　なんにしても、容量が足りて良かった。

			「それじゃ――行ってくる！」

			　部屋を出るときに声を掛けると、なぜかローズが驚いたように目を見開いた。

			「……どうかしたのか？」

			「うぅん。なんでもないよ。行ってらっしゃい、ユズキお兄さん」

			　

			　ローズに見送られて出発。

			　ギルドへ到着した俺は、奥にある酒場で食料を分けてもらうなど準備を整え、すぐさまダンジョンの入り口へと向かった。そうしてダンジョンの入り口にたどり着いたのは20：30。

			　ローズが復活できなくなるまで、およそ二十三時間半だ。

			「おや、キミは昼頃に来た新人だな。こんな時間にどうしたんだ？」

			　見張りの兵士――俺に親切にダンジョンのことを教えてくれた、苦労人っぽい面持ちのおじさんが話しかけてきた。

			「実はちょっと訳ありで。今からダンジョンの奥を目指そうと思ってます。踏(とう)破(は)済みの階層までの地図が、ここで売ってるって聞いたんですけど」

			「すまない。地図はちょうど品切れなんだ。明日の昼くらいには入荷するはずだが」

			「昼、ですか……」

			　昼に入った感じ、ダンジョンはかなり広い。浅い層で迷ったりすることを考えると、是非とも地図が欲しいんだけど……明日の昼まで待つわけにはいかない。

			「なんとか、今手に入りませんか？　金貨七枚までなら出せます」

			「金貨七枚って……おいおい、明日まで待てば銀貨一枚もしない代物だぞ？」

			「それでも、今どうしても欲しいんです」

			「……一体なにがあった？　そう言えば、昼間はいた嬢ちゃんはいないようだが」

			「それは……」

			　クラウディアが死んで、復活させるためにＳＰを稼がなきゃいけない。なんて言えるはずもなく、俺は思わず答えあぐねてしまう。

			　だけど――

			「……もしかして、嬢ちゃんが死んだのか？」

			「――え!?」

			　俺は驚いておじさんの顔を見る。

			「……図星か。それで、ダンジョンに潜って、スキルを覚えようって腹か」

			　ＳＰを稼いでスキルを習得というのは、一般人には不可能だ。だから、当てられるとは思っていなくて、俺は思いっきり驚いてしまった。

			　そんな俺に対して、おじさんは少し同情するような視線を向けてくる。

			「ここで見張りをしてると、時々来るんだよ。お前さんみたいな必死な顔をした連中が、な」

			「……スキルを覚えるため、ですか？」

			「そうだ。基本的にスキルを覚えるのは、関連する行動を取ったときがほとんどだ。だが、強い敵と戦うことで、予期せぬスキルを覚えた例もある。だから……身内になにかあった連中は最後の希望に縋(すが)って、ダンジョンに潜るのさ」

			「……そういうこと、ですか」

			　納得だ。俺はＳＰを貯めさえすれば、必ずリザレクションを覚えられると分かっている。でも、もしランダムだったとしても、やっぱりダンジョンに潜ろうとしただろうから。

			「しょうがないな。俺が手伝ってやろう」

			「……手伝い、ですか？」

			「言っただろ、俺は元冒険者だって。五層までなら仲間となんども潜っていたし、道も大体暗記している。だから、地図の代わりに俺が案内してやる」

			「それはありがたいですけど……良いんですか？」

			「ああ。もう交代の時間だから問題ない」

			　他人を巻き込んで本当に良いのかという迷いはあったけど、クラウディアの命が掛かっている。俺はよろしくお願いしますと頭を下げた。

			「それじゃ、装備を取ってくるから待っててくれ。という訳で、少しここを頼む」

			　後半は、もう一人の兵士に向かってのセリフだ。そしてその兵士の許可を得て、おじさんはギルドへと走って行った。

			「あいつは相変わらずだな」

			　走り去ったおじさんの背中を眺めつつ、残った兵士がぽつりと呟いた。

			「……すみません、なんだかご迷惑を掛けてしまって」

			「いや、あんたを責めてる訳じゃない。ただ、今回みたいなことは初めてじゃなくてな。あいつはそのたびに、似たようなお節介を焼いているんだ」

			「……親切な人なんですね」

			「まぁ……そうだな。あいつが冒険者を引退したのも、大切な仲間を失ったのが原因でな。たぶん、そのときの自分と重ねているんだろう」

			「……そうでしたか」

			　身体の欠損を魔法で再生し、命すらも取り戻すことが出来る世界。だけど、それでも、誰かが日常的に死んでいる。それを理解して、少し気が重くなった。

			「あんたも、気持ちは分かるが、あんまり無理をするんじゃないぞ。今まで似たような理由で潜ったヤツは大勢いるが、望みどおりのスキルを覚えたヤツなんて居ないも同然だ。大半が絶望しての帰還。中には無理をして……ってヤツもいるからな」

			「……肝に銘じます」

		

	
		
			３－４　ダンジョン攻略

			　

			　クラウディアを生き返らせるためには、クラウディアの死亡時刻から二十四時間以内にＳＰを２，０００稼ぐ必要がある。という訳で、急いでバンドールのダンジョンにやって来た。

			「そう言えば、自己紹介がまだだったな。俺はグレイだ」

			　俺の案内役を買って出てくれた、元冒険者にして、ダンジョンの入り口の見張りをしていたおじさんが名乗りを上げた。

			「グレイさんですね。俺はユズキです。案内役を引き受けてくれてありがとうございます」

			「さっきも言ったが気にするな。さっそくだが一階層のボスを目指そう」

			「ボス、ですか？」

			「階層を降りるには、ボスを倒す必要があるからな」

			「俺は倒してないですが、誰か一人が倒したことがあるだけじゃダメなんですか？」

			　もしそれが可能なら、一気に下の階層まで飛ばしてもらって……なんて淡い期待を抱いたんだけど、首を横に振られてしまった。

			「ボスを倒したときに称号が手に入るんだ。で、それがないヤツは飛べない。戻る方は、称号がなくても問題ないんだけどな」

			「なるほど、分かりました。それじゃ、ボスまで案内よろしくお願いします」

			「おう、任せておけ。ただし、俺がするのは基本的に案内だけだ。敵を倒すのはユズキ、お前の仕事だからな」

			「はい、分かってます！」

			　そしてグレイさんの案内どおりに進むこと小一時間。大きなフロアへと到着した。

			「ここが一層のボス部屋だ」

			「……ボス部屋って、部屋じゃないんですね」

			　こう、なんと言うか、扉があって――みたいなタイプではないらしい。なにもない大きなフロアがぽつんと存在しているだけだ。

			「階層の浅いところは大体こんな感じだな。もっとも、難易度の高いダンジョンだと、ボスを倒すまで出られない。みたいな仕掛けのある部屋もあるそうだが」

			「なるほど……って、なんか出現しましたね」

			　大きなフロアの中心、虚空が滲み、そこから魔物が出現した。

			「あれが一階層のボスだ」

			「……ボス、なんですか？」

			　部屋の中心に現れたのは、ホーンラビットより優に二回りはデカい――体長50センチくらいのホーンラビットが一体。

			　そいつは俺達に気付くと、頭の角で突き刺そうと飛び掛かってくる。

			　俺は慌てず騒がず突撃を回避して、昼に購入した剣を抜刀。すれ違いざまに、ホーンラビットの親玉を切り伏せた。

			「――って、むちゃくちゃ弱いんですが」

			「一層のボスだからな」

			「なるほど……」

			　たしかにホーンラビットの親玉と考えれば、そんなものかもしれない。

			　ともあれ、一階層のボスを撃破――と、ステータスウィンドウを確認。時間は二十一時を廻った辺りで、タイムリミットはあと二十三時間弱。そしてＳＰは59になった。

			　どうやら、ボス撃破が１ＳＰで、初回撃破の称号によってＳＰが50増えたみたいだ。

			　もちろん、このペースだと間に合わない。けど、階層が深くなればなるほど、もらえるＳＰも増えて、効率も上がるはずだ。と言うか、上がらないと困る。

			「ちなみに、これで入り口にある魔法陣から二層の入り口に飛べるようになった。それに、二層の魔法陣から、入り口へと戻ることも可能だ」

			「おぉ、それは便利ですね」

			「だろ？　忘れ物があれば、一度戻ることも可能だぞ？」

			「いえ、問題ありません。このまま二層のボスを目指しましょう」

			「まあ当然だな。それじゃ、行くか」

			　俺達は次の階層へと向かった。

			　

			　それから、二層、三層と、なんの問題もなく突破。

			　そして――さびた鉄の剣を振り上げ、まっすぐ向かってくる。そんなゴブリンリーダーの攻撃を剣で逸らし、返す刀でその首をはねた。

			「よっし、これで四階層のボスも撃破だ！」

			　血塗られた剣をそのまま鞘(さや)に収めた。

			　そんなことをしたら錆(さ)びる――って思うかもしれないけど、倒した敵はほどなく、魔石を残してその痕跡を消す。血や脂を拭う必要がないのだ。

			　そんなわけで、俺は一息ついてログウィンドウに視線を向けた。ボス撃破でＳＰが50、初撃破称号で２００ＳＰが加算されている。

			　合計ＳＰは９２３となり、残りは１，０７７ＳＰ。ダンジョンに入ってからおよそ５時間。あと十八時間残っているので、かなりの楽勝ペースである。

			「このまま五層に付き合ってもらっても良いですか？」

			「もちろん、二十四時間が勝負だからな。仲間のことを思えば、無茶をするのは当然だろう。案内だけならいくらでもしてやるから、仲間のために頑張れ！」

			「ありがとうございます！」

			　ボス部屋の奥にある通路。五層へと続く階段を下る。この先に五層の入り口――一層との行き来を可能とする祭壇のあるフロアがある。

			「ちなみに、今のうちに言っておくが、五層のボスはかなり強いぞ」

			「そう、なんですか？」

			「五層のボスは強さが跳ね上がるようでな。俺が現役時代にＰＴで挑んでも勝てなかった相手だ。ユズキは新人とは思えない動きをしているが……挑むのは止めた方が良い」

			「そこまでですか……」

			　俺は称号と才能スキルのおかげで、一般的な新米冒険者より37％能力が高い。けど、グレイさんが戦ったところをちらっと見た限り、彼より優れているとは言えない。

			　そのグレイさんがＰＴで勝てなかったというのなら、挑むのは止めた方が良いだろう。

			「もっとも、自分より強い敵と戦った方が、新しいスキルも覚えやすい。仲間のために無茶をするというのなら……止めはしない。ボス部屋の前までは案内しよう」

			「……えっと、そうですね。取りあえずはしばらく五層の敵と戦ってから考えます」

			　本来であれば、不老不死のスキルで復活出来るから死を恐れる必要はないんだけど……俺が前回復活を使ったのは、クラウディアが死ぬ直前。

			　もし俺が死んでしまったら、クラウディアの復活限界の直前まで復活できない。そうして、ＳＰを稼ぐ機会を失うことだけは避けなくてはいけない。

			　だから、今の俺がするのは無茶をすることじゃない。堅実に、確実に、時間以内に必要なＳＰを稼ぐことだと思っている。

			　とは言え、今のところ楽勝ペースなのは、ボス初撃破称号によるＳＰ増加があるからだ。

			　五層の雑魚(ざこ)がりでどれだけ稼げるか分からないからな。場合によっては徹夜。もしくは五層のボスに挑む必要も出てくるかもしれない。

			　なんにしても、その辺は五層の雑魚(ざこ)でどれくらい稼げるか確認してから、だな。

			　

			　そうしてたどり着いた五層。

			　敵はガルムと呼ばれる、オオカミのような敵ばっかりだった。

			　他のダンジョンの場合、敵が混成だったり強さにむらがあったりするそうだけど、このダンジョンは非常に安定しているとのこと。さすが初心者用ダンジョンと言ったところだろう。

			　なお、オオカミのような見た目だけあって動きが素早く、強(きよう)靱(じん)な顎を使った噛みつきにも、それなりの攻撃力があった。

			　とはいえ、剣で一撃なのは変わりないし、少し噛まれたくらいなら、ヒーリング：Ｆで十分に回復が出来る。落ち着いて戦えば対処できない敵じゃないと、順調に始末していく。

			　肝心のＳＰだけど、なんと一体で10ＳＰ。一時間半で３００ＳＰを稼ぐことが出来た。

			　この時点で、残り７７７ＳＰ、あと四時間ほどで目標を達成することが出来る計算。そして、残り時間は十七時間、余裕を持ってクラウディアの復活が可能だ。

			「ユズキ。お前はどうしてそんなに希望に満ちた顔が出来るんだ？」

			「それは……えっと、クラウディアを生き返らせるめどが立ったから、ですかね」

			「――なっ!?　リザレクションを覚えたのか!?」

			「いえ、まだ覚えてはいません。でも、覚えるめどは立ちました」

			「……なにを、なにを言っているんだ？」

			　大事になるのは分かりきっているので、ＳＰでのスキル習得が出来る事実を、身内以外に話すつもりはない。だけど……このままでは納得してもらえないのも事実。

			　はてさてどうしたものかと考える。

			「上手く説明は出来ないんですが、このまま順調に進めばクラウディアを生き返らせることが出来るって確信しています」

			「……本気で言っているのか？　それとも、プレッシャーで気が触れたか？」

			「本気です。ただ……ヒーリングを多用しているので、精神的に厳しくなってきました。凡ミスをするのは嫌なので、もう少ししたら一度街に戻ろうと思います」

			　俺がそう続けると、グレイさんは信じられないと言わんばかりに俺を見た。実際、信じられないんだろう。普通に考えたら、リザレクションを覚えるのは低確率の運次第。

			　スキルを覚えるまでのペースを計画的に――なんて、出来るはずがない。

			「精神力が心許ないとは言え、仲間の命が掛かっているんだ。ここは無理をしてでも頑張るところではないのか？　それとも、命をかけるほどの相手じゃないと思っているのか？」

			「それは絶対にありません！」

			　思わず声を荒げ、少しだけ恥ずかしくなる。俺はコホンと咳払いをして取り繕(つくろ)い、あらためてグレイさんに説明をする。

			「クラウディアとは出会ったばかりですけど、俺にとっては掛け替えのない相手です。だから、絶対に助けたい。見捨てるつもりなんてありません」

			「……なら、どうして休憩などと言うんだ？」

			「俺が死んでしまったら、元も子もないからです。クラウディアを助けるには、絶対に俺が死ぬわけにはいかない。焦っていても、ちゃんと休憩は必要なんです」

			「…………けるな」

			　グレイさんがぽつりと呟く。その声は小さくて、ちゃんと聞き取ることが出来なかった。そして俺がなんですかと聞き返した瞬間――

			「ふざけるなと言っているんだ！」

			　突然、グレイさんが剣を引き抜きざまに振るった。俺はとっさに身体をひねるが、避け損ねて左肩を切られてしまう。

			「なにをするんですか!?」

			「それはこっちのセリフだ！　無茶をしたら危ない？　そんなのは分かってる。だけど、それでも、希望があるのなら無理をするしかないだろ!?」

			「……なにを？」

			　グレイさんの変貌っぷりが理解できなくて戸惑う。そんな俺に向かって、グレイさんは言いようのない表情でまくし立てる。

			「みんな、俺の大切な仲間達だった！　だから、必死にわずかな可能性に縋(すが)ったんだ！　その結果、他の仲間まで失うなんて、想像できるわけないだろ!?」

			「……それは、もしかして、グレイさんの過去、なんですか？」

			　入り口で、もう一人の兵士がそんなことを言っていたのを思い出す。

			「あぁそうだ。俺は一人の仲間を救おうとして、他の仲間まで死なせた愚か者だ！　でも、仕方がないだろ!?　大切な仲間を生き返らせる可能性があったんだから！」

			「そう、ですね。可能性が少しでもあれば、それに賭ける気持ちは分かります」

			「そうだ！　他のヤツだってそうする。お前だってそうするべきだ！　必死に、必死に必死に必死に頑張って、それでも助けられなくて、絶望するべきなんだよ――っ！」

			　再び剣が振るわれる。それを予想していた俺は、飛び下がることで回避した。

			「俺と同じ道をたどって絶望するお前を慰めることで、俺は自分が間違ってなかったって納得できる。なのに、なのになのになのに、なんでっ、お前はそんなに冷静なんだ!?」

			　まともじゃない。自分の選択によって多くの仲間を死なせたことで、精神が病んでしまったのかもしれない――と、そこまで考えたとき、ある可能性に思い至った。

			　ヤンデレは、女性限定のスキルじゃないのかもしれない――と。

			　闇堕(お)ちしてもおかしくないようなトラウマを抱えた状態で、ヤンデレ女神の力が強くなるヤンデレタイムに、ヤンデレを引き出すスキルを持つ俺と行動を共にした。

			　グレイさんが豹変した理由である可能性は否定できない。

			　とは言え、今はそんな理由はどうでも良い。理由がなんであれ、グレイさん――いや、グレイはクラウディアを救うための障害だ。

			　まずはこの状況から抜け出し、左肩の治療を――と、俺は牽(けん)制(せい)に剣を振るう。だが、その一撃は驚くほどあっさりと受け流された。

			「無駄だ！　お前はたしかに新人とは思えないほどに強いが、技術自体は素人同然だ。いくら現役を退いたとは言え、手負いのお前に負けるほど落ちぶれてはねぇ！」

			「――くっ」

			　たしかにその通りのようだ。反応速度でも、純粋な早さでも勝っているという感覚があるのに、結果的に俺の方が遅れている。身体能力の差を、技術で埋められているのだろう。

			　加えて、今の俺は左腕が上手く使えず、満足に剣も振るえない。グレイを無力化するのは無理そうだ――と理解した瞬間、俺は全力で逃げ出した。

			「なっ!?　逃げるつもりか！」

			　その通りだけど、答える義理も余裕もない――と、俺は全力で逃走を開始。途中でガルムと出くわすけど、俺はそれでも止まらない。

			　出来れば、ガルムがグレイに向かってくれたらありがたい――なんて淡い期待を抱いたんだけど、ガルムは迷わず俺を追いかけてくる。

			「ああああもう！　なんでこっちに来るんだよ！」

			「無駄だ！　ガルムは血の臭いに釣られるからな！」

			「――くっ、そういうことかよ！」

			　最初の不意打ちを避けられなかった時点で、形勢は決まっていたということ。これ以上逃げ回れば、追いかけてくるガルムが増えて取り返しがつかなくなる。

			　覚悟を決めた俺は、大きなフロアで足を止めて反転。真後ろに迫っていたガルムが飛び掛かってくるのにあわせ、右手だけで剣で一(いつ)閃(せん)。ガルムの身体を真っ二つに切り裂いた。

			　だが――

			「隙だらけだな！」

			　片手で剣を振るったことで、勢いを抑えきれなくて体勢を崩す。その瞬間に、グレイが斬り掛かってきた。俺はとっさに剣を捨て、その場から飛び下がる。

			　寸前まで自分のいた空間を、グレイの放った一撃が切り裂いた。

			「くくっ、なかなか思いっきりが良いじゃないか。だが、剣を失った状態でどうする？」

			　グレイはいたぶるような口調で聞いてくる。たぶん、俺が絶望することを期待しているのだろう。けど、こんなところで絶望なんてしてやらない。

			　……なにか、なにか武器は？

			　そうだ！　アイテムボックスに、剣と一緒に買った短剣が入ってる！　あれがあれば……いや、慣れない短剣で普通に戦っても厳しいか。

			　なんとかして、グレイの不意を突かないとダメだな。

			「悪いことは言わん。そのまま大人しくしてな。二十四時間経つまで大人しくているなら……そうして絶望するのなら、その後は慰めてやるからよ」

			　むちゃくちゃである。そもそも俺を生きて帰せば、グレイは犯罪者だ。

			　実際には生きて帰すつもりがないのか、それともそんなことも考えられないほどヤンデレ化してしまったのか。どっちにしても、クラウディアのためには従えない。

			　俺は従うフリをしつつ――アイテムボックスからいつでも短剣を取り出せるようにする。そして……無詠唱でファイア・ボルトを起動した。

			　だけど、無詠唱でも変わらず、光の魔法陣が展開される。

			　――しまったっ。これじゃ無詠唱の意味がない。しかも、普通に魔法を使ったときよりも、魔法陣の展開速度が遅い。

			「魔法は撃たせんっ！」

			　グレイが斬り掛かってくる。それを横っ飛びで回避――した瞬間、魔法陣が霧(む)散(さん)した。

			　あああああ、そうだった！　Ｆランクでは、魔法陣を展開しながら別のことは出来ない。なにか行動をした場合は、魔法陣が霧(む)散(さん)する。一度体験したはずなのに忘れていた。

			　そうして動揺。攻撃手段を失った俺に、グレイが剣を振るう。俺はとっさにアイテムボックスから短剣を引き抜き、その一撃を受け止めた。

			「……短剣だと？　どこに隠し持っていた？」

			「教えるかよ！」

			　鍔(つば)迫(ぜ)り合いの状況。俺は右腕一本で耐えしのぐが、両手を使うグレイの方が圧倒的に有利だ。俺はじりじりと押し込まれてしまう。

			「これで終わりだな。いいかげん諦(あきら)めろ！」

			「誰が、諦(あきら)めるか！」

			　必死に押し返すが、びくともしない。

			　けど、ここで押し負けたら、クラウディアを救えない。俺は歯を食いしばって、クラウディアの命をかけた鍔(つば)迫(ぜ)り合いを繰り広げる。

			　だけど――突然グレイから押し込まれる力が何倍にも膨れあがり、俺はなすすべもなく吹き飛ばされた。あまりの勢いに、フロアの硬い土の上をごろごろと転がる。

			「～～～～っ。一体、なにが……？」

			　痛みに顔をしかめながら、辛うじて上半身を起こす。そして、そこに広がる光景を目の当たりに、俺は思わず目を見開いた。

			　直ぐ目の前、熊と見まがうほどに巨体のガルムが、悠然と俺を見下ろしていたからだ。

			「なっ、五層のボスだと!?　――くっ、ここは五層のボス部屋か！」

			　同じく大型のガルムを見たグレイが叫ぶ。そして、恐れをなしたように回れ右をして逃げようとする――が、ボスガルムはそんなグレイに肉薄して右前足を振るう。

			　それをまともに食らったグレイは凄まじい勢いで吹き飛ばされた。

			　よほどの威力だったんだろう。グレイはピクリとも動かない。

			　そうして、俺を襲ったヤンデレ男は自滅した訳だけど……俺の状況はむしろ最悪へと向かっている。剣を落とし、短剣しかない状況。しかも左腕は負傷して動かない。

			　そして目の前にいるのは五層のボスガルム。

			　俺はボスガルムがグレイに気を取られているあいだに離脱を決意。一歩を踏み出した瞬間、いつの間にか俺の行く手を阻(はば)むようにボスガルムが立ちはだかっていた。

			「はや――っ!?」

			　驚く暇もなく、振るわれたボスガルムの前足を食らって吹き飛ばされる。――が、グレイが同じ攻撃を食らうのを見ていた俺は、自分から飛び下がることでダメージを軽減した。

			　それでも、背中から落ちた俺は激しく咳き込む。

			　けど、ここでくじけたらクラウディアを救えないと、気力を振り絞って跳ね起きた。そこに、ボスガルムが飛び掛かって――っ。

			「ああああああああああああああっ！」

			　回避を諦(あきら)めた俺は、奇跡的に手の内に残っていた短剣をカウンターで突き出す。それはボスガルムの額に突き刺さった――が、硬い毛並みや頭(ず)蓋(がい)骨(こつ)に防がれたのか深くは刺さらない。

			　そして――続けて襲い来る衝撃に、俺は再び吹き飛ばされた。

			　直ぐに起きなきゃいけない。そうしなければ俺は殺され、クラウディアが本当に死んでしまう。そう理解しているのに、身体が動かない。

			「ちく、しょう……なにか、なにか方法は」

			　短剣で致命傷を与えるのは難しい。だとしたらファイア・ボルトか？　いや、その前に回復するべきだろうと、ヒーリングの魔法陣を展開する。

			　だけど、魔法陣の展開が終わる直前、ボスガルムが雄(お)叫(たけ)びを上げた。

			　――そして、俺は絶望を目の当たりにする。

			　ボスガルムの両脇に四つの魔法陣が出現し、四体のガルムが召喚されたのだ。

			「……嘘、だろ」

			　今までの階層と、難易度が違いすぎる。

			　こんなのどうしようもない――と、頭の片隅に諦(あきら)めの言葉が浮かぶ。だけど、ここで諦(あきら)めることなんて出来ない。クラウディアを救うには、こいつらをなんとかするしかない。

			　俺は諦(あきら)めてたまるかと飛び掛かってくるガルムの攻撃を避け、ボスガルムの懐へ――入ろうとしたところで、その巨体によるぶちかましをくらって跳ね飛ばされた。

			　その凄まじい衝撃に、意識が遠くなる。

			「ちく、しょう……ここで、ここで死ぬわけには、いかないのに……」

			　起き上がろうと考えるが、身体が言うことを聞いてくれない。そして、そんな俺にボスガルムと、取り巻きのガルムが群がり――俺は食い殺された。

		

	
		
			３－５　タイムリミット

			　

			　モノクロになった世界。

			　俺は俯(ふ)瞰(かん)で自分の遺体を見つめつつ、茫(ぼう)然(ぜん)自失となっていた。あれほど死ぬ訳にはいかないと理解していたはずなのに、自分が死んでしまったからだ。

			　残りＳＰは……と祈るような気持ちでステータスウィンドウを開く。けど、そこに表示されているのは１，２３３という無慈悲な数字。

			　俺は目の前が真っ暗になるような錯(さつ)覚(かく)を抱いた。

			　……いや、分かっている。少し前に確認したときに１，２２３だったのだから、ガルムを一体倒して、＋10ＳＰ。なにもおかしいところはない。むしろ、死亡によるペナルティー、デスペナが存在しなかっただけでもマシな方だ。

			　でも１，２３３ＳＰでは、リザレクションの習得まで、７６７ＳＰ足りない。

			　

			　そして、現在の時刻は深夜2：16。クラウディアの死後、二十四時間以内なら復活が出来ると聞いて、時間を確認したときは20：06だった。

			　つまり、クラウディアが死んだのは二十時くらいで、残りの猶予は十七時間と四十四分ほど。

			　そして、不老不死のスキルで復活したのは、クラウディアを連れて逃げていた最中。

			　つまり――とステータスウィンドウの端っこを見ると、デフォルメぇが『復活可能まで残り17：34』と表示されたパネルを持っていた。

			　クラウディアのタイムリミットより復活が早いのは確実。だけど、その猶予は恐らく十分くらいだろう。その十分前後で７６７ＳＰを稼ぐ。どうやっても不可能だ。

			　いや、目の前にボスと取り巻きがいる。こいつらを倒したとしたら……ダメだな。今までの増加量から考えて、良くて４００くらい。

			　仮に倍入ったとしたら届くけど……さすがにそんな幸運は期待できない。それ以前、五体満足だからって、ボスを撃破できるかどうか分からない。

			　どう考えても、クラウディアの復活は絶望的で……結果的に言えば、残り時間なにも出来ずに絶望しろという、グレイの思惑どおりだ。

			　――ふざけるな！　そんな風に諦(あきら)めるなんて絶対に嫌だ！

			　なにか、なにか他の手段はないかと、俺はステータスウィンドウを操り、様々なスキルの詳細を確認していく。

			　そうして目を付けたのはアイテムボックスだ。物語に出てくるアイテムボックスの定番に、中に入っているものは、時間が経過しないという能力がある。

			　この世界のアイテムボックスにも、もしかしたらと詳細を開くと――あった。けど、Ｓランクで時間の流れが半分。ＳＳＳでようやく時間の流れが停止するらしい。

			　基本値が２００ＳＰなので、Ｓに上げるだけで必要ＳＰは１０，０００を超える。これが習得出来るくらいのＳＰがあるなら、素直にリザレクションを習得する。

			　他になにか使えるスキルは――と、俺は必死に色々なスキルを確認していく。けれど、どれだけ探しても、現状を覆すことのできるスキルは存在しなかった。

			　………………ダメ、なのか？　俺はクラウディアを救えないのか？　……畜生。せっかく、せっかく希望を見つけたと思ったのに。最後まで、ヤンデレに邪魔をされて終わるのか……

			　なにか、なにか他に可能性は……と、視線を巡らせた俺はデフォルメぇを見つける。

			　そうだ。メディアねぇ。この世界を創造した女神様。俺にステータスを弄(いじ)る能力を与え、ＳＰもプレゼントしてくれた。そのメディアねぇが手を貸してくれれば！

			　

			　――メディアねぇ、どうせ見てるんだろ？

			　頼む、クラウディアを救うのに手を貸してくれ！

			　願いを込めて心の中で叫ぶ。するとデフォルメぇが手に持っているパネルをクルリとひっくり返した。そこには簡潔な言葉が記されている。

			　

			　わたくしは、頑張る柚希くんを見るのが大好きです。

			　だから、自力で頑張ってください。

			　

			　――いや、自分ではどうにもならないから助けを求めてるんだってば！　心の中で叫ぶけれど、デフォルメぇは答えない。

			　……メディアねぇのケチ。もうメディアねぇって呼ばないからな。

			　

			　――お姉ちゃんにそんなこと……女神メディアに見初められたの称号を没収しますよ？

			　

			　あああぁぁぁ、ごめんなさい！　嘘です、メディアねぇ様、それだけは許してください！

			　ステータスウィンドウを弄(いじ)る能力を失ったら全て終わると、俺は必死に謝罪する。

			　そして……ふと気がついた。

			　本当にクラウディアを救う手段がないのなら、ステータスウィンドウを操作できなくされたって関係ない。いまこの瞬間に、そんな脅しをすると言うことは……

			　――クラウディアを救う方法がある？

			　……そう、かもしれない。だって、俺はもうクラウディアを救えないのだと絶望していた。そんな俺を見て楽しむとすれば、それは絶望する俺を見るのが好きってことになるはずだ。

			　なのに、メディアねぇは、頑張る俺が好きだと言った。それはつまり、俺がここからどうにかして、クラウディアを救うのを期待しているということ。

			　もちろん、俺の都合の良い解釈かもしれない。けど……もし考えがあっていれば、クラウディアを救う方法はある。そう考えて、必死にステータスを片っ端から調べた俺は、バッドステータス：フェミニストのランクを上げられることに気がついた。

			　フェミニストの基準値が－２００なので、ＳからＳＳに上げれば４，０００ＳＰ手に入る。つまり、フェミニストのランクを上げれば、リザレクションを習得してもお釣りが来るということ。

			　だけど……と、俺はフェミニストの詳細をもう一度表示する。

			　

			【フェミニスト】基準値－２００ＳＰ

			　このバッドステータスを持つ者は、親しい女性に対して危害を及ぼしにくくなる。

			　Ｅで知り合いにまで範囲が拡大。Ａで全ての女性が対象。Ｓで絶対に危害を加えられない。ＳＳＳで危害を及ぼそうという考えすらなくなる。

			　

			　このスキルをＳからＳＳへ上げることは、一見なんの問題もないように思える。

			　……だけど、ＳＳの次はＳＳＳ。女性に危害を及ぼす考えすらなくなる。それはつまり、全てのヤンデレに対して言いなりになるも同然だ。

			　しかも、俺には不老不死があるから、未来永劫にその状態が続くということ。

			　スキルがＳＰによってのみ上昇するのならなんの問題もないけど……この世界の法則はそうじゃない。ＳＰによる上昇が例外であり、スキルは自然に上昇するのが普通。

			　つまり、フェミニストをＳＳにしたら、いつなんどき自然にＳＳＳになって、俺が俺でなくなるか分からないと言うこと。

			　もちろん、それはＳのままでも同じだけど……ＳからＳＳへと一度猶予があるのと、ある日突然ＳＳＳになるのではだいぶ違う。

			　だからフェミニストをＳからＳＳに上げるのは、自分の命を賭けるよりも危険な行為。

			　危険な行為なんだけど……と、俺は苦笑いを浮かべた。自分の命よりも大切なモノと引き換えにしても、クラウディアを救いたいと思ってしまったからだ。

			　……まあ、そう思ってしまったからには仕方がない。

			　他に方法があればそっちを選びたいところだけど……と、バッドステータスの項目を確認するけど、他に習得出来るバッドステータスがない。

			　クラウディアが持っていた押しに弱いと言ったバッドステータスすらなかった。

			　先天性スキルと同じで、最初しか習得出来ないのか、なにか条件があるのか、はたまたメディアねぇのイジワルなのか。

			　

			　イジワルではありません。わたくしは基本、見ているだけですから。

			　

			　……らしい。

			　条件があるのか、最初しか無理なのかは不明だけど、イジワルじゃないのなら、どのみち他に方法はなさそうだ。と言うことで、俺はフェミニストをランクアップした。

			　……これで、４，０００ＳＰゲット。合計は５，２３３ＳＰとなった。

			　まずはリザレクションをゲットするんだけど……と詳細を確認。

			　

			【リザレクション】２，０００ＳＰ

			　二十四時間以内に死んだ人間を復活させる。

			　詠唱時間は二分で、クールタイムは二十四時間。ランクが上がるごとに詠唱時間が短縮。また、Ｅ、Ｓ、ＳＳＳでクールタイムが四時間減少。

			　Ａランクでは、使用回数が二回に増加。個別にクールタイムが発生する。

			　

			　……ふむふむ。取りあえずＦあれば問題ないな。なんて、もし問題があったとしても、Ｅを取るＳＰはないんだけど。

			　ともあれ、リザレクション：Ｆをゲット。これで残り３，２３３ＳＰだ。

			　これで、不老不死のクールタイムを消化したら復活して、クラウディアを生き返らせることが出来る……と言いたいところなんだけど――と、俺は周囲に目を向ける。

			　この状態では音が聞こえないのだろう。辺りは凄く静かだけど……食い荒らされた俺の遺体のまわりには、ボスガルムと、ガルム四体が残っている。

			　グレイの遺体が見当たらないけど、どさくさで逃げたんだろうか？　分からないけど……グレイはもういないと考えても、ボスとガルム四体が残っている。

			　俺が復活してから、クラウディアが復活できる限界までおよそ十分前後で、詠唱時間は二分。つまり、八分ほどでボス達を倒すなり、ここから離脱するなりしなくちゃいけない。

			　いや、確実な時間は分かっていないから、最悪を考えたら５分くらいしかない可能性もある。

			　逃げるにしても、倒すにしても、どちらにしても大きな危険が伴う。

			　迷うけど……復活が可能になるまでまだまだ時間がある。そのあいだにボスが消えるなんてこともあるかもしれないし、誰かが来て倒してくれるかもしれない。

			　スキルでも確認しながら、もう少し様子を見ることにしよう。

			　

			　――と言うことで、十五時間以上が経過。不老不死のクールタイムが終わるまでは、残り一時間を切った……が、ボスと取り巻きは健在だ。

			　考えてみたら、このダンジョンは一度行った階層にはワープできる仕様だからな。新たに五層のボスを倒そうと言う連中が現れない限りは誰も通らない。

			　よほど運が良くなければ、誰も通りかかったりはしないだろう。

			　この様子だと、倒さないと無理かなぁ……

			　逃げ切れればそれが一番だけど、追いかけられて他のガルムまで巻き込んだら詰みかねないし……取りあえずは倒す方向で、どうしても無理なら一か八かで逃げよう。

			　そうなると、今のままじゃ倒すのは厳しい。今後なにがあるか分からないから、ＳＰは温存しておきたかったんだけど、そんなことは言ってられない。

			　３，２３３ＳＰを全部使ってでも、戦闘力を強化するべきだろう。

			　どれを習得するかは、待ってるあいだに考えたので――と、俺はさくさく習得する。という訳で、習得後のステータスはこんな感じだ。

			　

			【名前】：水瀬　柚希　　【総合評価】：１０９，４００

			【通常スキル】

			　筋力：Ｄ　　　耐久力：Ｃ　　　　敏(びん)捷(しよう)度：Ｅ　　　器用度：Ｄ

			　魔力：Ｆ　　　精神力：ＡＡＡ　　幸運：Ａ

			【耐性スキル】

			　斬撃耐性：Ｄ　　　睡眠耐性：Ｃ　　　毒耐性：Ｄ

			　呪い耐性：Ｆ　　　恐怖耐性：Ａ　　　混乱耐性：Ｅ　　　快楽耐性：Ｅ

			【戦闘スキル】

			　New長剣：Ｅ（自然習得のため消費は０ＳＰ）　　　New近接戦闘マスタリー：Ｅ（９００ＳＰ）

			【魔法スキル】

			　ファイア・ボルト：Ｆ

			　ヒーリング：Ｆ＞Ｅ（２００ＳＰ）　　　キュア・ポイズン：Ｆ　　　キュア・ディズィーズ：Ｆ

			　Newリザレクション：Ｆ（２，０００ＳＰ）　　　Newサンダーバースト：Ｅ（９００ＳＰ）

			　New攻撃魔法マスタリー：Ｅ（９００ＳＰ）

			【技能スキル】

			　裁縫：Ｅ　　　型紙：Ｆ　　　デザイン：Ｅ　　　紡織：Ｆ　　　木工：Ｆ

			【先天性スキル】

			　武術の才能　　攻撃魔法の才能　　回復魔法の才能　　補助魔法の才能

			　服飾の才能　　騎乗の才能　　交渉の才能　　生産の才能　　演技の才能

			【特殊スキル】

			　鑑定：Ｆ　　　アイテムボックス：Ｆ　　　気配察知：Ｆ　　　無詠唱：Ｆ

			【レアスキル】

			　不老不死：Ｆ

			　ヤンデレに死ぬほど愛される：ＳＳＳ

			　New女神メディアの祝福：Ｆ（３００ＳＰ）

			【バッドステータス】

			　フェミニスト：Ｓ＞ＳＳ

			【称号】

			　女神メディアに見初められた

			　女神メディアの寵愛を受けた

			　異世界からの旅人

			　ヤンデレに死ぬほど愛された

			【ＳＰ】残り38ＳＰ

			　

			　新たに習得したのはリザレクション：Ｆ、サンダーバースト：Ｅ、攻撃魔法マスタリー：Ｅ、近接戦闘マスタリー：Ｅ、女神メディアの祝福：Ｆ。

			　それに、ヒーリングをＦからＥに上げた。

			　ちなみに長剣のスキルはＳＰで上げた訳じゃなくて、いつの間にか習得していた。この層に来るまで、ずっと長剣で戦っていたのが理由だと思う。

			　まずは取り巻きを倒すための範囲魔法。炎系、氷系、雷系と色々あったんだけど、俺はサンダーバーストという雷系の範囲魔法を選択した。

			　威力が若干低い代わりに詠唱時間が短くて、自分を中心に発動。敵対関係にある対象だけが範囲に含まれる仕様で、乱戦で使いやすそうだったからだ。

			　ちなみにランクをＥまで上げたのは、動きながらでも魔法陣の構築が可能になり、範囲が倍の四メートルまで広がるからだ。

			　後は、攻撃力を上げるマスタリー系のスキルを習得。更にはヒーリングをＦからＥに上げて、動きながらでも使用できるようにした。

			　どうやら魔法全般は、Ｅランクになると、動きながらでも魔法陣構築が出来るようになるのがデフォルトみたいだ。

			　でもって最後は――女神メディアの祝福。

			　持続時間は三十分で、クールタイムは三時間だが、アクティブにしているあいだは、使用者が仲間だと思っている者と自身の精神が高揚。さらに使用者の能力全てに30％のプラス補正と言うぶっ壊れ性能である。

			　習得ＳＰが３００と異常に低かったので、迷わず飛びついた。

			　……いや、嘘だ。じつはというと、習得はかなりためらった。スキル説明に『メディアお姉ちゃんのオススメのスキル。超お得ですわよ！』とか書かれていたからだ。

			　なんと言うか……壮絶に、罠っぽい。

			　だけどまあ、発動が三十分とは言え、上昇値が非常に高い。どう考えても有効なスキルなので、習得しないという選択はなかったのだけど。

			　ともあれ、スキルも習得して準備は万端。俺は手順を再確認しつつ、不老不死のクールタイムが終わるまでの残り時間を過ごした。

			　そして――19：50。

			　不老不死のクールタイムが終了。俺は即座に不老不死による復活を選択。虚空より舞い降りたメディアねぇに、すぐに復活させてくれと叫ぶ。

			「ええ、もちろんですわ。……頑張ってくださいね、柚希くん」

			　メディアねぇが呪文を詠唱。淡い光と共に俺の肉体が修復され――俺の意識はその肉体へと引き寄せられた。

			　そして――現在は19：51。

			　クラウディアの復活限界まで残り九分前後。リザレクションの魔法陣展開に二分かかることを考えれば、七分ほどしか残っていない。

			　つまりは、そのわずかな時間で、ボスガルムと取り巻きのガルム四体を撃破する必要がある。――と言うことで、復活した俺は跳ね起き、女神メディアの祝福をアクティブに。

			　続けてサンダーバーストの魔法陣を展開し始める。その直後、ボスガルム達が俺に気付き、即座に襲いかかってきた――けど、ここまではシミュレート済みだ。

			　斜め後ろに飛んで、ボスガルム達の攻撃圏内から離脱。そのまま大きく飛び下がり、俺が死亡前に取り落とした長剣を即座に拾い上げた。

			　これで体感五秒ほど。サンダーバーストの魔法陣の展開に必要な半分の時間を消化したことになるのだけど……魔法陣の展開は半分に届いていない。

			　もしかして、魔法から意識を逸らすと展開速度が落ちるのか？　ヘルプには、それらしいことは書いてなかったけど――っ。

			　俺に考える暇を与えず、ガルムが飛び掛かってくる。俺はとっさに回避して、反撃を加えようと剣を振り上げるが、それは別のガルムによって阻(はば)まれた。

			　――あぁ、もうっ！

			　展開速度が遅れている原因は分からないけど、展開がキャンセルされたり、止まったりする訳じゃない。まずはサンダーバーストを完成させて、取り巻きを始末するべきだ。

			　そんな考えに至った俺は反撃を諦(あきら)めて逃げに徹する。

			　二十秒か、三十秒か。結局、本来の二、三倍の構築時間を使って魔法陣が完成。俺はボスと取り巻きが、纏(まと)めて接近するタイミングに合わせ――

			「――打ち抜けっ！」

			　サンダーバーストを発動。自分を中心に、放電現象が巻き起こる。それらは迫り来るボスガルムとガルム四体に突き刺さり――ガルム四体が倒れ伏した。

			　まさかの一撃。スキル詳細に載っていた威力的に一撃は難しいと思ってたんだけど、攻撃魔法マスタリーと、女神メディアの祝福によるブーストのおかげだろう。嬉しい誤算だ。

			　それはともかく――と、俺はボスガルムに目を向ける。さすがに五層のボスだけあって、まだまだ平気そうだ。もっとダメージを蓄積しないと倒せそうにない。

			　時間は――と視界の片隅に表示される時計を見れば、表示は19：51のまま。まだ一分経っていない。これなら、いける！

			　俺はたたみかけるように、ファイア・ボルトの魔法陣展開を開始。展開が終わるなり即座に放って、襲いかかってくるボスガルムの鼻っ面に直撃させた。

			　ボスガルムが痛みからか咆哮を上げる。俺はその隙を逃さず距離を詰め、柔らかそうな喉元めがけて、長剣を突き出す――寸前、何者かに吹き飛ばされた。

			「～～～っ。一体、なにが――っ！」

			　痛みに耐えながら顔を上げた俺は、飛び掛かってくる巨体が目前に迫っているのを見て、とっさに身体を投げ出して回避。

			　だけど、起き上がったところに、別のガルムが襲いかかってきた。

			「――まさかっ、また取り巻きを呼んだのか!?」

			　早すぎると愚(ぐ)痴(ち)る暇もなく、俺は膝立ちの状態で剣を振るう。二番目に飛び掛かってきたガルムを両断――だが、続けて襲ってきたガルムの攻撃には対応できない。

			　回避を諦(あきら)めた俺は、とっさに左腕でその噛みつきを受け止める。左腕に激痛が走るが――俺は気合いで耐えて、右腕に持つ剣でそのガルムの首をはねた。

			　残りの二体とボスは――と、視線を向けるが、ボスはまだ怯(ひる)んだ状態で、残りの取り巻きは、そのボスを守るように立っている。

			　ひとまず追撃は免れた。それを確認した俺は、腕に噛みついていたまま事切れているガルムの首を引き離して立ち上がった。

			　ただ、思ったよりもガルムの牙は鋭かったようで、左腕の感覚が麻(ま)痺(ひ)している。

			　奇しくも、俺が殺されたときと似たような状況。あのときよりは取り巻きが二体少ないけど、右腕一本で剣を振るうのが厳しいのは実証済み。

			　俺は迷わず、ヒーリングの魔法陣を展開した。

			　だけど、ボスガルムはサンダーバーストで取り巻きを一掃された印象が残っているのだろう。魔法陣を見た瞬間に雄(お)叫(たけ)びを上げ――ガルム二体が襲いかかってくる。

			　俺は無理せず後退して、敵の攻撃をしのぐ。一度避けきれない攻撃があったが、それは右手一本で持つ剣で防いだ。

			　正直、片腕では無理だと思ってたんだけど……女神メディアの祝福のおかげだろう。思ったよりも敵の攻撃が軽く感じられる。

			　という訳で、敵の攻撃をあしらって完成させたヒーリングで傷を処置。一度では完治しなかったけど、剣を振るえないほどじゃない。

			　俺は反撃を開始した。

			　――一体目の攻撃を避け、二体目のガルムを剣で牽(けん)制(せい)。身をひねって、ボスガルムの攻撃をかわす。そうして、確実にボスガルムやその取り巻きにダメージを蓄積していく。

			　落ち着いて対処すれば勝てると、俺は勝利を確信した。だけど――気がつけば、時間は19：54と表示されている。つまり、後四分弱――いや、それはあくまで推定時刻。最悪は、既にクラウディアの復活限界を迎えている可能性もある。

			　このままじっくり倒すというわけにはいかない。

			　俺は再び展開していたサンダーバーストを発動。取り巻き二体を一掃。

			「がああああああああああああっ！」

			　再びボスガルムは雄(お)叫(たけ)びを上げるが――

			「させるかあああぁぁぁぁぁぁあぁぁぁっ！」

			　俺は既に突撃をかけている。雄(お)叫(たけ)びを上げて無防備に晒(さら)されたボスガルムの首めがけて長剣を突き出し――その喉を刺し貫いた。

			　即座に剣を抜き、返す刀で血をまき散らすボスガルムの首をはねる。

			　視界の隅に映るログにいくつかのメッセージが流れるが、それらは全て無視。俺はアイテムボックスを開いて、クラウディアの遺体を取り出した。

			　二十四時間を過ぎると、遺体が消滅してタグだけが残されるという話なので、少なくともまだ二十四時間は経っていない。俺は即座にリザレクションを使用、魔法陣の展開を開始した。

			　だけど――遅い。ひたすら遅い。巨大な光の魔法陣の展開速度が遅すぎて気が狂いそうだ。

			　焦れながら今の時間を確認すれば、19：57と表示されている。

			　予測時間まで、魔法陣展開速度を抜いても一分ほど余裕がある。これなら間に合うはずだと、そう思ったそのとき。俺は視界の隅にそれを見てしまった。

			　先ほど始末したボスガルムは、光の粒子となって消滅。その痕跡として魔石だけが落ちている。にもかかわらず、視界の隅に、ガルムの遺体が一つだけ残っているのだ。

			　――否、遺体であれば、ボスガルムより先に消滅してなきゃおかしい。つまり、あのガルムはまだ生きている。それを理解するより早く、ガルムが起き上がった。そして、こちらに敵意を向けてくる。どうやら、ボスを倒せば取り巻きは消えるなんて親切設計ではないらしい。

			「――ちくしょうっ！」

			　俺は剣を拾い上げて、飛び掛かってくるガルムを串刺しにした。だけど、その行動によって、半分ほど展開されていたリザレクションの魔法陣が霧(む)散(さん)してしまう。

			「他に敵はいないな!?　――リザレクション！」

			　再び魔法陣の展開を開始。だけど当然ながら、魔法陣の展開は最初から。祈るような気持ちで時間を確認すると19：58と表示されていた。

			　リザレクションの魔法陣展開に二分で、残り時間も約二分。

			　――だけど、クラウディアの死亡推定時刻はおよそ二十時。時計を確認したのはクラウディアがなくなったショックで放心した後だ。

			　数分の余裕がある可能性もあれば、もう既に間に合わない可能性もある。頼むから間に合ってくれと、俺は祈るような気持ちで魔法陣の展開を続ける。

			　だけど、俺の祈りに反して、クラウディアの身体が淡い光となっていく。それは緩やかだが、倒した魔物が光の粒子となって消えるときとそっくりな現象。

			　このままじゃ、クラウディアが消滅してしまう。

			　そんな、そんなのは嫌だ。出会ったばかりだけど、クラウディアは俺にとって掛け替えのない存在になっていた。そんなクラウディアを失うなんて、絶対に耐えられない。

			　だから――間に合ってくれと必死に魔法陣の展開を続ける。

			　円の中心に六(ろく)芒(ぼう)星(せい)。続けて複数の円が描かれ、そのあいだに文字が浮かび上がっていく。そして最後の文字が浮かび上がり――

			「戻ってこいっ、クラウディア！」

			　俺は願いを込めてリザレクションを発動した。

		

	
		
			３－６　女神メディアの祝福

			　

			　リザレクションの使用により、光の粒子となって崩れかけているクラウディアの身体に、復活を司る光が収束していくが――崩壊が止まらない。

			「クラウディア、しっかりしろ、クラウディア！」

			　嫌だ。クラウディアがこのまま死んでしまうなんて絶対に嫌だ！　せっかく、せっかくヤンデレじゃない女の子と出会えたのに、こんな風にお別れなんて絶対に嫌だ！

			「クラウディア……お願いだ。クラウディア、目を、目を開けてくれ！」

			　クラウディアが死んだときのことを思い出し、俺は必死に叫ぶ。

			　直後、そんな俺の願いに応えるように、クラウディアの身体の崩壊が止まった。そして時間を巻き戻すかのように、クラウディアの身体が修復されていく。

			「……間に合った、のか？」

			　そうであって欲しいと願いつつも、そうだという実感を抱けない。そうして不安に押しつぶされそうになる俺の目前で、クラウディアの豊かな胸がわずかに上下を始めた。

			「ごしゅじん、さま……？」

			　ゆっくりとまぶたが開き、吸い込まれそうなエメラルドグリーンの瞳が、ぼんやりと俺の姿を捉える。クラウディアの声を聞き、言いようのない感情がこみ上げてきた。

			「……泣いて、いるんですか？」

			　クラウディアが不安そうな表情を浮かべたので、なんでもないよと首を横に振った。そうして、クラウディアには見えないように目元を腕で拭った。

			「……おはよう、クラウディア」

			　血で汚れていない人差し指を使い、クラウディアの顔にかかった銀髪を軽く払う。

			　サラサラの銀髪に縁取られた小顔には、エメラルドグリーンの瞳や、筋の通った鼻。そして小さな口を始めとした整ったパーツが収められている。

			　そしてなにより――その下地は、透けるような白い肌。

			「……想像を上回る美少女だったんだな」

			「ふえっ!?　な、なにを言い出すんですか。あたしには酷い火傷(やけど)の痕があるし、美少女だなんて、そんな風に言われても――」

			　嬉しくないとでも言おうとしたんだろう。俺はそんなクラウディアの可愛らしい唇を人差し指で塞ぎ、そのセリフを遮った。

			「クラウディアは最初から綺麗だったよ。火傷(やけど)の痕があったときから、な」

			「～～～～～～～っ。な、なんですか!?　そんな見え透いたお世辞であたしを喜ばせて、一体どうするつもりなんですか!?　……って、火傷(やけど)の痕があったとき、から？」

			　俺の言い回しに気付いたクラウディアが、慌てて自分の頬や、むき出しの胸元に触れる。その玉のような肌に、火傷(やけど)の痕跡は残っていない。

		

	
		
			[image: p_287.jpg]
		

	
		
			「……え？　火傷(やけど)の痕が……ない？　どうして……うぅん。それより、あたしは、毒で死んだはずじゃ……？　もしかして、一命を取り留めたんですか？」

			「いや、完璧に死んだな」

			「ええっと……それじゃ、ここは天国、ですか？」

			「ないない。と言うか、俺は不老不死だから死なないし。ここはバンドールのダンジョン、五階層のボス部屋だよ」

			「……ダンジョン？」

			　クラウディアが上半身を起こして周囲を見回し――えっ!?　と驚きの声を漏らした。

			「あ、あたしどうしてこんな場所に!?」

			「言っただろ、クラウディアは一度死んだって。その後、俺がリザレクションを覚えて、生き返らせたんだ。だから、火傷(やけど)の痕も消えてるだろ？」

			「リザレクションを覚えてって……あっ、もしかして？」

			　俺は頷き、ステータスウィンドウから直接リザレクションを覚えたことを打ち明けた。

			「……そう、だったんですね。あたしはあのとき一度死んで……ぐすっ」

			　急にポロポロと泣き始める。そんなクラウディアを見て俺は驚いた。

			「ク、クラウディア？　どこか痛いのか？」

			「いえ……あたし、あのまま死んじゃうと思ってたから……だから、ご主人様が生き返らせてくれて、もう一度、あたしに生きるチャンスをくれて……凄く、凄く嬉しくて……」

			「そっか……」

			　痛みや悲しみじゃなくて、安(あん)堵(ど)の涙だと分かってホッと息をつく。そんな俺に対して、クラウディアが縋(すが)り付いてきた。

			「……ご主人様。ありがとう、ありがとうございます」

			「俺の方こそ、ありがとう。クラウディアが俺を庇(かば)ってくれたこと、凄く嬉しかった」

			「あれは……その。とっさに身体が動いてしまって。それに、ご主人様は不老不死なのに、あたしが出しゃばったせいで、余計な手間を……」

			「手間なんて思ってないよ。ただ……凄く焦ったから、次からは勘弁してくれ。この二十四時間、自分が死ぬよりずっと恐かったんだからな」

			　俺はクラウディアを抱きとめたまま、片方の手でサラサラの髪を撫でつけた。そうして、腕の中にクラウディアの温もりを感じて安心する。

			「……ごめんなさい」

			「さっきも言ったけど、庇(かば)ってくれた気持ちは凄く嬉しかったから。だから、もう無茶はしないって約束してくれたら十分だ」

			　俺が自分の想いを伝えると、クラウディアは少し名残惜しそうに俺から身を離した。そうして、まっすぐに俺の顔を見つめる。

			「……ご主人様。あのときはご主人様が危ないって思って。そうしたら勝手に身体が動いちゃったんです。だから、心配をかけないようにはしたいですけど……その、また同じことをしちゃったら、あたしのこと……助けて、くれますか？」

			　無茶をしないで欲しいと言う俺に対し、俺が心配だから無茶をしちゃうかもと言う。少し不安げなクラウディアが可愛すぎである。

			　俺は仕方ないなぁと苦笑いを浮かべた。

			「もし同じ状況になっても、絶対助けてやる」

			「……ホント、ですか？」

			「ああ。でも、出来れば勘弁してくれよ。ここまで焦ったのは、本当に初めてだったんだからな？　それと……今更なんだけど――」

			　俺は少しだけ視線を落とし、それから明後日の方向を向いた。

			「取りあえず、胸を隠してくれないか？　さすがに目のやり場に困るからさ」

			「……ふぇ？」

			　視界の隅で、クラウディアが下を向く。その瞳に映ったのはおそらく、ダンジョンの明かりに照らされた豊かな双丘。

			「な、なななな、なんであたし裸なんですか!?」

			　慌てて、両腕で胸元を隠す。そんな仕草を視界の隅で確認した俺は、再びクラウディアに視線を戻した。その透けるような白い肌が、朱色に染まっている。

			　ちなみに、クラウディアは裸だと言ったけど、正確には素っ裸ではない。治療のさいに、上半身を脱がされただけ。ひらひらのスカートは健在だ。

			　……まあ、それが逆に扇情的な気がしないでもないけどな。

			「こ、こんなところであたしを脱がして、一体どうするつもりなんですか!?　せめて、初めてくらいは宿屋とかで良いじゃないですか、ご主人様の変態！　エッチすぎですっ！」

			「酷い誤解だ。……頑張ったのに」

			　ちょっとだけしょんぼりする。だけど、クラウディアらしい反応でもある。

			　これがローズみたいなヤンデレだと『えっちぃ。でも、ユズキお兄さんが望むなら……』とかなんとか言って、誤解だという俺を無理矢理……って流れだもんな。

			　ヤンデレじゃない女の子の反応はホントに可愛い――なんて考えていると、いつの間にかクラウディアにジーッと見られていた。

			「えっと、なんだ？」

			「ご主人様……いま、他の女の子のことを考えていませんでしたか？」

			「そっ――んなことはないぞ？」

			　動揺はとっさに抑え込んだけど、不意打ちでかなり焦った。そして、クラウディアはそんな俺の小さな反応を見逃さなかったのだろう。なんか視線が冷たい。

			　まさか、クラウディアまでヤンデレ化してたりしないよな？　一度死んで、衰弱の呪いは解けてるはずだから、ヤンデレ化耐性は実質的に上がってるはずだぞ。

			　……っと、そうだった。

			「クラウディア、ステータスウィンドウを見せてくれ」

			「え、直接あたしを弄ぶんじゃなくて、あたしのステータスを弄ぶつもりですか!?　そういう性癖に目覚めちゃったんですか!?」

			　両腕を胸の前で交差して豊かな胸を隠す――と言うか、押しつぶす？　なんか、逆に扇情的に感じるのは気のせいなんだろうか？

			　……ゴクリ。

			　いや、ゴクリじゃなくて。……いかんな。激戦やクラウディアの復活で大変だったから、まだ精神が高揚してるのかな。ちょっと冷静にならないと。

			　まずはクラウディアに羽織るものを用意しよう。服の代わりになりそうなものは……っと、アイテムボックスになんか服があった。

			　そう思って取り出したのは……オフショルダーのトップス？　なぜにこんなものがアイテムボックスに？　しかもこれ、縫合とかがどう見てもこの世界のレベルに合っていない。なんか日本の街に売ってそうな服だけど……と思ったら、まるで新品のようにタグが付いていて――

			　

			　頑張ったご褒美に、柚希くんの喜びそうな服をプレゼントですわ。クラウディアに着せて、存分に鑑賞してくださいね。

			　――貴方の大好きなお姉ちゃんより。

			　

			　なんて書かれていた。

			　どこから突っ込んで良いのか分からねぇ。……いやまぁ、これも服には違いない――と、俺はタグを取ってクラウディアに差し出す。

			「……これは？」

			「見ての通り……かは分からないけど服だ。後ろを向いてるから、これを着ろ」

			　ここはボス部屋だけど、人がいる限りは再ポップしないという話だし、五分や十分くらいなら問題ないだろう。と言うことで、俺はクラウディアに背を向ける。

			　ほどなく、背後から衣擦れの音が響く。そしてなにやら、布の面積が少ないとか、サイズが小さいとか聞こえてきて非常に気になる。

			　細かいデザインまで見てなかったけど、どんなんだろうと待つこと数分。

			「……ご、ご主人様。これで……良いんですか？」

			「おう、どれどれ――」

			　再び振り向くと、胸の形がはっきりと分かる、オフショルダーのトップスを着たクラウディアが、恥ずかしげにもじもじとしていた。

			　……思いっきりストライクである。と言うか、ストライク過ぎて恐い。メディアねぇは、なんで俺の趣味をここまで理解してるんだろうか……

			「……そ、そんなに見られると恥ずかしいです」

			「いや、すまん……」

			　と言いつつも、視線は外せない。

			　クラウディアがもじもじするたびに、服の上からでも分かる胸が揺れる。と言うか……クラウディアはさっきまで上半身裸だった。つまり、あの服の下はノーブラな訳で……

			　俺は思わず右手を――

			「……ご主人様？」

			　クラウディアが小首をかしげる。その瞬間、俺は我に返った。

			「あぁいや、ごめん。なんでもないんだ」

			　危ねぇ。一瞬、我を忘れていた。たしかに、火傷(やけど)の痕が消えたクラウディアはむちゃくちゃ綺麗だし、服はドストライクだけど、相手の意思を無視するなんてヤンデレと同じだぞ。

			　冷静になれ、俺――と深呼吸を一つ。

			「すまん。取りあえず、ステータスウィンドウを見せてくれるか？」

			「……はい。その、優しくしてくださいね？」

			「ち、ちち違うっ！　見るだけ、見るだけだから！」

			「……ですか。えっと、それじゃ、ステータスオープン……え？　ご主人様、これって……」

			「言っただろ、クラウディアは一度死んだって。だから、死ぬまで消えない、衰弱の呪いが解除されたんだ。これで、クラウディアも呪いに苦しまなくて大丈夫だぞ」

			　もしまた火傷(やけど)をしたとしても、痕を消すことが出来る。毒を食らったとしても、キュア・ポイズンで解毒することも出来る。

			　喜んでくれると思ったんだけど……クラウディアはなぜか寂しげな表情をした。

			「……が……えてます」

			「え？　なんだって？」

			「ご主人様との奴(ど)隷(れい)契約が消えてます」

			「契約が？　あぁ……ホントだ」

			　なにごとかと思ったら、奴(ど)隷(れい)の契約か。たしかにあれも、呪い同様に死亡で消える類いのものだったな……って、どうして奴(ど)隷(れい)の契約が消えてがっかりしてるんだ？

			「ご主人様！」

			「は、はい？」

			　急に呼ばれてビクッとしてしまった。

			「後でもう一度、奴(ど)隷(れい)契約を結び直してくださいね」

			「え、別にわざわざ結ばなくても良いだろ？」

			「良くないです！」

			「……なぜに。別に奴(ど)隷(れい)じゃなくなったからさよならとか、そんなことは言わないぞ？　だから、わざわざ契約なんて結ばなくても良いだろ」

			「むぅぅぅ……」

			　なんか、すっごい不満げな顔をされてしまった。クラウディアは押しに弱いのバッドステータスがあるから、これくらい言えば引き下がると思ったんだけどな。

			　と言うか、今までは火傷(やけど)の痕が酷くて気付かなかったけど、クラウディアはずいぶんと表情が豊かだ。とても可愛い。

			「あたしを奴(ど)隷(れい)にするのが嫌なら、ご主人様があたしの奴(ど)隷(れい)になってくださいね？」

			「――なんでっ!?」

			　意味が分かりません。

			「あたしはご主人様との絆が欲しいんです。だから、ご主人様があたしの奴(ど)隷(れい)になるか、あたしがご主人様の奴(ど)隷(れい)になるか、二つに一つです。どっちか決めてください」

			「……なにその二択」

			　意味が分からないけど……さすがに奴(ど)隷(れい)になるという選択はない。それにまぁ……奴(ど)隷(れい)だろうがなんだろうが、重要なのはどう接するか、だ。

			　だから――

			「分かった。クラウディアが奴(ど)隷(れい)でいたいって言うなら、あとで奴(ど)隷(れい)の契約を結び直そうか」

			「二択なのに、あたしを奴(ど)隷(れい)にする方を選ぶなんてご主人様のエッチっ！　あたしを奴(ど)隷(れい)にして、すごくエッチな命令とかするんですね!?」

			「……それはまぁ、クラウディアが拒否しなければ？」

			「するって意味じゃないですか、ご主人様のエッチ！」

			　クラウディアが拒否したらしないと言ってるのに、その反応はどうなんだ？　なんて思ったけど、決して口には出さない。

			　俺自身、言いようのないほどクラウディアを欲していたからだ。

			「――クラウディア」

			　俺は両腕を掴んでその華(きや)奢(しや)な身体を引き寄せ、エメラルドグリーンの瞳を覗き込んだ。

			「……ご主人様、どうかした――んんっ!?」

			　肩を引き寄せ、その唇を奪った。更には舌でクラウディアの唇をかき分け、その口の中にまで侵入。クラウディアの口をむさぼっていく。

			　唐突に唇を奪われたクラウディアは目を大きく見開き、その華(きや)奢(しや)な身をこわばらせていた。

			　けれど――

			「……んぁっ、……んちゅっ、ごしゅひん、ひゃまぁ……」

			　口の中を蹂(じゆう)躙(りん)されていたクラウディアは、やがて肩の力をぬいて――その目を細めた。

			　そうして、俺に抱きつくと、つたない動きながらも、自らの舌で俺の舌を出迎え始めた。可愛くて清純そうな女の子が、俺の強引なキスを受け入れている！

			　言いようのない興奮を覚えた俺は、片手をクラウディアの胸もとに。肩出しのブラウスの上から、その豊かな胸を鷲づかみにした。

			　薄手のブラウス一枚を通し、胸の感触と温もりが伝わってくる。柔らかな布越しに、自己主張する乳首の感触。俺は手のひらでそれを転がし始めた。

			「はぁあんっ。……ふぁ……んっ。あぁ……」

			　クラウディアは俺に唇をむさぼられながら甘い声を漏らす。たまらなくなった俺はキスを止め、両手を使ってその豊かな胸を揉みしだいた。

			「うぁ、あんっ。あぁ……んっ。ふぁ……こんな、こんな場所で、なんてぇ……んぁぅ」

			　ボス部屋に、クラウディアの甘い声が響き渡る。

			　もしこの瞬間に次の挑戦者が来たら、俺とクラウディアの痴態を目撃されてしまう。それが分かっていながら、俺はその行為を止めることが出来なかった。

			　片手で胸を揉みしだきつつ、もう片方の手をスカートの下に潜らせると、ジュンと濡れた下着があった。俺はその下着を指で掻き退け、割れ目に指を這わす。

			　ぴったりと閉じた、けれどしっかりと濡れそぼった割れ目。今すぐに、そこに入れたいという思いが、俺の頭の中を埋め尽くした。

			　入れたい、今すぐに、クラウディアの中に入れたい。俺のいきり立ったおちんちんを、今すぐにクラウディアの膣の奥に入れたくて仕方がない。

			　理性が飛びそうな中、自分のズボンを引き下ろし、俺はいきり立ったペニスを取り出す。そうして、クラウディアの秘部にそそり立つペニスを添え――寸前のところで踏みとどまった。

			　……待て。俺はどうしてこんなに興奮してるんだ？

			　クラウディアが可愛くてエッチだから、その身体を欲するという本能は分かる。

			　けど、いくらなんでも、こんなダンジョンのど真ん中で、理性を失うほどクラウディアを欲するなんて不自然だ。しかも、クラウディアの様子もおかしい。なにか、理由があるんじゃないか――と、開きっぱなしになっているクラウディアのステータスウィンドウを確認する。

			　ヤンデレのようなスキルはもちろん、それっぽいバッドステータスも増えていない。

			　だけど――

			　

			　――精神高揚：＋57％

			　

			　……原因を見つけた。どう考えてもこれが理由だ。なんでこんな状態異常が――と自分のステータスを確認したら、自分の方にもあった。

			　もしかして……と、女神メディアの祝福の詳細を見直すと、自分と仲間の精神が高揚するって書いてあった。どうやら、これが原因のようだ。

			　やっぱり罠だったかぁ……と、俺は思わずため息をついた。

			　いやまぁ、女神メディアの祝福がなければ、ボスに勝てなかった。勝てたとしても、クラウディアの復活限界に間に合わなかったのは確実。習得に後悔はないんだけどさ。

			　でも、どうして＋57％なんだろう？　スキルが原因なら＋30％のはずなんだけど……って、まさか――と、俺は称号にあるプラス補正を計算する。合計27％だ。

			　つまりは……30＋27＝57。もしかしなくても、称号による増加が加算されてるな。

			　――はっ!?　ま、まさか、全ての能力にプラス補正って……【ヤンデレに死ぬほど愛される】なんかも含めて全て、なのか？

			　……ありそうな気がする。と言うか、それしか考えられない。

			　今までの疑問が一気に氷解した。

			　ヤンデレタイムのヤンデレ化が＋20％に対して、ヤンデレに死ぬほど愛されるのヤンデレ化は＋10％しかない。にもかかわらず、シルフィーさんが昼にヤンデレ化した理由。それは、ヤンデレに死ぬほど愛されるの効果も全て＋27％されていたから。

			　なんてこった。どうりで、色々とおかしいと思った。

			「……あの、ご主人様？　しないん……ですか？」

			　クラウディアは濡れた瞳で俺を見つめている。その姿は完全に欲情しているようにしか見えないけれど……それは、精神高揚が原因だろう。

			「クラウディア、聞いてくれ。クラウディアや俺はいま、女神メディアの祝福ってスキルの効果で、精神が高揚しているんだ。だから……」

			　今のこの状況は自然なものじゃない――と言うセリフを口にすることは出来なかった。少し堅さを失いかけていた俺のおちんちんを、クラウディアの細くてしなやかな指が掴んだからだ。

			「あたしは最初から――火傷(やけど)しているあたしでも良いって、ご主人様が言ってくれたときから、ご主人様に捧げたいって思ってました。スキルなんて関係ないです」

			「クラウディア……」

			「ご主人様は……あたしのこと、欲しくないですか？」

			　言われて気付く。俺はクラウディアに火傷(やけど)の痕があるときから可愛いと思っていた。ステータスウィンドウを弄(いじ)ったときは、そのままエッチなことをしたいと思っていた。

			　クラウディアを抱きたいと思ったのはスキルのせいなんかじゃない。それを理解した瞬間、クラウディアを抱きたいという気持ちが膨れあがった。

			「クラウディア。お前の初めてが欲しい」

			「……はい。あたしの初めて、ご主人様に捧げます。どうか、もらってください」

			　冷静さを取り戻し、その上でクラウディアが欲しくてたまらない。そう思った俺は、あらためて自分の分身を、クラウディアの濡れそぼった割れ目に押し当てた。

			「……最初は痛いと思うけど、少しだけ我慢してくれな」

			　あふれる蜜を分身に馴染ませ、その割れ目に沈み込ませる。

			　亀頭が熱く柔らかい粘膜に包まれていく。けれど、少しかき分けたところで、硬い輪ゴムのような処女膜に、亀頭の侵入が阻(はば)まれてしまった。

			「……あぅ、ぃ……っ」

			　クラウディアの額に、わずかに苦(く)悶(もん)の表情が浮かぶ。

			「……大丈夫か？」

			「は……い、圧迫感がありますけど、平気……です。それに、もし痛くても平気です。ご主人様に、あたしの処女、奪って、もらいたいです」

			「分かった」

			　お互いが向き合ってお尻を下ろしている形。クラウディアが後ずさったら入らない体勢なんだけど……クラウディアは逃げようとはしなかった。

			　ぐいぐいと腰を押し進め――やがて、限界まで引き延ばされた処女膜がプチッと切れた。その瞬間、遮るものがなくなった亀頭が、ずぶりと膣の奥へと突き刺さった。

			「――っ。ぁく、ふぁぁぁぁあぁっ、ご主人様のが、あたしのなかに、入って……ぁぅっ」

			　痛みからか、背中を丸めて身を震わせる。そんなクラウディアを抱きしめた。

			「……大丈夫か？」

			「痛い、です。でも、ご主人様に処女をもらってもらった痛みだって思ったら、平気です。もっと、もっとあたしに、ご主人様のモノだって証を刻んでください！」

			「～～～っ、可愛すぎかっ。そんなこと言われたら、俺も我慢できないからな！」

			　まずはあまり擦り上げないように、腰をグラインドさせて、俺の分身で膣の中を掻き回す。

			「はぁ……んっ、んぁっ、あぁ……あくっ。ご主人様のお、おちんちんが……あたしのなかを、はぁ……ぅう、掻き回してて……しびれて……ぁっ」

			　快感よりも痛みが先行しているのだろう。クラウディアの顔は少し苦しそうだ。だけど、それでも、クラウディアは腰を引かず、それどころか、もっと深くとばかりに腰を押しつけてくる。

			　俺はクラウディアの痛みを緩和しようと、片手で胸を責め始めた。

			「ふわぁっ！　む、胸も一緒に、なんてぇ……はぁん。それ、気持ち良い、気持ち良いですぅ」

			「そうか、だけど、まだまだこれからだぞ」

			　俺は更に反対の手で、クラウディアの充血したクリトリスをつまみ上げた。

			「ひゃあぁぁぁぁあんっ!?　ぁあんっ、ひゃぁ、そっちも、なんてぇあぁんっ。それ、ぁん、うあ、激し、激しすぎます。ひぅ、はぁ……んんっ」

			　快感に身を震わせる。今ならと思った俺は、グラインドからピストンへと腰の動きを切り換えた。そうして、クラウディアの膣の中、Ｇスポット辺りを中心に責め立てていく。

			「あっ、やぁ、はぁん、さっきまでと、ちがっ、違います」

			「違うって、どう違うんだ？」

			　俺はクラウディアのなかをペニスで掻き回しながら、少し意地の悪い顔で尋ねる。

			「あっ、あぁ……そ、それはぁ……ご主人様の、ぉちん、ちんが……あたしの、気持ち良いところを……ぐちゅぐちゅって、はぁん。掻き、回して……あっ、んぁ！」

			「気持ち良いところじゃ分からないだろ。ちゃんと言ってくれよ」

			「そ、それは……あっ、ぁあ……んっ。あっ――あたしの、んんっ。おま、おまん……あぁん、いえ、ないです！　そんな恥ずかしいこと言えないです！」

			　恥ずかしいと顔を真っ赤にして首を振る。

			　だけど、ステータスウィンドウには『おまんこ気持ち良い！　初めてなのにっ、ご主人様のおちんちんで掻き回されて、あぁんっ。おまんこ、気持ちよくなっちゃってるよ――っ』とクラウディアのエッチな内心がしっかりと表示されていた。

			　ぜひとも、クラウディアの口から、そのエッチなセリフを言わせたいところだけど……初めてだし、今回は許してあげよう。ということで、俺はステータスウィンドウに表示されるメッセージを確認しながら、クラウディアの反応が良いところを責め立てていく。

			「あっ、んんっ、すご、い。あたしの、気持ち良いところ、ばっかりぃ……はぁっ。んっ、良い！　気持ち良いです、ご主人様ぁ。あくっ、んぁ。ぁぁぁっ、あぁん、あっ、んぁっ」

			「そうか、俺も、凄く気持ち良いぞ」

			　ギチギチと締め付ける、処女のおまんこ。だけど、そこは大量の蜜で濡れそぼって、信じられないほどの快感を与えてくれる。

			　たまらなく興奮していた俺は、一気に上り詰めていった。

			「あ、ぁあっ。んんっ、あっ、ひゃん、うあっ、もうっ、あたし、あぁん。はぁ、いく、いっちゃいそう、ですっ」

			「良いぞ、俺も行くから。遠慮なくイっちゃえ」

			　激しく突き上げながら、同時に胸とクリトリスを責め立てる。クラウディアは甲高い声を上げ、その身を震わせ始めた。

			「あぁっ、あっ、んぁ、出して、出してください。ご主人様の精液、あたしのなかにぃ……あっ、あぁっ、あ、あっ、あ――っ、～～～～～っ！」
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			　びくんっ、びくんっ、と腰と膣を震わせる。そんなクラウディアの子宮めがけて、俺は思いっきり精を解き放った。

			　クラウディアの膣が痙(けい)攣(れん)し、まるでもっと出してとばかりに俺の精液を吸い出していく。脳が蕩けそうな中、俺はクラウディアを抱きしめ、その唇にディープなキスをした。

			「あむっ……ちゅる……はぁ……ごしゅひん、ひゃま……」

			　幸せそうな顔が可愛い。俺は腰を揺すって、刺し後に残っていた精液を、クラウディアの膣奥に注ぎ込んだ。

			「……はぁ、クラウディア。凄く、気持ち良かったぞ」

			「あたしも、凄く、幸せです……」

			　ボス部屋のど真ん中。俺とクラウディアは、しばしの余韻に浸った。

		

	
		
			エピローグ

			　

			　その後、賢者モードになった俺達は、自分達がダンジョンのど真ん中でいたしていたことを思い出し、慌てて身だしなみを整えた。

			　そうして、ボス部屋に転がっていた魔石を回収する。部屋に転がっていたのは、ボスガルムの魔石の他に、取り巻きの分も転がっていた。

			　ゲームとかだと、ドロップ集めやレベリング防止で、経験値やドロップがなかったりするんだけど……この世界では他の敵と同じ扱いみたいだな。

			　ともあれ、ボス部屋でドロップ品を回収。そのまま六層にある転移の間に向かった。

			　そして――

			　

			　六層にある転移の間へと続く階段の半ばに倒れているグレイを見つけた。意識を失っているようだけど、話しかけたら反応があった。

			「まだ生きていたんだな」

			「……ユズキ、か。お前こそ、生きて……いたのか」

			「ああ。それに、目的も果たしたよ」

			　クラウディアの存在を示すと、グレイは大きく目を見開いた。

			「……そう、か。お前は、俺には出来ないことを……やり、遂げたんだな……」

			　そんな風に呟いて、グレイは意識を失った。――だけど、そこに浮かんでいるのは、どこか満足そうな表情。自分と同じように絶望するのを期待していたなんて言ってたけど、本当は自分とは違う結末にたどり着く者が現れるのを期待していたんだろう。

			　……なんて、俺の勝手な予想だけどな。

			　なんにしても――と、俺はグレイにヒーリングをかけた。一度では完治しなかったけど、何度かかけているうちに見える傷はなくなり、呼吸が整っていった。

			　おそらくは助かるだろう。

			「……ご主人様、この方は？」

			「こいつか？　こいつは……そうだな。恩人……になるのかなぁ」

			　グレイが裏切らなければ、クラウディアをもっと楽に救うことが出来た。だけど、グレイが最初からいなければ、こんな風に五層にまで来ることは出来なかった。

			　だから、この状態で見捨てようとは思わない。もちろん、ギルドに事情を話して、それなりの対応はしてもらうつもりだけどな。

			　――俺は意識のないグレイを抱えて六層にある転移の間に。クラウディアとグレイを連れて、一層へと帰還。そのままダンジョンから脱出した。

			　

			　その後、ギルドに事情を話してグレイを引き渡したりと色々あったけど、俺の方はやはりと言うかなんと言うか、お咎(とが)めはなかった。

			　前も思ったけど、この世界の住人はヤンデレの発症に対する考え方が変わっている。色々と考えたんだけど、その理由は恐らく、ヤンデレタイムがあるせいだろう。

			　この世界の創造神たる女神メディアの力が強くなるヤンデレタイム。その時間帯は、ヤンデレが発症しやすくなり、ヤンデレのスキル持ちは２ランクアップになるという。

			　だけど、それでヤンデレが誰かに被害を及ぼしたとしても、創造神に文句を言えるはずもない。だから、発症させる方が悪いという風潮になっているのだろう。

			　ただ、今回の件に関しては、温情を与えるようにお願いしておいた。甘いと言われるかもしれないけど、やっぱり責任は感じるし、結果的に助かったのも事実だからだ。

			　そんなこんなで、解放された俺達は宿に帰還した。

			　

			　

			「ねぇ、ご主人様、これからどうするつもりですか？」

			「そうだなぁ……まずは、ローズから逃げないとだな」

			　俺が諦(あきら)めるまで追いかけると宣言していた。ローズは必ず追いかけてくるだろう。なんとか冒険者のランクを上げて、この島から脱出というのが、現実的かな。

			「じゃあ、もし逃げられたら、その後はどうするんですか？」

			「そしたら……服飾の仕事をしたいな」

			「そう言えば、スカートも、器用に改造してくれましたよね。服飾が好きなんですか？」

			「ああ。色々あって諦(あきら)めてたけど、服飾の仕事に就くのが子供の頃の夢だったんだ」

			「そう、だったんですか？」

			　なぜか、クラウディアが驚きに目を見開いた。

			「……なんでそんなに驚いてるんだ？」

			「いえ、その……実は、あたしの実家も、洋服店なんです」

			「……マジで？」

			「マジです。もっとも、経営が悪化してたから、まだやってるかは分かりませんけど……」

			　窓の外を眺めながら、銀色の髪を指で弄(いじ)る。クラウディアの横顔が、妙に寂しげに映った。

			「……もしかして、クラウディアが奴(ど)隷(れい)になったのって？」

			「家の借金を返済するためです。と言っても、無理に売られたわけじゃありませんよ。家族を護りたいって、自分からお願いしたんです」

			「そっか……」

			　思うところはあるけど、よく知りもしない俺があれこれ言うことじゃないだろうと自重。話を進めることにする。

			「実家が洋服店なら、クラウディアも少しくらいは知識があるんだよな？　もし俺が服飾の仕事をするって言ったら、手伝ってくれるか？」

			「あたしはご主人様の奴(ど)隷(れい)だから、断るという選択肢はないんですけど……でも、それなら喜んで手伝いますよ。裁縫が少し出来る程度ですけど……」

			　あぁ、そう言えば裁縫スキルがあったな。あれはそういう理由だったのか。でも……クラウディアには針子をしてもらうより、モデルをしてもらいたいなぁ。

			「……ご主人様が、なんだかエッチなことを考えている気がします」

			「まあ……否定はしない」

			　清純そうなワンピースを着せたり、逆にちょっとエッチな服を着せたり。

			　羞(しゆう)恥(ち)心に耐えながらも着こなすクラウディアを鑑賞する。それはなんと言うか、凄く充実したスローライフだと思うのだ。

			「……ご主人様のエッチ。でも、服飾のお仕事が出来るなら嬉しいです。あたしはこれからもお手伝いをします。だから……これからもご主人様のお側においてくださいね？」

			　青みがかった銀髪を揺らし、可愛らしい笑顔を浮かべる。そんなクラウディアと一緒にいたいと、俺は心から思った。

		

	
		
			書き下ろし番外編　ヤンデレになることを願った少女

			　

			　女神メディアに導かれた柚希が、アルゴーニアの大地に降り立つ一年前。グラン島を統治するブラッド家のお屋敷では、社交界の夜会が開催されていた。

			　参加者はブラッド家と付き合いのある貴族達なのだが――一部の貴族達がソワソワとしている。今日の夜会が、ブラッド家長女の社交界デビュー(デビユタント)として開催されたことを知っているからだ。

			　著名な演奏家達が音楽を奏でる。夜会の参加者が穏やかな音色に聴き惚(ほ)れていると、赤い絨(じゆう)毯(たん)の敷かれた階段の天辺に、エスコートを伴った少女が姿を現した。

			　シャンデリアの光を受けて煌めくのは、ツインテールに纏(まと)め上げられたブロンド。漆(しつ)黒(こく)のドレスを纏(まと)う少女は、さながら夜会に舞い降りた妖精のようだ。

			「さぁ……皆様にご挨拶なさい」

			「はい、お母様」

			　エスコートしていたブラッド家の当主メアリーに微笑み、少女はその庇(ひ)護(ご)下(か)から抜け出した。

			　そうして軽い縦巻きのツインテールを揺らしながら、ゆっくりと階段を降りる少女は、微笑みを浮かべて会場の者達に視線を送る。

			　その視線を受けた者達は、少女の噂に違わぬ――いや、噂以上に美しい容姿に息を呑んだ。

			　会場の者達を見回すのは、金(こん)色(じき)と蒼のオッドアイ。美しい少女の神秘的な瞳が自分を見つめている。そう感じ取った男達はこぞって浮き足立った。

			「お初にお目に掛かります。ブラッド家の長女、ローズ・ブラッドと申します」

			　ドレスの裾を摘まみ、階段の踊り場でカーテシーをする。ローズの澄んだ声は、会場の隅々にまで静かに広がった。

			　一瞬の静寂。そして会場に喝(かつ)采(さい)が広がる。

			　ブラッド家の長女、ローズ・ブラッドのデビュタントはこうして始まった。

			　

			「失礼だが、ローズ嬢はヤンデレ化してないのかね？」

			　貴族達への挨拶回りをしていると、もう何度目か分からない質問を投げかけられた。

			　本来、初対面で所持しているステータスを尋ねるのは失礼な行為に当たるのだが――ヤンデレスキルに関しては例外とされる。

			　なぜなら、ヤンデレ化が社会問題となって久しい昨今。貴族のあいだでは特に後継者のヤンデレ化が問題となっていて、どこの家でもその対応に追われているからだ。

			　ヤンデレ化は遺伝すると言われているが――貴族は血を重んじる。たとえ当主がヤンデレ化しようとも、伴侶(生け贄)を与えて跡を継がせるのは常(じよう)套(とう)手段。

			　だが――そうすることで、ヤンデレの血は濃くなっていく。貴族は平民と比べて、圧倒的にヤンデレ属性を持つ人間が多くなっているのだ。

			　そんな訳で、

			「今のところ、ヤンデレ化はしておりませんわ」

			「「「おぉ……っ」」」

			　貴族の血を引き、なおかつ聡明そうな美しい少女が、社交界にデビューする歳になってもヤンデレ化していない。その事実に、貴族達が湧き上がるのは当然と言えた。

			「ですが、お母様はヤンデレ化しています。私もいつか、ヤンデレ化すると思います」

			「この時代、身内にヤンデレがいない貴族などおらんよ」

			「そう、ですわね」

			　ローズは愛想笑いを浮かべた。周囲の者達は、現時点でヤンデレ化していないローズが安全だと思っているようだが、ローズ自身はそう思っていないからだ。

			「ローズ嬢、どうかな。我がケイオス家に嫁ぐつもりはないか？」

			「待て、抜け駆けは卑怯だぞ。それなら我が息子の嫁にぜひ」

			　ケイオス伯爵の申し出を口火に、次々と声があがりそうになる。けれど、ローズはそれに先んじて「申し訳ありませんが――」と切り出した。

			　それによって、皆はローズの次の言葉に耳を傾ける。

			「私はブラッド家の長女ですから。どこかのうちに嫁ぐつもりはございませんわ」

			　穏やかな微笑みを浮かべて、きっぱりと口にする。その瞬間、会場は落胆に包まれた。

			　ローズが当主の座につくのなら、自分の家に嫁いでもらうことは出来ない。なにより、当主の伴侶は、当主に害を及ぼさないよう、ヤンデレではない者を選ぶのが理想とされる。

			　つまり、ローズを自分のうちに嫁がせることは不可能で、自分の息子をローズの婿(むこ)として嫁がせるのも難しい。彼らの息子は揃って、ヤンデレのスキル持ちという訳だ。

			「ブラッド家の次期当主として、これからもよろしくお願いいたしますわ」

			　微笑むローズに、なおも縁談話を持ちかけることの出来る貴族はいなかった。

			　

			　

			「良かったのですか、ローズお嬢様」

			　月日は流れ、とあるパーティーから帰還する馬車の中。ローズが流れゆく景色を眺めていると、護衛として同席しているリリアがそんな言葉を口にした。

			「……良かったのかって、なんのこと？」

			　ローズは振り返り、リリアに対して小首をかしげる。

			「縁談です。またメアリー様に無断で断ったのでしょ？」

			「あぁ、そのことなら平気よ。お母様は、私が自分で選んで良いと言ってくれているもの」

			「それはそうですが……そろそろ選ばないと、セレネ様に先を越されてしまいますよ？」

			　セレネというのはローズの妹である。まだデビュタントを果たしていないが、ローズと同じように愛らしい容姿の持ち主で、同じようにヤンデレ化していない。デビュタントを果たせば、縁談を断り続けているローズよりもそちらに縁談が行くのは必然である。

			　そして、もしヤンデレじゃない伴侶を得れば、当主の血を引きながらも、ヤンデレ属性の薄い血を残す可能性が高いという理由で、ブラッド家を継ぐ可能性も出てくる。

			　リリアはそれを心配しているようだが、ローズは別にかまわないわと笑った。

			「私がブラッド家を継ぐと言っているのは、縁談を断るのに便利だからよ。継ぐ気がない訳じゃないけど、妹が継いでもかまわないとも思っているの」

			「ローズ様はもしかして、結婚する気がないのですか？」

			　少し意外そうに、そして少しだけ心配そうな顔を向けてくる。リリアはずいぶんと前からローズの護衛を引き受けてくれている。だから、ローズの心配をしてくれているのだろう。

			　そんなリリアに対し、ローズはそんなことはないわよと笑った。

			「ねぇ、リリア。リリアは、私がどうしてヤンデレ化していないと思う？」

			「それは……ヤンデレ化する下地がないからでは？」

			「あら、私のお母様は、お父様を軟禁するほどのヤンデレよ？」

			　ブラッド家の当主であるメアリーは夫を軟禁して、甲斐甲斐しく――と言って良いのかは不明だが、ずっと世話をしている。生粋のヤンデレである。

			「親がヤンデレでも、子供がヤンデレ化するとは限りません。ましてや、旦那様はヤンデレではありませんし、セレネ様もヤンデレ化していないではないですか」

			「たしかにね。でも、私はいずれヤンデレ化すると思うわよ？」

			「……どうしてそう思われるのですか？」

			　理由を問うてくるリリアに対し、ローズは「秘密よ」と笑みをこぼした。

			　

			「――とにかく、私は別に結婚する気がない訳じゃないの。でも、いつかはヤンデレ化するとも思っているから、いまは縁談を断っているのよ」

			「ヤンデレ化してからだと、結婚相手が減ると思うのですが……」

			「良いのよ、そんなことは気にしなくても。どうせ結婚する相手は一人なんだから」

			　選択肢が多くても、気に入った相手がいなければ意味がない。重要なのは、これといった相手がいるかどうか。だから、ローズは当分結婚するつもりはなかった。

			　――不意に、ローズ達の会話を切り裂くように馬が嘶(いなな)き、馬車がガクンと止まった。

			「なにごとです!?」

			　リリアが腰の剣に手を掛け、馬車の外で護衛している仲間に向かって叫ぶ。即座に「賊の襲撃です！」という答えが返ってきた。

			「賊が護衛付きの馬車を襲撃？　まさか、噂の集団ですか。すぐに迎撃の準備を！　――ローズお嬢様は、決して馬車から出ないでください！」

			　リリアはそう言い残して馬車から飛び出していった。

			　

			　その後のローズは、賊と護衛達の戦いを不安げに見守っていた。ブラッド家の護衛達が技量では上回っているようだが、数では賊に負けている。

			　ローズの目には、戦いが拮(きつ)抗(こう)しているように見えた。

			　もちろん、ローズだって多少なりとも戦える。

			　一対一で勝てるかはともかく、護衛と連携をとることくらいは可能だ。けれど、護衛対象である自分が戦いに参加すれば、護衛達は思うように戦えなくなるだろう。

			　ローズはそれを理解していたので、焦(しよう)燥(そう)感に耐えながらも、皆が戦う姿をじっと見守っていたのだが――そんな視界の隅に、平民っぽい男の子が映り込んだ。

			　平凡そうな――けれどなぜか目を離せない。その少年は丸腰で、この状況に怯えているように見えた。悲鳴を聞いて駆けつけたものの、予想以上の状況に怯えているといったイメージ。

			　だから――

			「そこの貴方、そこにいては巻き込まれます、逃げてください！」

			　ローズは少年に向かって叫んだ。丸腰の少年が加わっても状況は好転しない。それになにより、自分のせいで、無関係の少年が傷つくのを見たくなかったからだ。

			　けれど、ローズが叫んだ直後、少年の顔つきが変わった。それまでのおどおどした感じがなくなり、決意を秘めた顔でこちらに向かって駈けだしたのだ。

			　その後の少年――ユズキの力は圧倒的だった。奪った剣を使って、賊のリーダーをただの一撃で無力化。力量の差を見せ付け、一瞬で戦いを終わらせてしまったのだ。

			　ローズは自分の胸が高鳴るのを自覚した。

			　

			　――そして、ユズキを屋敷に招いた後の出来事。

			　ヤンデレタイムに突入した瞬間、自分の中に眠っていたヤンデレ属性が目覚めたことを自覚し、ローズは歓喜に打ち震えた。

			　なぜなら、それこそが、ヤンデレ属性を持っていると自覚しながらも、決してヤンデレ化しなかったローズの待ち望んでいた瞬間だったからだ。

			　幾多の殿方にアプローチを掛けられながらもヤンデレ化しなかったのは、運命の相手と巡り逢っていないからだと考えていた。

			　だから、間違いなく、迷いなく、ユズキが運命の相手であると確信する。

			　そんなユズキを監禁してでも自分のモノにするべきだと、本能が訴えかけてくる。だけどそれと同時に、他人を思いやる優しさが、相手の意思を無視してはいけないと反論する。

			　相反する感情がせめぎ合う。そんな葛(かつ)藤(とう)の中でローズが選んだのは、ユズキが滞在してもかまわないと言ってくれた期間――数日だけ軟禁するというもの。

			　その期間に自分を知ってもらって、好きになってもらいたい。そんな想いから全力でぶつかり、初日に処女を捧げるまでに至った。

			　結局、すぐに逃げられてしまったけれど……ローズは少しも後悔していない。

			　束(そく)縛(ばく)するのではなく、ユズキが自主的にローズの側にいたいと思うように仕向ける。そのためにはどんな犠牲もいとわない。それが、ローズの持つヤンデレ属性だったからだ。

			　ローズは母親に自分の想いを告げ、柚希を追いかけるために屋敷を飛び出した。

			　そして――

			　

			「ふふっ、どこへ逃げても無駄だよ、ユズキお兄さん。追いかけて、追いかけて、私がいないとダメなように、誘惑、しちゃうからね」

			　死んだはずの少女を伴い、夜明けと共に街を出ようとしている。そんなユズキの後ろ姿を眺めながら、ローズはクスクスと笑った。

		

	
		
			あとがき

			　

			『この異世界でも、ヤンデレに死ぬほど愛される』一巻を手に取って頂きありがとうございます。

			　著者の緋色の雨でございます。

			　

			　実のところ、私はヤンデレ属性にそれほど興味がなく、ヤンデレのお話を書くとは夢にも思っていませんでした。それが本作を書くことになったのは『魔王様、リトライ！』の神埼黒音さんに、緋色さんってヤンデレ好きですよね――と指摘されたからです。

			　そのときは、そんなことないですよ？　と本心から否定したんですが……その翌日には、なぜか本作のプロットが完成していました。どうやら、私はヤンデレ好きだったようです。

			　

			　ちなみに、本作のヒロインは、一般的なヤンデレとは少々異なります。

			　ヤンデレというスキルを所持しながらも、相手を思いやる優しさを持ち合わせているローズと、ヤンデレ化耐性を持っているけれど、焼き餅焼きなクラウディア。

			　そんな二人に振り回されつつも、前世では遂げられなかった夢と、エッチな願望を叶えていく柚希の物語。楽しんで頂けたら嬉しいです。

			　

			　謝意

			　

			　まずは、双葉社様。Mノベルスでの書籍化が決定したとき、エッチな描写は控えることになるのだと思っていました。それがまさか、加筆することになるとは……

			　チャレンジをしてくださったこと、本当に感謝しています。

			　続いて、イラストレーターのつかこ様。最初に頂いた表紙のラフに一目惚れでした。あまりに気に入りすぎて、担当様にお願いして、二巻の総扉絵に追加してもらうことになりました。

			　お仕事を増やしてすみません。今後は自重いたしますので、引き続きよろしくお願いします。

			　そして、担当の工藤様。イラストの件では大変お世話になりました。もちろん、そのほかの作業でも色々とお世話になりました。今後ともよろしくお願いいたします。

			　AO DESIGNの青木様。異世界姉妹に続いてのデザインありがとうございます。表紙がとても素敵で感動しました。次回も楽しみです！

			　そのほか、校正の槇様。異世界ヤンデレを手に取ってくださった皆様。私を支えてくださった皆様に、出版に関わった皆様。おかげさまで、二シリーズ目を出すことが出来ました。

			　本当にありがとうございます。これからも、どうかよろしくお願いします！

			　

			二〇一八年 　二月　某日　緋色の雨

		

	
		
			緋色の雨（ひいろのあめ）

			大阪在住のライトノベル作家。緋色の雨は、夕焼けに染まる雨をイメージした名前です。決して、血の雨をイメージしたわけじゃありません。……ホントですよ？（二〇一八年三月現在）

		

	
		
			この異(い)世(せ)界(かい)でも、ヤンデレに死(し)ぬほど愛(あい)される①

			発行日：２０１８年３月３日

			著　者：緋(ひ)色(いろ)の雨(あめ)

			発行人：稲垣潔

			発行所：株式会社双葉社

			〒１６２‐８５４０

			東京都新宿区東五軒町３番28号

			http://www.futabasha.co.jp/　（双葉社の書籍・コミック・ムックが買えます）
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			本電子書籍は株式会社双葉社刊『この異世界でも、ヤンデレに死ぬほど愛される①』（２０１８年３月３日　第１刷発行）に基づいて制作されました。
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